
注意

本書の見かた

本書ではお車の各装置や装備の正しい取り扱いかたと、快適ド
ライブ情報やお手入れのしかた、万一のときの応急処置などを
記載しています。

◎ お車を安全･快適にお使いいただくため、ご使用前に必ず
   お読みください。
◎ 「警告」「注意」は安全のために特に重要です。
   よく読んでお守りください。

　　本書の中で使用しているマークと意味は次のようになってい
　ます。
●

安全のために守っていただきたいこと。
守らないと生命の危険または重大な傷害
につながるおそれがあります。
守らないと傷害または事故につながる
おそれがあります。

お車のために守っていただきたいこと。
守らないと車両破損につながるおそれや本
来の性能を確保できないことがあります。

お車を使ううえで知っておいていただきたいこと。
知っておくとお車やいろいろな装備を
上手に使うことができ便利です。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

交通ルールやマナーを守って運転しましょう。
自然環境保護に配慮してください。
本書と別冊のメンテナンスノートはお車の中に保管してく
ださい。
お車をゆずられるときは次に所有される方のために、本書
をお車に付けておいてください。
車両の仕様変更により、本書の内容が実車と一致しない場
合がありますのであらかじめご了承ください。

コントロールパネルのスイッチは＜＊＊＊＊＞、操作画面に表示さ
れるメニューや項目は［＊＊＊＊］ と表示しています。
参照して読んでいただきたいページなどを、　マークで表示し
ています。
日産販売会社で取り付けられた装備（ディーラーオプション）
については、その装備に付属の取扱説明書をお読みください。
点検･整備、保証については別冊のメンテナンスノートをお
読みください。
別冊のナビゲーションシステム取扱説明書も合わせてお読みく
ださい。
その他、ご不明な点はカーライフアドバイザーにお申しつけく
ださい。

知識

アドバイス

警告



目次
イラスト目次 P.2
■ 外観フロント.2 ■ 外観リヤ.4 ■ 車室内.6
■ 運転席まわり.8 ■ インストルメントパネル(1).10 ■ インストルメントパネル(2).12

■ SRSエアバッグについて.16 ■ ポップアップエンジンフードについて.22 ■ お子さまの安全のために.24

運転をするときは P.15
■ 運転する前に.30 ■ 始動する.44 ■ 走行する.46

■ メーターの見かた.126 ■ 警告灯・表示灯.129 ■ アドバンスドドライブアシスト

メーター P.125
ディスプレイの見かた.133

■ ドアの施錠と解錠.158 ■ 各部の開閉.166 ■ ウインドーの開閉.169
各部の操作 P.157
■ エアコンの操作.172 ■ ナビゲーションシステム.180 ■ スイッチの操作.184
■ 室内装置.192
■ タイヤのパンク.202 ■ ドア／トランクが開かない.203 ■ 始動しないとき.204
トラブルがおきた
ときは

P.201

■ 各種警告機能について.208 ■ くもりが取れない.215 ■ オーバーヒートしたとき.216
■ 動かないとき.217 ■ 故障したとき.220 ■ 水没したとき.222
■ 外装ランプが点灯しないとき.223 ■ ヒューズが切れたとき.224
メンテナンス P.227

 
■ 点検・整備.228

 
■ 清掃・お手入れ.241

 
■ サービスデータ.244
索引 P.251



外観フロント

イ
ラ
ス
ト
目
次

2

イラスト目次外観フロント

車両前方から見た外観の名称と配置図です。
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3☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

パワーウインドー（ P.169）
サンルーフ★（ P.170）
マルチセンシングフロントカメラ（ P.64）
ワイパー（ P.189）
エンジンフード（ P.229）
インテリジェント アラウンドビューモニターカメラ（別冊※）
フロントレーダー（ P.88）
ソナー（ P.122）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ P.188、 P.247）
フォグランプ（ P.188、 P.247）
ヘッドランプ（前照灯）（ P.184、 P.247）
ドアミラー（ P.41）
サイドブラインドモニターカメラ（別冊※）
ドア（ P.162）
タイヤ（ P.202、 P.233）
車幅灯（ P.184、 P.247）
デイライト（ P.184）

※ ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
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外観リヤ

車両後方から見た外観の名称と配置図です。
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5☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ハイマウントストップランプ（ P.247）
トランク（ P.166）
番号灯（ P.184、 P.247）
ソナー（ P.122）
リヤビューカメラ（別冊※）
リヤデフォッガー（ P.215）
燃料補給口（ P.167）
チャイルドセーフティドアロック（ P.164）
サイドレーダー（ P.73）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ P.188、 P.247）
制動灯／尾灯（ P.184、 P.247）
後退灯（ P.247）

※ ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
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車室内

車室内の名称と配置図です。
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7☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

マップランプ（ P.192）
アクティブ・ノイズ・コントロールマイク（ P.198）
サンルーフスイッチ★（ P.171）
オーバーヘッドコンソール（ P.194）
ルームミラー（ P.41）
サンバイザー（ P.192）
ロックノブ（ P.164）
パワーウインドースイッチ（ P.169）
センターコンソールボックス（ P.195）
電源ソケット（ P.197）
AUX（外部入力端子／USBソケット）（別冊※）
前席シート（ P.33）
アシストグリップ／コートハンガー（ P.197）
シートベルト（ P.38）
SRSカーテンエアバッグシステム（ P.20）
リヤパーソナルランプ（ P.193）
リヤセンターアームレスト（ P.37）
後席用カップホルダー（ P.196）
後席シート（ P.37）
工具（ P.228）

※ ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
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運転席まわり

運転席まわりの名称と配置図です。



運転席まわり
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9☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ワイパー・ウォッシャースイッチ（ P.189）
後席シートベルト警告灯（ P.209）
ステアリングスイッチ（左）
- ナビゲーションシステム（別冊※）
- オーディオ（別冊※）
ステアリングスイッチ（右）
- インテリジェント クルーズコントロール（ P.82）
- アドバンスドドライブアシストディスプレイ（ P.137）
ライトスイッチ（ P.184）
方向指示器スイッチ（ P.188）
フォグランプスイッチ（ P.188）
イルミネーションコントロールスイッチ（ P.127）
トリップ切り替えスイッチ（ P.134）
VDC OFFスイッチ（ P.57）
エンジンフードオープナー（ P.229）
トランクオープナースイッチ（ P.166）
パーキングブレーキ（ P.49）

※ ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
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インストルメントパネル (1)

インストルメントパネルまわりの名称と配置図です。



インストルメントパネル (1)
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11☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

オーディオ／ナビゲーションシステム（別冊※）
エアコン（ P.172）
助手席SRSエアバッグシステム（ P.17）
発炎筒（ P.220）
グローブボックス（ P.194）
前席ヒーターシートスイッチ（ P.34）
エンジンスイッチ（ P.44）
メーター（ P.126）
運転席SRSエアバッグシステム（ P.17）
ハンドル位置調節スイッチ（ P.40）
マルチファンクションスイッチ（別冊※）

※ ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
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インストルメントパネル (2)

インストルメントパネルまわりの名称と配置図です。



インストルメントパネル (2)
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13☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

非常点滅表示灯スイッチ
リヤデフォッガースイッチ（ P.215）
小物入れ（ P.196）
電源ソケット（ P.197）
前席用カップホルダー（ P.195）
パドルシフト★（ P.48）
セレクトレバー（ P.46）
ドライブモードセレクター（ P.54）
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MEMO



運転をするときは

運
転
を
す
る
と
き
は

SRSエアバッグについて

SRSエアバッグ P.16
運転席・助手席SRSエアバッグシステム P.17
運転席・助手席SRSサイドエアバッグシステム P.19
SRSカーテンエアバッグシステム P.20

ポップアップエンジンフードについて
ポップアップエンジンフード P.22

お子さまの安全のために
お子さまを乗せるときは P.24
チャイルドシート P.24

運転する前に
運転するときに注意すること P.30
正しい運転姿勢 P.32
シート P.33
ELR（緊急固定）付3点式シートベルト P.38
ハンドル P.40
ルームミラー P.41
ドアミラースイッチ P.41

始動する
エンジンスイッチ P.44

走行する
セレクトレバー P.46

パーキングブレーキ P.49
発進 P.50
走行 P.51
停車・駐車 P.52
ドライブモードセレクター P.54
VDC（ビークルダイナミクスコントロール） P.56
インテリジェント トレースコントロール
（コーナリング安定性向上システム） P.57
ヒルスタートアシスト P.58
ダイレクトアダプティブステアリング P.59
LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント LI
（車線逸脱防止支援システム） P.60
BSW（後側方車両検知警報）／インテリジェント BSI
（後側方衝突防止支援システム） P.65
インテリジェント BUI（後退時衝突防止支援システム） P.74
インテリジェント クルーズコントロール P.78
ナビ協調機能（インテリジェント クルーズコントロール） P.89
定速制御機能（インテリジェント クルーズコントロール） P.92
インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システム） P.95
ナビ協調機能（インテリジェント ペダル
（車間距離維持支援システム）） P.102
インテリジェント エマージェンシーブレーキ P.105
インテリジェント FCW（前方衝突予測警報） P.110
踏み間違い衝突防止アシスト P.113
エマージェンシーストップシグナル P.123
ABS（アンチロックブレーキシステム） P.123
15
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SRSエアバッグについて

SRSエアバッグ
SRS エアバッグは、シートベルトと併用する
ことで安全性を高めます。
シートベルトは必ず着用してください。

SRSエアバッグの作動
SRSエアバッグは、電源ポジションがON
のときに作動可能です。
電源ポジションをONにしたあと、約7秒間
はメーター内のSRSエアバッグ警告灯が点
灯します。その間はシステムチェックを行
うため、SRSエアバッグは作動しません。
警告灯が消灯してから走行してください。
SRSエアバッグは、正面衝突時や側面衝突
時において、乗員がシートベルトを正しく
着用していても重大な傷害を受けるおそれ
のあるような衝撃を受けた場合に作動しま
す。しかし衝撃が車体で吸収または分散さ
れ、車両の損傷は大きくても乗員への衝撃
が強くならない場合には、作動しないこと
があります。

SRSエアバッグの注意事項

 警告
● 電源ポジションをONにしてもSRS
エアバッグ警告灯が点灯しないとき
や、点灯または点滅を続けるときは、
放置したまま走行しないでください。
SRSエアバッグが正常に作動せず、
重大な事故につながるおそれがあり
ます。日産販売会社にご相談くださ
い。

 アドバイス
● 廃車にするときやSRSエアバッグを
廃棄するときは必ず日産販売会社に
ご相談ください。

● SRSエアバッグは、一度ふくらむと
再使用できません。日産販売会社で
交換してください。

 知識
● SRSとは、「Supplemental 

Restraint System」の略でシート
ベルトの補助拘束装置の意味です。

 警告
● SRSエアバッグはシートベルトを補
助する装置です。SRSエアバッグだ
けでは、身体の飛び出しなどを防止
することはできません。SRSエア
バッグの効果を発揮させるため、必
ずシートベルトを正しい姿勢で正し
く着用してください。

● 乗車するときは必ず次のことをお守
りください。守らないと、SRSエア
バッグが誤って作動したり正常に作
動しなくなり、重大な傷害につなが
るおそれがあります。
― ハンドルまわり、車両前部、イン
ストルメントパネルまわり、フロ
ントシートまわり、センターピ
ラー（ロックピラー）まわり、セ
ンターコンソールまわり、ルーフ
サイド部などのSRSエアバッグ格
納部を修理するときは、日産販売
会社にご相談ください。また、
SRSエアバッグ格納部に傷がつい
ているとき、およびひび割れがあ
るときは、そのまま使用せず日産
販売会社で交換してください。
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17☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

運転席・助手席SRSエアバッグシ
ステム

車両前方から強い衝撃を受けたときSRSエア
バッグが瞬時にふくらみ、乗員の頭部にかか
る衝撃を緩和します。

格納場所
運転席SRSエアバッグは、ハンドル部に格
納されています。
助手席SRSエアバッグは、助手席側インス
トルメントパネル部に格納されています。
乗員がいなくても運転席と同時に作動しま
す。

 警告
― SRSエアバッグ格納部に過度の衝
撃を与えないでください。

― 電気テスターを使ってSRSエア
バッグの回路診断をしたり、回路
を変更しないでください。

― エアロパーツなどを取り付けたり
サスペンションを改造したりする
ときは、日産販売会社にご相談く
ださい。不適正な改造をすると衝
撃を正しく検知できません。

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けることはできませ
ん。SRSエアバッグが作動したとき
に強い衝撃を受け、死亡または重大
な傷害につながるおそれがあります。
やむをえず助手席に取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下げ、
必ず前向きに取り付けてください。
チャイルドシート  (P.24)

● 走行する前にチャイルドシートが確
実に固定されていることを確認して
ください。固定方法および取り扱い
かたは、チャイルドシートに付属の
取扱説明書に従ってください。

 注意
● SRSエアバッグはふくらんだあと高
温になるため、30分以内は触らない
でください。やけどをするおそれが
あります。

● SRSエアバッグは高温のガスにより
高速でふくらむため、事故の状態に
よっては、擦過傷、打撲、やけどな
どを負うことがあります。

● SRSエアバッグがふくらむとき、作
動音や白煙が出ますが火災ではあり
ません。また、発生するガスにより
むせることがありますが毒性はあり
ません。ただし、SRSエアバッグ作
動時の残留物（カス）などが目や皮
膚に付着したときは、できるだけ早
く水で洗い流してください。皮膚の
弱い方などは、まれに皮膚に刺激を
感じることがあります。
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SRSエアバッグが作動するとき
次のような衝撃が強いときに作動します。
● 25km/h以上の速度で厚いコンクリート
のような壁に正面衝突したとき

●車両前方左右、約30°以内の方向から強
い衝撃（上記と同等）を受けたとき
次のような車両下部に強い衝撃を受けたと
きも作動することがあります。（車両の損傷
は少なくても乗員への衝撃は強いとき）
●高速で縁石などに衝突したとき
●深い穴や溝に落ち込んだとき
●ジャンプして地面にぶつけたとき

SRSエアバッグが作動しにくいとき
次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。
衝突したものが変形したり移動したときや、
衝突した物の形状や衝突の状態によって衝
突時の衝撃が緩められたときは、作動しに
くくなります。
●停車している同クラスの車に約50km/h
以下の速度で衝突したとき

●衝突時に折れない電柱などに約30km/h 
以下の速度で正面衝突したとき

●トラックなどの荷台の下にもぐり込んだ
ようなとき

●斜め前方からガードレールなどに衝突し
たとき

SRSエアバッグが作動しないとき
一度、SRSエアバッグが作動したあとに衝
突しても作動しません。また、次のような
ときは作動しません。
●横方向や後ろから衝突されたとき
●横転、転覆したとき

運転席・助手席SRSエアバッグシス
テムの注意事項

 注意
● 助手席SRSエアバッグが作動した衝
撃で前面ガラスが割れることがあり
ます。

 知識
● 運転席、助手席SRSエアバッグはふ
くらんだあとすぐにしぼむので、視
界の妨げになることはありません。

エアバッグ展開連動ハザードランプ 

● エアバッグが作動したときは、自動
で非常点滅表示灯が点滅します。

 警告
運転席SRSエアバッグシステム 

● ハンドルから顔をできるだけ（約
30cm 以上）離し、ハンドルにもた
れかかるなどSRSエアバッグ格納部
に手や顔、胸などを不必要に近づけ
ないでください。また、内がけでの
ハンドル操作はしないでください。

● 不適正なハンドルに交換したり、セ
ンターパッド部（SRSエアバッグ格
納部）にステッカーなどを貼らない
でください。
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19☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

運転席・助手席SRSサイドエア
バッグシステム

車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃を
受けた側のSRSサイドエアバッグが瞬時にふ
くらみ、乗員の主に胸部にかかる衝撃を緩和
します。

格納場所
SRSサイドエアバッグは、シート背もたれ
側面（外側）に格納されています。助手席
は乗員がいなくても作動します。

 警告

● 前面ガラスにアクセサリーなどを付
けないでください。

助手席SRSエアバッグシステム 

● インストルメントパネル（SRSエア
バッグ格納部）に手や足を置いたり、
顔や胸などを近づけないでください。
また、お子さまをSRSエアバッグ格
納部の前に立たせたりひざの上に抱
いたりせず、後席に乗せてください。

● チャイルドシートは後席シートに取
り付けてください。やむをえず助手
席シートに取り付けるときは、シー
トをできるだけ後ろに下げ、必ず前
向きに取り付けてください。乳児用
チャイルドシートなど後ろ向きにし
か使用できないシートは必ず後席
シートに取り付けてください。

● 走行する前にチャイルドシートが確
実に固定されていることを確認して
ください。固定方法および取り扱い
かたは、チャイルドシートに付属の
取扱説明書に従ってください。

● インストルメントパネル上面および
前面にステッカーなどを貼ったり、
アクセサリーや芳香剤などを置かな
いでください。

 警告
● ドアにもたれるなど、前席シート背
もたれ側面（外側）のSRSサイドエ
アバッグ格納部に近づかないでくだ
さい。特にお子さまが窓から腕を出
したり、前席シートの背もたれを抱
えたりしないように注意してくださ
い。

● 前席ドアをガラスが割れるほど強く
閉めないでください。SRSエアバッ
グが誤作動するおそれがあります。

● 前席シートのSRSサイドエアバッグ
格納部付近に傘やカバンなどを置か
ないでください。
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SRSサイドエアバッグが作動すると
き

次のような衝撃が強いときに作動します。
●一般的な乗用車に25km/h以上の速度で
側面に真横から衝突されたとき

SRSサイドエアバッグが作動しにく
いとき

次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。
衝突したものが変形したり移動したときや、
衝突した物の形状や衝突の状態によって衝
突時の衝撃が緩められたときは、作動しに
くくなります。
●側面に斜め方向から衝突されたとき
●側面にバイクが真横から衝突したとき
●エンジンルーム（トランクルーム）に衝
突されたとき

●横転、転覆したとき
●斜め前方から衝突したとき
●電柱などに衝突したとき

SRSサイドエアバッグが作動しない
とき

一度、SRSエアバッグが作動したあとに衝
突しても作動しません。また、次のような
ときは作動しません。
●停車中や走行中の車に正面衝突したとき
●後ろから衝突されたとき

SRSカーテンエアバッグシステム
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃を
受けた側のSRSカーテンエアバッグが瞬時に
ふくらみ、乗員の主に頭部にかかる衝撃を緩
和します。

格納場所
SRSカーテンエアバッグは左右のルーフサ
イドに格納されています。助手席側は乗員
がいなくても作動します。

SRSカーテンエアバッグが作動する
とき

次のような衝撃が強いときに作動します。
●一般的な乗用車に25km/h以上の速度で
側面に真横から衝突されたとき

SRSカーテンエアバッグが作動しに
くいとき

次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。

 警告
● シートカバーは、前席シート背もた
れ側面を覆わないものをお使いくだ
さい。日産純正シートカバーをおす
すめします。

 知識
エアバッグ展開連動ハザードランプ 

● エアバッグが作動したときは、自動
で非常点滅表示灯が点滅します。

 警告
● ドアにもたれるなど、SRSカーテン
エアバッグ格納部に近づかないでく
ださい。特にお子さまが窓から腕を
出したり、前席シートの背もたれを
抱えたりしないように注意してくだ
さい。

● 前席ドアをガラスが割れるほど強く
閉めないでください。SRSエアバッ
グが誤作動するおそれがあります。

● センターピラー（ロックピラー）ま
わり、ルーフサイド部などのSRS
カーテンエアバッグ格納部付近に、
アクセサリーやハンガーなどを取り
付けないでください。

 知識
エアバッグ展開連動ハザードランプ 

● エアバッグが作動したときは、自動
で非常点滅表示灯が点滅します。



SRSエアバッグについて
運
転
を
す
る
と
き
は

21☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

衝突したものが変形したり移動したときや、
衝突した物の形状や衝突の状態によって衝
突時の衝撃が緩められたときは、作動しに
くくなります。
●側面に斜め方向から衝突されたとき
●側面にバイクが真横から衝突したとき
●エンジンルーム（トランクルーム）に衝
突されたとき

●横転、転覆したとき
●斜め前方から衝突したとき
●電柱などに衝突したとき

SRSカーテンエアバッグが作動しな
いとき

一度、SRSエアバッグが作動したあとに衝
突しても作動しません。また、次のような
ときは作動しません。
●停車中や走行中の車に正面衝突したとき
●後ろから衝突されたとき
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ポップアップエンジンフードについて

ポップアップエンジンフード

ポップアップエンジンフードについ
て

歩行者と衝突したときにエンジンフードの後
端を瞬時に持ち上げ、エンジンフード下の部
品との空間を広く保つことで、歩行者の頭部
がエンジンフードへ衝突したときの衝撃を緩
和します。
●衝突によりセンサーがある一定以上の衝
撃を感知すると、システムが作動し、リ
フターによりエンジンフードの後端が瞬
時に持ち上がります。

●電源ポジションがONのとき作動します。

ポップアップエンジンフードが作動
するとき

次のような衝撃を受けたときに作動します。
●約20～60km/hの間で走行中、フロン
トバンパーに歩行者と同等、もしくはそ
れ以上の衝撃を受けたとき
（衝突したときにフロントバンパーに痕跡
が残らないような場合でも、ある一定の
レベルを超えた衝撃が加われば作動しま
す。また、軽い物・小動物・雪のかたま
りや他の小さな物体でも、衝突の状況、
速度によっては作動することがありま
す。）

次のような車両下部やバンパー下部に衝撃
を受けたときも作動することがありますの
で、車両下部やバンパー下部に衝撃を受け
そうな路面を走行するときは速度を落とし
て注意して走行してください。
●縁石に衝突したとき
●深い溝や穴に落ち込んだとき
●ジャンプして地面にぶつけたとき
●駐車場のスロープや落下物などにフロン
トバンパーをぶつけたとき

●踏み切りなどのうねりのある路面にフロ
ントバンパーをぶつけたとき

ポップアップエンジンフードが作動
しにくいとき

次のような場所に衝突したときは衝撃を感
知しにくいため、作動しないことがありま
す。
●走行中、フロントバンパーの左右の角や
側面に歩行者がぶつかったとき

●車両が横滑りするなどして、車速が正し
く検知できないとき

ポップアップエンジンフードが作動
しないとき

一度、ポップアップエンジンフードが作動
したあとに衝突しても作動しません。また、
次のようなときにも作動しません。
●ポップアップエンジンフードが作動する
速度の範囲外で走行中フロントバンパー
に衝撃を受けたとき

 警告
● ポップアップエンジンフードが作動
した直後は、リフターが高温になる
ため触れないでください。やけどを
するおそれがあります。

 警告
● ポップアップエンジンフードが作動
したときは、フードオープナーを引
かないでください。

フードオープナーを引くと、さらに
フードが上がり視界の妨げとなるた
め危険です。また、フードを無理に
押し戻さないでください。作動した
フードは手動で下げることができな
いため、フードが変形したり、思わ
ぬケガをするおそれがあります。
ポップアップエンジンフードが作動
したときは、必ず日産販売会社にご
相談ください。

 アドバイス
● ポップアップエンジンフードは、一
度作動すると再使用できません。日
産販売会社で交換してください。
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●横方向や後ろから衝撃を受けたとき
●横転、転覆したとき

ポップアップエンジンフードの注意
事項

 警告
● ポップアップエンジンフードの部品
や配線を修理したり、電気テスター
を使ってシステムの回路診断をしな
いでください。誤って作動したり、
正常に作動しなくなるおそれがあり
ます。

● フロントバンパーの交換やエアロ
パーツの取り付けなどを行うときは、
日産販売会社にご相談ください。不
適正な改造をすると衝撃を正しく検
知できません。

● 不適正なエンジンフードに交換しな
いでください。正常に作動しなくな
るおそれがあります。

● フロントバンパーに衝撃が加わった
ときは、ポップアップエンジンフー
ドが作動しなくてもセンサーが故障
している可能性があるため、必ず日
産販売会社にご相談ください。

 注意
● 電源ポジションをONにしたあと、
約7秒間はメーター内のポップアッ
プエンジンフード警告灯が点灯しま
す。その間はシステムチェックを行
うため、ポップアップエンジンフー
ドは作動しません。警告灯が消灯し
てから走行してください。

● 廃車にするときやポップアップエン
ジンフードのアクチュエータを破棄
するときは、必ず日産販売会社にご
相談ください。アクチュエータの作
動により、思わぬ傷害を受けるおそ
れがあります。
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お子さまの安全のために

お子さまを乗せるときは
お子さまを乗せるときは、次のことに注意し
てください。

チャイルドシート

チャイルドシートについて
●乳児用チャイルドシート、チャイルド
シート、ジュニアチャイルドシートの総
称として「チャイルドシート」と呼んで
います。チャイルドシートの固定機構を

 警告
お子さまは後席に
● 助手席に乗せるのは避けてください。
お子さまの動作が気になったり、ス
イッチ、レバー類のいたずらなど安
全運転の妨げになるおそれがありま
す。また、助手席SRSエアバッグの
格納部に近づいていると、万一の事
故などでSRSエアバッグが作動した
ときに強い衝撃を受け、重大な傷害
につながるおそれがあります。

お子さまにもシートベルトを着用
● お子さまにも必ずシートベルトを着
用させてください。お子さまを抱い
ていると、衝突時などに支えること
ができず重大な傷害を受けるおそれ
があります。
シートベルトのつけかた  (P.38)

● シートベルトが首や顔に当たったり、
腰骨に掛からないような小さなお子
さまには、チャイルドシートをお使
いください。
チャイルドシート  (P.24)

チャイルドシートは後席に
● チャイルドシートは後席に取り付け、
走行する前に確実に固定されている
ことを確認してください。固定方法
および取り扱いかたは、チャイルド
シートに付属の取扱説明書に従って
ください。

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けることはできませ
ん。SRSエアバッグが作動したとき
に強い衝撃を受け、死亡または重大
な傷害につながるおそれがあります。
やむをえず助手席に取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下げ、
必ず前向きに取り付けてください。

● チャイルドシートは使用していない
ときでもシートにしっかりと固定す
るか、トランクなどに収納してくだ
さい。車室内に放置したままにする
と、急ブレーキ時などに思わぬ事故
につながるおそれがあります。

ドア、ウインドーなどは大人が操作
● ドア、ウインドーなどの開閉は、お
子さまには操作させないでください。
開閉時に手、首、足などを挟んだり
して、重大な傷害につながるおそれ
があります。

● チャイルドセーフティドアロック
（ P.164）やパワーウインドー
ロックスイッチ（ P.169）を使用
し、お子さまが操作できないように
してください。

窓やサンルーフ★から手や顔を出さない
● お子さまが手や顔を出さないように
注意してください。急ブレーキ時に
窓枠などにぶつかったり、車外の障
害物に当たったりして、重大な傷害
につながるおそれがあります。

車室内にお子さまだけを残さない
● 車から離れるときは、必ずお子さま
を一緒に降ろしてください。炎天下
では車室内が高温になり、生命にか
かわるおそれがあり危険です。

● お子さまのいたずらで車の発進、火
災など、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
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使ってチャイルドシートを固定すること
ができます。

●この車はUN R44またはR129の基準に
適合したISO FIX対応チャイルドシート
固定専用アンカーを標準装備しています。

アンカーの位置
後席シートの左右にはISO FIX対応チャイ
ルドシートを取り付けるためのアンカー
（固定装置）が装備されています。
● ISO FIX対応チャイルドシート用ロアア
ンカーは、マークの下側にあります。

●テザーアンカーは、リヤパーセルにあり
ます。

●取り付けかたおよび取り外しかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説明書を
お読みください。

 警告
● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けることはできませ
ん。SRSエアバッグが作動したとき
に強い衝撃を受け、死亡または重大
な傷害につながるおそれがあります。
やむをえず助手席に取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下げ、
必ず前向きに取り付けてください。

 注意
● お子さまの年齢や体格にあった、適
切なチャイルドシートをお選びくだ
さい。

● 固定方法および取り扱いかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってください。

 知識
● UN R44またはR129はチャイルド
シートに関する国際法です。UN 
R44またはR129の基準に適合した
汎用（ユニバーサル）チャイルド
シートには、認可マークが貼られて
います。
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 警告
● チャイルドシートを取り付けるとき
は、アンカー部周辺に異物がないこ
とや、シートベルトなどのかみ込み
がないことを確認してください。異
物やシートベルトなどをかみ込むと
チャイルドシートが固定されず、衝
突時や急ブレーキ時にお子さまが重
大な傷害を受けるおそれがあります。

● チャイルドシートは確実に固定して
ください。確実に固定されていない
と、衝突時や急ブレーキ時にお子さ
まが重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

 注意
● ISO FIX対応チャイルドシートを取
り付けるときは、ヘッドレストを
ロックする位置まで上げてください。
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使用できるチャイルドシートについて
チャイルドシートの取り付け位置により、使用できるチャイルドシートが異なります。

※1：チャイルドシートを装着する際は、座席のスライドを最も後方に調整してください。
※2：チャイルドシートを装着する際は、座席を最も高い位置に調整してください。
※3：チャイルドシートがヘッドレストに干渉し安定して取り付けられない場合は一番上に調整してください。上げても安定しない場合

には取り外してください。
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幼児拘束装置メーカーに関する詳細情報

座席位置
助手席 後席

汎用ベルト式に適する着席位置（〇/×） 〇
（前向きのみ） 〇 × 〇

ISOFIX着席位置（〇/×） × 〇 × 〇
横向き固定具に適する着席位置（L1/L2） - - - -

適する最大の後ろ向き固定具（R1/R2X/R2/R3） - R3 - R3

適する最大の前向き固定具（F2X/F2/F3） - F3 - F3

適する最大のブースター固定具（B2/B3） - - - -

 知識
● ISO FIX対応のチャイルドシートを
すでにお持ちの場合、ご使用前に
UN R44またはR129の基準に適合
していることを確認してください。
詳しくは、チャイルドシートに付属
の取扱説明書を参照してください。
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■ 推奨チャイルドシート

日産自動車が推奨するチャイルドシートです。詳しくは日産販売会社にご相談ください。

●チャイルドシートがヘッドレストに干渉し安定して取り付けられない場合は一番上に調整してください。上げても安定しない場合には
取り外してください。

年齢
（目安）

体重
（目安）

身長
（目安） 推奨チャイルドシート

座席位置

0-18ヵ月 <13kg <100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（後向き）

× 〇 × 〇

9ヵ月-4歳 9-18kg 76-100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（前向き、後向き）

× 〇 × 〇

4-6歳 15-25kg 100-125cm 日産ジュニアシートevo
（前向き）

〇
（ベルト取付のみ） 〇 × 〇

6-12歳 22-36kg 125-150cm 日産ジュニアシートevo
（前向き）

〇
（ベルト取付のみ） 〇 × 〇
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運転する前に

運転するときに注意すること

各種注意事項について

 警告
● 診断機接続用のコネクターには、後
付け用品を取り付けないでください。
バッテリーがあがったり、警告灯が
点灯するなど、思わぬトラブルを招
くおそれがあります。

 注意
● ガソリンや可燃性ガスの入ったスプ
レー缶などは積まないでください。
引火や爆発するおそれがあり危険で
す。

● ウインドーにアクセサリーを取り付
けると、視界の妨げになったり、吸
盤がレンズの働きをして火災を起こ
したり、SRSエアバッグが作動した
ときアクセサリーが飛んでケガをす
るなど、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● エンジン本体、駆動系などこの車両
の持っている性能を十分に引き出す
ためには、ならし運転が必要です。
走行距離約2,000kmまでは適度な
車速、エンジン回転数で運転してく
ださい。

● 車の性能や機能に適さない部品を装
着したり、自己流のエンジン調整や
配線、市販の不適合品のマフラー取
り付けなどを行わないでください。
故障や火災など思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● 日産が国土交通省に届け出をした部
品以外の物を装着すると、違法改造
になることがあります。

● 次のような場合には日産販売会社に
ご相談ください。
― 適切でない電装品などを取り付け
ないでください。電子機器部品に
悪影響をおよぼしたり、誤った配
線は故障や火災など、思わぬ事故
につながるおそれがあります。ま
た、バッテリー端子に電装品や
アース線などを直接つながないで
ください。バッテリーが上がる可
能性があります。

― ハンドルの取り外しや交換を不適
切に行うと、SRSエアバッグが正
常に作動しなかったり、不意に作
動したりして、思わぬ傷害を受け
るおそれがあります。

― 排気音が大きくなったときは、排
気管が腐食したり路面干渉などで
損傷しているおそれがあるため、
日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。排気管に穴が開いたまま走
行を続けると、高温の排気ガスが
漏れ、排気ガスが車内に侵入し、
火災につながるおそれがあります。

― 事故などでランプが破損したまま
走行しないでください。内部に水
などが入ると、発煙し火災につな
がるおそれがあります。

● 無用な空ぶかしをしたり、エンジン
をかけたまま仮眠をしないでくださ
い。万一、セレクトレバーが 以外
に入っていると、急発進し、思わぬ
事故につながるおそれがあります。 
また、無意識にセレクトレバーを動
かしたり、アクセルペダルを踏み込
んだりして思わぬ事故やエンジン過
熱による火災などにつながるおそれ
があり危険です。

● 操作部が露出しているガスライター
をグローブボックスなどの小物入れ
に入れておいたり、床やシートのす
き間に落としたままにしないでくだ
さい。荷物を押し込んだときやシー
トを動かしたときに、ライターの着
火ボタンが押されてガスが噴出し、
火災につながるおそれがあります。
また、ライターを使用したあと、す
ぐに収納すると火災を起こすおそれ
があります。

● 灰皿を使ったあとは、マッチやタバ
コの火が消えていることを確認し、
ふたを必ず閉めてください。また、
紙くずなど燃えやすいものは入れな
いでください。出火するおそれがあ
ります。
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 警告
● 排気ガスには無色無臭で有害な一酸
化炭素が含まれています。一酸化炭
素を吸い込むと一酸化炭素中毒にな
り、重大な健康障害におよぶか、死
亡につながるおそれがあります。

● 次の状況では、暖機運転をしたりエ
ンジンをかけたままにしたりしない
でください。排気ガスが車両周辺に
滞留したり、車室内に侵入したりす
るおそれがあります。
― 雪が積もった場所に駐停車すると
き

― 降雪時に駐停車するとき
― 車庫や屋内、壁などに囲まれた換
気が悪い場所に駐停車するとき

― 仮眠や長時間の駐車をするとき
― 排気管が腐食または損傷している
おそれがあるとき

― 他車の排気口が近くにあるとき
● 走行する前にトランクが確実に閉
まっていることを確認してください。
走行中に排気ガスが侵入するおそれ
があります。

● 車室内に排気ガスが侵入したと感じ
たときは、窓を開けて十分に換気を
してください。

● 排気管に穴や亀裂がある場合や排気
音に異常があるときは、日産販売会
社で点検を受けてください。排気ガ
スが車室内に侵入するおそれがあり
ます。

 アドバイス
無線送信機の取り付けについて
● お車に無線送信機を取り付けると、
電装システムに影響をおよぼす可能
性があります。悪影響を防ぐための
措置や取り付け方法については、必
ず日産販売会社にご相談ください。
お客さまのご要望により、無線送信
機の取り付けに関する詳しい情報
（周波数帯域・電力レベル・アンテナ
位置・取り付け条件）を日産販売会
社にてご提供します。
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正しい運転姿勢
正しい運転姿勢をとれるよう、ハンドル、シート、ミラーを調節してください。

正しい運転姿勢について
 警告
● シート、ハンドル、ミラーの調節は、
安全のため必ず走行前に行ってくだ
さい。走行中に調節すると、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

● 調節したあとは、確実に固定されて
いることを確認してください。シー
トやハンドルが固定されていないと
運転姿勢が突然変わり、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

 注意
● 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れないでください。運転姿勢
が不安定になり、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
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シート

前席シートの調節
33

ヘッドレストの使いかた
ヘッドレストの中心が、耳の高さになるよ
うに調節します。
●上げるときは、そのままヘッドレストを
引き上げ、下げるときは、ボタンを押し
ながらヘッドレストを下げます。

 警告
● 背もたれを倒したまま走行しないで
ください。シートベルトが効果を十
分発揮せず、衝突時などに重大な傷
害を受けるおそれがあります。

 注意
● 調節するときは、動いている部分に
手や足などを近づけないでください。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● 背もたれの角度調節をするときは、
背もたれを支えながら調節してくだ
さい。顔や身体にあたり思わぬケガ
をするおそれがあります。

● 車室内を清掃するときやシートの下
に落としたものを拾うときなど、
シートの下に手を入れるときは十分
に注意してください。シートレール
やシートフレームに当たりケガをす
るおそれがあります。
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■ ヘッドレストの脱着

●取り外すときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを引き上げます。

●取り付けるときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを差し込みます。

ヒーターシート
フロントシートを温めます。
電源ポジションがONのときに使えます。
ヒーターシートの使いかた
●スイッチを押すと、作動します。
（スイッチの表示灯が点灯）

●スイッチを押すごとに、AUTO⇒ 
High⇒Mid⇒Low⇒OFFに切り替わりま
す。

ヒーターシートの設定について
●ナビゲーションシステムで次の操作をす
ると、ヒーターシートをAUTOにしたと
きのシート温度を調整します。
＋：温度を高めに設定
－：温度を低めに設定
＜MENU＞⇒［設定］⇒［その他の設定］
⇒［エアコン］⇒［シートヒーター（左
席）］/［シートヒーター（右席）］
ナビゲーションシステムの操作方法は、
別冊のナビゲーションシステム取扱説明
書の「ご使用前の確認と設定」の章をお
読みください。

 警告
● ヘッドレストは外したまま走行しな
いでください。万一のとき、頭部へ
の衝撃を防ぐことができなくなり、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

 注意
● 取り付けるときは、前後の向きを間
違えないでください。

● 取り付けたあとは、ヘッドレストを
持ち上げ、抜け出さないことを確認
してください。万一のとき、ヘッド
レストが効果を十分発揮せず、思わ
ぬケガをするおそれがあります。

スイッチ位置 働き

AUTO

車室内の温度に応じて
温度調節およびON／
OFFを自動的に切り替
え

High 強
Mid 中
Low 弱
OFF 停止

 知識
● ナビゲーションシステムのエアコン
操作画面で ［ ］ をタッチしても、
AUTO、High、Mid、Low、OFFを
切り替えることができます。
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ヒーターシートについて

パーソナルドライビングポジション
メモリーシステム

パーソナルドライビングポジションメモ
リーシステムは、パーソナルアシスタント
機能で認識されたユーザーのドライビング
ポジションを自動的に復帰させることがで
き、次のような機能があります。
パーソナルアシスタント機能  (P.161)

●シートおよびハンドルの退避・復帰機能
●パーソナルアシスタント連動メモリー機
能

●スイッチメモリー機能

■ シートおよびハンドルの退避・復帰機
能

運転席シートとハンドルが自動的に動き、
乗り降りを楽にします。
退避機能
電源ポジションをOFFにして運転席ドアを
開けると、運転席シートとハンドルが乗り
降りしやすい位置に動きます。
復帰機能
電源ポジションをONにすると、運転席
シートとハンドルが選択しているユーザー
の設定した位置に戻ります。

 注意
● 長時間の連続使用は低温やけどの原
因となります。特に皮膚の弱い方、
乳幼児、病人、お年寄り、身体の不
自由な方、眠気をもよおす薬を服用
された方、深酒や疲労の激しい方は
注意してください。

● シートに毛皮や座布団を載せたり、
日産純正以外のシートカバーを使わ
ないでください。過熱するおそれが
あります。

● 硬くて重い物や突起がある物をシー
トに載せたり、ピンや針などの鋭い
物でシートを突き刺したりしないで
ください。

● シートを清掃するときは、シンナー、
ベンジン、アルコールなどの有機溶
剤を使用しないでください。

● 水などをこぼしたときは、乾燥した
布ですぐにふき取ってください。

 アドバイス
● バッテリー上がりを防止するため、
エンジンをかけた状態で使ってくだ
さい。また、アイドリング状態での
連続使用は避けてください。

 知識
● すべての機能は、セレクトレバーが

のときに作動します。
● エンジン始動時は作動が一時停止し
ますが、エンジン始動後に再開しま
す。

● 以下のいずれかの操作を行うと作動
が停止します。

― セレクトレバーを 以外にしたと
き
（シートの復帰機能は停止しませ
ん。）

― シート、ハンドル、ドアミラーの
調節スイッチを操作したとき

― セットスイッチ、メモリースイッ
チのいずれかを押したとき

 知識
● 退避した位置でシートまたはハンド
ルを調節すると、復帰機能は作動し
ません。

● 電源ポジションがACCのときは、携
帯しているインテリジェントキーを
前回使用したユーザーが、設定して
いた位置に戻ります。
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■ パーソナルアシスタント連動メモリー
機能

次の手順でパーソナルアシスタント機能
（ P.161）に運転ポジション（シート、
ハンドル位置、ドアミラー鏡面角度）を記
憶することができます。
1. あらかじめユーザー登録の完了して

いるインテリジェントキーを携帯し、
電源ポジションをONにします。

2. 運転席のシートポジション、ハンド
ルの位置、ドアミラーの鏡面角度を
調節し、電源ポジションをOFFにし
ます。

次回から、インテリジェントキーを携帯し
て電源ポジションをONにすると、自動的
に記憶した運転ポジション（シート、ハン
ドル位置、ドアミラー鏡面角度）を呼び出
します。

■ スイッチメモリー機能

2名分の運転ポジション（シート、ハンド
ル位置、ドアミラー鏡面角度）をスイッチ
に記憶させ、呼び出すことができます。

記憶のしかた
1. 正しい運転姿勢が取れる運転ポジ

ションに調節します。
ハンドル位置の調節（ P.40）
前席シートの調節（ P.33）
ドアミラースイッチ（ P.41）

2. セットスイッチを押し、押してから
5秒以内に記憶させたい方のメモ
リースイッチを1秒以上押します。
記憶が完了すると、ブザーが鳴ると
ともに記憶させたスイッチの表示灯
が5秒間点灯します。

呼び出しかた
セレクトレバーを にします。
記憶を呼び出したいメモリースイッチを呼
び出しが開始するまで押し続けます。
呼び出し中はスイッチの表示灯が点滅し、
完了すると約5秒間点灯します。

■ 設定の切り替え

シートおよびハンドルの退避・復帰機能の
作動・非作動を切り替えることができます。
1. 電源ポジションをLOCKにします。

各電源ポジションの働き  (P.44)
2. セットスイッチを10秒以上押し続

け、作動と非作動を切り替えます。

 知識
● パーソナルアシスタント機能には運
転ポジション以外（エアコン、ナビ
ゲーションシステムなど）の設定も
記憶されます。
パーソナルアシスタント機能  

(P.161)

 知識
● パーソナルアシスタント機能で記憶
した運転ポジションとは別にスイッ
チに記憶されます。

● 運転ポジション以外の設定はスイッ
チに記憶しません。

● セットスイッチを押したとき、記憶
されていると約5秒間表示灯が点灯
します。

● 状況により、メモリースイッチを押
してから呼び出しが開始するまで数
秒かかることがあります。
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後席シートの調節

■ ヘッドレストの使いかた

●ヘッドレストは、格納位置からロックす
る位置まで上げた状態で使います。

●脱着のしかたは、前席シート（ P.33）
と同じです。

■ リヤセンターアームレストの使いかた

●アームレストを前に倒して使います。
●格納するときは引き上げます。

■ リヤセンターアームレストスルー機構

●トランク内の小物の取り出しや長めの荷
物の収納などができます。

●アームレストを前に倒したあと、奥のノ
ブを引いてトレーを倒すとアームレスト
スルーになります。

施錠・解錠のしかた
●メカニカルキー（ P.203）をキー穴に
差し込み、右に回すと施錠し、中立位置
に戻すと解錠します。

■ 背もたれの倒しかた★

●左右別々に倒すことができます。
●トランクルーム内にあるストラップを引
き、背もたれを倒します。

●元に戻すときは、背もたれを起こし、手
で後方に押し付けてロックします。

 知識
● ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、シートおよびハンドルの
退避・復帰機能の設定を切り替える
ことができます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［降車時シート退避］/［降車時ステ
アリング跳ね上げ］
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

 注意
● ヘッドレストはロック位置まで上げ、
確実に固定されていることを確認し
てから使用してください。格納状態
では機能が十分に発揮できません。

 警告
● 車を使用しないときは、ドアを施錠
し、トランクを閉め、後席シートの
アームレストスルーはトレーを背も
たれに格納し、穴をふさいでおいて
ください。車のキーはお子さまの手
の届かないところに保管してくださ
い。

 知識
● メカニカルキーは半分ぐらい差し込
んだ状態で止まります。
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ELR（緊急固定）付3点式シートベ
ルト

通常は身体の動きに合わせて伸縮しますが、
衝突時など強い衝撃を受けると、ベルトが自
動的にロックし身体を固定します。

シートベルトのつけかた
1. タングを持ってベルトをゆっくり引

き出します。
ベルトを腰骨のできるだけ低い位置
に掛け、たるみがないように密着さ
せます。

2. ベルトがねじれないようにして、タ
ングをバックルに “カチッ ” と音が
するまで確実に差し込みます。

3. アンカーの高さを調節します。（前席
のみ）

●ノブを押しながらアンカー部を上下させ、
ベルトが肩に確実に掛かる位置に調節し
手を離します。

●手を離したあと、“カチッ” と音がする
まで動かし固定させます。

4. 外すときは、バックルのボタンを押
し、タングを持ってゆっくり戻しま
す。

ロードリミッター付プリテンショ
ナーシートベルト（後席中央を除く）
●正面衝突など車両前方から強い衝撃を受
けたとき、装着したシートベルトを瞬時
に巻き取るプリテンショナーと乗員に加
わるシートベルトの拘束力を一定レベル
に保つロードリミッターが付いています。

●運転席・助手席SRSエアバッグシステム
と同時に作動します。

SRSエアバッグ  (P.16)
●運転席および助手席にはダブルプリテン
ショナー機構が付いています。ラップア
ウタープリテンショナーが腰部シートベ
ルトの緩みを引き込み、肩部のロードリ
ミッター付プリテンショナーと合わせて
乗員の拘束性能を高めます。

 警告
● ベルトが肩に確実に掛かる位置にア
ンカーの高さを調節してください。
また、アンカーが確実に固定されて
いることを確認してください。ベル
トが肩から外れたり、万一のとき
シートベルトが十分効果を発揮せず、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

 アドバイス
● ベルトがロックして引き出せないと
きは、一度ベルトを強く引いてから
ゆるめ、再度ゆっくり引き出してく
ださい。
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前席緊急ブレーキ感応型プリクラッ
シュシートベルト

走行中、次のような場合に電動モーターで
シートベルトを巻き取り、ベルトのたるみ
を減少させます。

●走行中（約15km/h以上）に運転者のブ
レーキ操作が緊急ブレーキであることを
システムが判断したとき

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ（ P.105 ）が作動したとき

●カーブを走行中（約30km/h以上）に車
両が横滑りを起こしそうな状況であるこ
とをシステムが判断したとき

●走行中（約60km/h）に運転者のハンド
ル操作が緊急回避であることをシステム
が判断したとき

シートベルトの注意事項
走行する前に全員が必ずシートベルトを着用
してください。シートベルトは正しい姿勢で
正しく着用しないと、シートベルトの効果が
十分発揮できなかったり、ベルトによりケガ
などをするおそれがあります。
使用方法、警告に従って正しく着用してくだ
さい。

 警告
● プリテンショナーシートベルトの部
品や配線を修理したり、電気テス
ターを使ってプリテンショナーのシ
ステムの回路診断をしないでくださ
い。誤って作動したり、正常に作動
しなくなるおそれがあります。

 注意
● 電源ポジションをONにしたあと約7
秒間はシステムチェックを行うため、
プリテンショナーは作動しません。
SRSエアバッグ警告灯が消灯してか
ら走行してください。

 アドバイス
● 廃車にするときやプリテンショナー
シートベルトを廃棄するときは、必
ず日産販売会社にご相談ください。

● プリテンショナーが作動したとき作
動音や白煙が出ますが、火災ではあ
りません。

● プリテンショナーは、一度作動する
と再使用できません。衝突を起こし
たときは必ず日産販売会社で点検を
受け、作動済みの場合は交換してく
ださい。

 警告
● 使用方法は通常のシートベルトと同
じです。正しく着用しないと、シス
テムの効果が十分発揮できず、重大
な傷害につながるおそれがあります。

● システムを過信しないでください。
常に周囲の状況、天候、路面状況に
注意し、急ブレーキをかけなくても
停止できるように心がけてください。

 知識
コンフォート機能 

● 次の場合には、電動モーターでシー
トベルトの巻き取りを補助します。
― シートベルトを着用したとき
― シートベルトを外したとき
― 前席ドアを開けたとき

● コンフォート機能を連続作動させる
と、システム保護のために一時的に
連続作動が行えなくなります。数分
後に通常の作動に戻ります。

● シートベルトを外した場合に上記の
システム保護以外でシートベルトの
巻き取りが作動しないときは、プリ
クラッシュシートベルトのシステム
に異常が考えられます。通常走行に
支障はありませんが、日産販売会社
で点検を受けてください。

 警告
● 走行する前に全員がシートベルトを
着用してください。着用しないと、
万一の事故時や急ブレーキ時に、生
命にかかわる重大な傷害につながる
おそれがあります。

● シートベルトを正しく着用しないと、
万一のとき重大な傷害につながるお
それがあります。着用するときは以
下のことを必ずお守りください。
― 運転者は正しい運転姿勢で、同乗
者は正しい着座姿勢で着用してく
ださい。

― ベルトは1人用です。2人以上で1
本のベルトを使わないでください。
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ハンドル

ハンドル位置の調節
スイッチを前後上下に押して調節します。

 警告
― ベルトはねじれた状態で着用しな
いでください。ねじれがあるとベ
ルトの幅が狭くなり、万一のとき
衝撃力が分散できず、局部的に強
い力を受けることがあります。

― 腰部ベルトは腰骨のできるだけ低
い位置にぴったりと着用してくだ
さい。ベルトが腰骨からずれてい
ると、腹部に強い圧迫を受けるこ
とがあります。

― 肩ベルトは脇の下を通さず、確実
に肩に掛けてください。肩に十分
掛かっていないと、上半身を拘束
しないことがあります。

― シートベルトをクリップなどで故
意にたるみをつけ、身体から浮い
た状態に調節しないでください。
ベルトにたるみがあると、十分な
効果を発揮しないことがあります。

● シートの背もたれを倒したまま走行
しないでください。シートベルトが
効果を十分発揮せず、衝突時などに
身体がシートベルトの下に入り込み、
ベルトにより重大な傷害を受けるお
それがあります。

● バックルや巻き取り装置の中に異物
を入れないでください。シートベル
トが正常に機能を発揮せず、万一の
とき重大な傷害につながるおそれが
あります。

● 妊娠中や疾患のある方も、万一のと
きのためにシートベルトを着用して
ください。ただし、局部的に強い圧
迫を受けるおそれがありますので医
師に相談し、注意事項を確認してく
ださい。妊娠中の方は、腰ベルトを
腹部から避けて腰部のできるだけ低
い位置にぴったりと着用してくださ
い。肩ベルトは、確実に肩を通し、
腹部を避けて胸部に掛かるように着
用してください。

● お子さまにも必ずシートベルトを着
用させてください。お子さまをひざ
の上に抱いていると、衝突時などに
お子さまを支えることができず、お
子さまが重大な傷害を受けるおそれ
があります。

● シートベルトが首や顔に当たるなど、
適正な着用ができない小さなお子さ
まには、チャイルドシートをお使い
ください。
チャイルドシート  (P.24)

● 一度強い衝撃を受けたシートベルト
やベルト部分に傷がついたり破れた
りしているシートベルトは、機能を
十分発揮しないことがあります。事
故などにより衝撃を受けたり傷がつ
いた場合は、日産販売会社に点検を
依頼してください。

● シートベルトの清掃は中性洗剤かぬ
るま湯で行い、乾かしてからお使い
ください。ベンジンやガソリンなど
の有機溶剤は絶対に使わないでくだ
さい。ベルトの性能が落ち、シート
ベルトが機能を十分発揮しないこと
があります。

 警告
● ハンドルの調節は、安全のため必ず
走行前に行ってください。走行中に
調節をすると、前方不注意となり危
険です。



運転する前に
運
転
を
す
る
と
き
は

41☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ホーンの使いかた
ホーンを鳴らすには、ハンドル中央のパッ
ド面を押します。

ルームミラー

自動防眩式ルームミラー
自動防眩式ルームミラーは、後続車両の
ヘッドランプの明るさに応じて反射率を自
動的に調整します。
●ミラー本体を持ち、角度を調節して適切
な位置に合わせます。

●電源ポジションをONにすると自動防眩
が作動し、後続車両のヘッドランプによ
るまぶしさが軽減されます。
（インジケーター が点灯）

●スイッチ を押すと、自動防眩がOFFに
なります。
（インジケーター が消灯）

●もう一度スイッチ を押すか、一度電源
ポジションをOFFにし、再度電源ポジ
ションをONにすると自動防眩がONにな
ります。

ドアミラースイッチ
ドアミラースイッチは運転席のアームレスト
にあります。
電源ポジションがACCまたはONのときに操
作できます。

角度の調節
1. 左右切り替えスイッチを調整する側

に動かします。
(左側はL、右側はR)

2. 角度調整スイッチを前後・左右に押
して、後方が十分確認できる位置に
調節します。

 警告
● ミラーの調節は安全のため必ず走行
前に行ってください。また、防眩へ
の切り替えは必要なときのみ行って
ください。思わぬ事故につながるお
それがあります。

 アドバイス
● ルームミラーに物をかけたり、ガラ
スクリーナーを使用しないでくださ
い。センサー の感度が低下し、作
動不良の原因となるおそれがありま
す。

 知識
● ミラー裏側にあるセンサーをドライ
ブレコーダーなどでふさがないでく
ださい。防眩機能が作動しない場合
があります。
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格納のしかた
開閉スイッチの左側を押すと、左右のミ
ラー本体が格納されます。
開閉スイッチの右側を押すと、元に戻りま
す。

 警告
● ドアミラーの調節は走行前に行って
ください。走行中の調節は前方不注
意となり、思わぬ事故につながるお
それがあります。

 アドバイス
● ミラーの映像は実際より遠くに見え
るので注意してください。

 知識
ドアミラーヒーター
● 電源ポジションがONのとき、 リヤ
デフォッガースイッチ  (P.215)を押
すと、ドアミラーに内蔵されたヒー
ターが作動し霜やくもりを取ります。

 注意
● ミラーが動いているときは手を触れ
ないでください。手を挟んだり、ミ
ラーが故障するおそれがあります。

● ミラーを格納したまま走行しないで
ください。後方確認ができないため
危険です。

● 手動で開閉すると走行中ミラーが前
方または後方に倒れるおそれがあり
ます。手動で開閉したあとは、走行
前に開閉スイッチで開閉操作を行っ
てください。

 知識
● 開閉スイッチ操作を連続して行うと、
途中で停止することがありますが、
故障ではありません。しばらくして
から作動させてください。

● 手動で開閉した場合、開閉スイッチ
の位置により、電源ポジションを
ACCまたはONにしたときにミラー
が動き出すことがあります。

● 凍結したままミラーを作動させない
でください。寒冷時にドアミラーが
正常に作動しない場合は、ドアミ
ラー内部が凍結している可能性があ
るため、そのまま作動を繰り返すと
故障の原因となります。
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リバース連動下向きドアミラー
●セレクトレバーを にすると（後退時）、
左右のドアミラーの角度が両側同時に後
輪の外側付近を映すように作動します。
左右切り替えスイッチを左右どちらかに
すると作動し、中立にあると作動が停止
します。

●セレクトレバーを 以外にするか、左右
切り替えスイッチを中立位置にすると元
の角度に戻ります。

 知識
● 電源ポジションをON以外にしても
ドアミラーは元の角度に戻ります。

● 使用している鏡面角度によっては、
リバース時に鏡面が作動範囲まで動
いたあとも動こうとしますが異常で
はありません。
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始動する

エンジンスイッチ

各電源ポジションの働き
インテリジェントキーを携帯しているとき、
ブレーキペダルを踏まずにエンジンスイッ
チを押すと電源ポジションが切り替わりま
す。

エンジンの非常停止のしかた
緊急時など、走行中にエンジンを強制的に
停止させるときは、次のいずれかの操作を
行ってください。
●エンジンスイッチをすばやく3回押す
●エンジンスイッチを2秒以上押し続ける

イモビライザー（盗難防止装置）
車両の盗難に対する防御性能を高めるため
に、インテリジェントキーに送信機を内蔵
し、あらかじめ登録されているインテリ
ジェントキー以外での始動を禁止するシス
テムです。

電源ポジション 働き

OFF
（LOCK※）

電源が切れるポジショ
ン
※いずれかのドアを開
閉するとハンドルが
ロックされます

ACC
オーディオ、ドアミ
ラーなどが使えるポジ
ション

ON すべての電装品が使え
るポジション

 アドバイス
● 次の条件がそろうと自動的に電源ポ
ジションがOFFになります。
― 電源ポジションがONのまま約10
分経過、またはACCのまま約30
分経過したとき

― 全ドアが閉まっているとき
― セレクトレバーが のとき

 知識
● ブレーキペダルを踏みながらエンジ
ンスイッチを押すと、エンジンが始
動します。
始動のしかた  (P.50)

● 電源ポジションがOFFのとき、いず
れかのドアを開けるか、または閉め
るとハンドルがロックされます。
ハンドルがロックし、エンジンの

始動ができないときは  (P.204)

 警告
● 非常停止を行うときは、可能な限り
減速してから行ってください。エン
ジンを停止するとブレーキの効きが
悪くなり、ハンドルも重くなるため、
車両のコントロールが難しくなりま
す。
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●イモビライザーが働いているときは、セ
キュリティーインジケーターが点滅しま
す。
セキュリティーインジケーター
（ P.132）

 アドバイス
● 電源ポジションをONにしたときに
セキュリティーインジケーターが点
灯し続ける場合は、システムの異常
が考えられます。日産販売会社で点
検を受けてください。

 知識
● インテリジェントキーに登録された
信号は、インテリジェントキーごと
に異なります。
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走行する

セレクトレバー

セレクトレバーの操作
電源ポジションがONのとき、すべてのシ
フトポジションに切り替えることができま
す。

 警告
● 次のような操作は、トランスミッ
ションを破損し、思わぬ事故につな
がるおそれがありますので、絶対に
しないでください。
― 車が完全に停止する前に に入れ
る

― 車を前進させているときに に入
れる

― 車を後退させているときに 、マ
ニュアルシフトゲートに入れる

● セレクトレバーの操作は必ずエンジ
ンが始動したことを確認してから
行ってください。スターターモー
ターが回転中にセレクトレバーを操
作すると、エンジン始動が中止され、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

 アドバイス
● の操作は、ボタンを押さないで操
作する習慣をつけてください。ボタ
ンを押して操作すると、意に反して
、 に入れてしまうおそれがありま

す。
● から操作するとき、ボタンを押し
たままブレーキペダルを踏むと、セ
レクトレバーを動かせないことがあ
ります。ボタンは、ブレーキペダル
を踏んでから押してください。

 知識
● セレクトレバーを に切り替えると
ブザーが鳴ります。



走行する
運
転
を
す
る
と
き
は

☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

各シフトポジションの働き

シフトポジション 役割
駐車およびエンジンを始動するときのポジション
電源ポジションをOFFに切り替えることができます。
（ 以外ではハンドルをロックできません。）
後退するときのポジション
車内でブザーが鳴り運転者に知らせます。
（車外の人に注意するものではありません）
動力が伝わらない状態のポジション
（ でも停車中であればエンジンを始動できますが、安全
のため で始動してください。）
通常走行するときのポジション
速度に応じて1速～7速に自動変速します。

マニュアルモード
マニュアルモード走行するときのポジション
走行中に手動でシフトポジションを切り替えることができ
ます。
47

マニュアルモードの使いかた
セレクトレバーをマニュアルシフトゲート
に入れるとマニュアルモードになります。
（ポジションインジケーターに、シフトポジ
ションを表示します。）

 知識
● 安全や走行性能を確保するために、
セレクトレバーまたはパドルシフ
ト★を操作しても希望するギヤに変
速しなかったり、シフトポジション
が自動的に切り替わる場合がありま
す。

● 車両が停止すると、1速へ自動的に
シフトダウンします。
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■ 各シフトポジションの働き

■ 各シフトポジションの限界速度

シフトポジションを切り替えるときは、エンジンを回転させすぎないために、下表の速度
を超えないようにしてください。

シフトポジ
ション 働き

1 1速に固定されます。より強いエンジンブレーキが必要なときに使いま
す。

2 2速に固定されます。強いエンジンブレーキが必要なときに使います。
3 3速に固定されます。エンジンブレーキが必要なときに使います。

4 4速に固定されます。下り坂で軽いエンジンブレーキをかけたいときな
どに使います。

5 5速に固定されます。上り坂でなめらかな走行をしたいときなどに使い
ます。

6 6速に固定されます。
7 7速に固定されます。

エンジン
シフトポジション

1 2 3 4 5 6
VR30DDT

T（300
馬力仕様）

50km/h 90km/h 130km/h 180km/h 180km/h 180km/h

VR30DDT
T（400
馬力仕様）

50km/h 80km/h 120km/h 180km/h 180km/h 180km/h

 注意
● 限界速度を超えると、エンジンが破
損するおそれがあります。
■ 切り替えかた

セレクトレバーで操作するとき
●セレクトレバーをマニュアルシフトゲー
トに入れ、前後に操作します。
― シフトポジションアップ：
セレクトレバーを+（アップ）側に動
かします。

― シフトポジションダウン：
セレクトレバーを-（ダウン）側に動
かします。

パドルシフト★で操作するとき
●パドルシフトを手前に引いて操作します。
― シフトポジションアップ
右側のパドルシフトを引きます。

― シフトポジションダウン
左側のパドルシフトを引きます。

※車種によりパドルシフトの形状が異なり
ます。
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■ 解除のしかた
●セレクトレバーをマニュアルシフトゲー
トからメインゲートに戻します。

■ 上限ギヤ制限（レンジリミット）モー
ド★について

上限ギヤ制限（レンジリミット）モードは
登坂路や一時的に加速したいときなどに使
用します。
セレクトレバーが で左側のパドルシフト
を引くと、上限ギヤ制限（レンジリミット）
モードに切り替わります。
●上限ギヤ制限（レンジリミット）モード
になるとシフトポジションが1つ下がり、
そのシフトポジションより上のギヤへは
シフトアップしなくなります。
シフトアップするときは右側のパドルシ
フトを引いてください。

●上限ギヤ制限（レンジリミット）モード
になると、ポジションインジケーターに
上限となるシフトポジションが表示され
ます。

●上限ギヤ制限（レンジリミット）モード
中に左側のパドルシフトを引くと、上限
となるシフトポジションが1つ低くなり
ます。

●上限ギヤ制限（レンジリミット）モード
中に右側のパドルシフトを引くと、上限
となるシフトポジションが1つ高くなり
ます。

●上限ギヤ制限（レンジリミット）モード
で6速のとき右側のパドルシフトを引く
と に切り替わり、上限ギヤ制限（レン
ジリミット）モードが解除されます。

●解除するときは、次のいずれかの操作を
します。
― ポジションインジケーターに と表示
されるまで、右側のパドルシフトを数
回引く

― ポジションインジケーターに と表示
されるまで、右側のパドルシフトを引
き続ける

― セレクトレバーをメインゲートからマ
ニュアルシフトゲートに入れ、再度メ
インゲートに戻す

パーキングブレーキ
パーキングブレーキをかけると後輪が固定さ
れます。

パーキングブレーキのかけかた
●パーキングブレーキをかけるときは、右
足でブレーキペダルを踏みながら、左足
でパーキングブレーキペダルをいっぱい
に踏み込みます。

 知識
● セレクトレバーやパドルシフト★を
操作しても希望するギヤに変速でき
ない場合があります。そのときはポ
ジションインジケーターが点滅し、
ブザーが鳴ります。
ポジションインジケーター  

(P.134)

パドルシフト付車
● セレクトレバーが で左側のパドル
シフトを引くと、上限ギヤ制限（レ
ンジリミット）モードに切り替わり
ます。

● セレクトレバーが で右側のパドル
シフトを引いたときは、 が継続され
ます。

 知識
● 上限ギヤ制限（レンジリミット）
モードでは、減速時のシフトダウン
は自動的に行います。
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パーキングブレーキの解除
●解除するときは、右足でブレーキペダル
を踏みながら、左足でパーキングブレー
キペダルを “カチッ ” と音がするまで踏
み、ゆっくりと離します。

発進
インテリジェントキーが作動範囲内にあると
きは、キーを取り出すことなく始動できます。
インテリジェントキーは、必ず運転者が携帯
してください。

始動のしかた
1. アクセルペダルとブレーキペダルの

位置を確認し、正しい運転姿勢
（ P.32）がとれるようにハンドル、
シート位置を調節します。

2. ブレーキペダル をしっかりと踏み
ながら、エンジンスイッチ を1回
押します。

3. エンジンが始動します。

 警告
● パーキングブレーキをかけたまま走
行しないでください。ブレーキが過
熱することによってブレーキの効き
が悪くなり、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 アドバイス
● 駐車するときは、必ずパーキングブ
レーキをかけてください。

● パーキングブレーキをかけたあとに
パーキングブレーキをかけ直したい
ときは、一度解除してから踏み込み
直してください。

 警告
● ペダルの踏み間違いは思わぬ事故に
つながります。右足でアクセルペダ
ルとブレーキペダルを交互に踏み、
その位置を確実に覚えてください。

● 換気の悪い場所では、暖機運転をし
たりエンジンをかけたままにしたり
しないでください。排気ガスが車両
周辺に滞留したり、車室内に侵入し
たりすることで、一酸化炭素中毒に
なるおそれがあります。一酸化炭素
を吸い込むと、意識が薄れて事故に
つながるおそれがあるほか、死亡ま
たは重大な傷害につながるおそれが
あります。

● セレクトレバーの操作は必ずエンジ
ンが始動したことを確認してから
行ってください。スターターモー
ターが回転中にセレクトレバーを操
作すると、エンジン始動が中止され、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

 注意
● 始動するときは、必ず運転席に座っ
て行ってください。車外から行うと、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

 知識
● エンジン始動前のブレーキペダル操
作などにより、ブレーキペダルが硬
くなっている場合があります。この
場合、ブレーキペダルを軽く踏んだ
状態ではペダル踏み込み操作が検知
されず、エンジンが始動しません。
ブレーキペダルを通常よりも強く踏
み込んでください。

● ブレーキペダルを踏んだり離したり
したとき、“カチッ” と音が聞こえ
ることがありますが異常ではありま
せん。

● エンジン始動後は、排気管の触媒を
早期に暖機する必要があるため、エ
ンジン音が通常と異なることがあり
ますが、異常ではありません。

● インテリジェントキーによるエンジ
ン始動の作動範囲は車室内です。（ト
ランク内は除きます。）
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発進のしかた
1. ブレーキペダルを右足でしっかりと

踏んだまま、ボタンを押してセレク
トレバーを動かします。
前進するときは 、またはマニュア
ルシフトゲートに入れます。
後退するときは に入れます。

2. シフトポジションが切り替わったこ
とを目で確認します。

3. パーキングブレーキペダルを踏み、
パーキングブレーキを解除します。

4. ブレーキペダルを徐々にゆるめ、ア
クセルペダルをゆっくり踏み発進し
ます。

走行

走行のしかた
●セレクトレバーを またはマニュアルシ
フトゲートにしたまま走行します。

●アクセルペダルとブレーキペダルの操作
で、加速、減速を行います。
アクセルペダルの踏み加減と走行速度や
走行状況などにより、適切なギヤに自動
変速されます。

●高速道路の入り口などで急加速したいと
きは、アクセルペダルをいっぱいに踏み
込みます。
キックダウンし急加速します。

●下り坂では、エンジンブレーキを併用し
て走行します。セレクトレバーが のと
きブレーキペダルを踏むと坂の勾配に応
じてシフトダウンし、エンジンブレーキ
が効きやすい状態にします。
また、坂の勾配に応じてマニュアルモー
ドに入れます。強いエンジンブレーキが
必要な場合は、マニュアルモードの2速
または1速にします。

 知識

 警告
● 発進時は、絶対にアクセルペダルを
踏んだままセレクトレバーを操作し
ないでください。急発進し、重大な
事故につながるおそれがあります。

 注意
● セレクトレバーが 、 以外にある
と、クリープ現象で車が動き出すの
で、ブレーキペダルをしっかりと踏
んでください。

 知識
● 急な上り坂で発進するときは、 ヒ
ルスタートアシスト  (P.58)が作動
します。



走行する

運
転
を
す
る
と
き
は

52

●勾配のゆるい下り坂では、マニュアル
モードの4速または3速にすると、軽いエ
ンジンブレーキが得られます。

停車・駐車

停車・駐車のしかた
1. 停車するときは、セレクトレバーは

のままで、ブレーキペダルをしっ
かりと踏みます。

2. そのまま駐車するときは、ブレーキ
ペダルを踏んだままパーキングブ
レーキをかけます。

3. セレクトレバーを に入れ、目で確
認します。
セレクトレバーを に入れると駆動
輪が固定されるため、車が動き出す
心配がなく安全です。

4. エンジンスイッチを1回押します。
電源ポジションがOFFになり、エン
ジンが停止します。

 警告
● セレクトレバーが のときは、低速
ギヤを保持してエンジンブレーキが
効きやすい状態に制御しますが、ス
ピードが出すぎるときは坂の勾配に
応じてマニュアルモードに入れてく
ださい。フットブレーキだけを使い
続けると、フットブレーキに負担が
かかり、過熱してブレーキの効きが
悪くなるおそれがあります。

● 走行開始直後でトランスミッション
の油温が暖まっていないときや、ア
クセルペダルを深く踏み込んだ高負
荷な状態で長く走り続けると低速ギ
ヤを保持しない場合があります。そ
の場合には、坂の勾配に応じてマ
ニュアルモードを低速ギヤに入れて
ください。

● 滑りやすい路面では、急激なエンジ
ンブレーキは効かせないでください。
タイヤがスリップするおそれがあり
危険です。

 注意
● 走行中はセレクトレバーを にしな
いでください。エンジンブレーキが
全く効かなくなり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。また、ト
ランスミッションが故障する原因と
なります。

● 上り坂ではクリープ現象を利用した
停車や、アクセルペダルを踏みなが
ら停車状態を保つような停車はしな
いでください。

● 上り坂でセレクトレバーを または
マニュアルシフトゲートのまま故意
に車両を後退させたり、下り坂で
のまま故意に車両を前進させたり

しないでください。事故につながる
おそれがあります。

● 冠水路など深い水たまりは無理に走
行しないでください。エンジン破損
や車両故障につながるおそれがあり
ます。

● 浸水・冠水被害に遭われた場合は、
車両故障につながるおそれがあるた
め、すみやかに日産販売会社で点検
を受けてください。

 知識
● 極端に低車速で走行すると、車速が
わずかに変化する場合がありますが、
システム特有の動きで異常ではあり
ません。
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 警告
● 停車中の空ぶかしはしないでくださ
い。万一、セレクトレバーが 、 以
外にあると急発進し、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。停車後
の再発進は、セレクトレバーのポジ
ションを目で確認してください。

● 換気の悪い場所では、エンジンをか
けたままにしないでください。排気
ガスが車両周辺に滞留したり、車室
内に侵入したりすることで、一酸化
炭素中毒になるおそれがあります。
一酸化炭素を吸い込むと、意識が薄
れて事故につながるおそれがあるほ
か、死亡または重大な傷害につなが
るおそれがあります。

 注意
● 枯れ草、紙、木材、油など燃えやす
い物の上や近くには駐・停車しない
でください。排気管や排気ガスは高
温になるため着火するおそれがあり
危険です。

● 車から離れるときは、必ずセレクト
レバーを に入れ、エンジンを停止
してください。エンジンが作動した
ままで、セレクトレバーが 、 以外
に入っていると、クリープ現象で車
が動き出したり、誤ってアクセルペ
ダルを踏み込むことによって急発進
し、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

● 長期間車両を駐車していると、小動
物が巣を作り、思わぬ火災につなが
る可能性があります。

 アドバイス
● 炎天下で駐車するときは、車室内に
ライターや炭酸飲料の缶、サングラ
ス、カメラなどを置いたままにしな
いでください。車室内が高温になり、
爆発したり変形するおそれがありま
す。
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ドライブモードセレクター
ドライブモードセレクターは6種類のドライブモード（PERSONAL、SPORT+★、SPORT、
STANDARD、ECO、SNOW）を備え、モードを選択することにより、エンジンやトランス
ミッションなどを各モードに適した特性で制御するシステムです。

ドライブモードの働き

ドライブモード 特徴 推奨する使用環境
PERSONAL お好みの運転特性を設定した

ドライブモード
次の機能をお好みの設定で走行
したいとき
● エンジン・トランスミッショ
ン

● ハンドルの重さ
● サスペンション★
● インテリジェント トレースコ
ントロール（コーナリング安
定性向上システム）のON／
OFF

※1

SPORT+★
※2

SPORTに対してステアリン
グ反力が高く、VDC制御を
スポーティに変更したドライ
ブモード

ワインディングなどでスポー
ティな走行をしたいとき

SPORT
※2

STANDARDに対してサスペ
ンション★が硬く、ステアリ
ング反力が高いレスポンスの
良い特性のドライブモード

登坂時やワインディングなどで、
スポーティな走行をしたいとき

STANDARD
※3

幅広い走行状況に適したドラ
イブモード

通常走行
※4
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※1：PERSONALでの運転特性は、ナビゲーションシステムで次の操作をして設定しま
す。

＜MENU＞⇒［ドライブモードセレクター］⇒［エンジン・トランスミッション］／［ス
テアリング］／［サスペンション］／［インテリジェントトレースコントロール］／［設定
を初期状態に戻す］
詳しくは、 ドライブモードセレクター  (P.181)をお読みください。
ナビゲーションシステムの操作方法は、別冊のナビゲーションシステム取扱説明書の「ご
使用前の確認と設定」の章をお読みください。
※2：SPORT+、SPORTを選択したままだと、燃費が悪化することがあります。
※3：エンジン始動時は、毎回STANDARDが選択されます。
※4：通常時はSTANDARDで走行することをおすすめします。
※5：運転のしかたによっては必ずしも燃費が向上するわけではありません。
※6：燃費向上に適したドライブモードのため、加速力が低下することがあります。

ECO おだやかな特性のドライブ
モード

燃費を考慮したおだやかな走行
をしたいとき
※5、6

SNOW 滑りやすい路面環境に適した
ドライブモード

雪道やぬかるみなどの滑りやす
い路面を走行するとき

ドライブモード 特徴 推奨する使用環境
55

モードの切り替えかた
●エンジン回転中にスイッチを上側または
下側に押して、モードを切り替えます。

●モードを切り替えると、ナビゲーション
画面とメーター内のディスプレイにモー
ドが表示されます。

●走行状態によってはモードがすぐに切り
替わらないことがあります。

●ドライブモードがECOで走行していると
きは、メーター内のECOペダルインジ
ケーターが走行状態によって点灯します。

 アドバイス
● ドライブモードセレクターを操作し
てもモードが切り替わらない場合は、
システムの異常が考えられます。日
産販売会社で点検を受けてください。
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ECOペダルインジケーター
●メーター内にあります。
●ドライブモードセレクターでドライブ
モードをECOにしたときに、点灯しま
す。

●アクセルペダルの操作に応じて表示灯の
点灯・消灯を変えることでエコドライブ
をサポートします。

VDC（ビークルダイナミクスコン
トロール）

VDCは横滑りや尻振りを起こしそうになると
横滑り状態をセンサーで判別し、走行時の車
両安定性を向上させるシステムです。

VDCについて
●VDCの作動と表示灯

― VDCが実際に作動しているとき、
メーター内の警告灯 が点滅しま
す。

― VDCシステム内のトラクションコン
トロール機能のみが作動しているとき
も 警告灯 が点滅します。

― 警告灯 が点滅したときは、車両が
滑りやすい状態になっていますので特
に慎重に運転してください。

●VDCには「ブレーキLSD」機能がありま
す。これは滑りやすい路面などで駆動輪
が空転した場合、空転している駆動輪に
ブレーキをかけることにより、もう一輪
の駆動力を確保するLSD（リミテッドス
リップデフ）機能です。

●VDC作動時は、ブレーキの作動により音
や振動を発生する場合がありますが異常
ではありません。

左右制動力分配機能
ブレーキ操作時、カーブの大きさに応じて
各車輪の制動力分配を制御することで、
しっかりしたブレーキをかけることができ
ます。

表示灯 説明

緑色点灯 エコ運転領域内のときに緑色
点灯します。

消灯
エコ運転領域を超えたとき
は、緑色点灯から消灯に変わ
ります。

 知識
● 次の場合は、ECOペダルインジケー
ターが作動しません。
― セレクトレバーが のとき
― 低車速または高車速のとき
― インテリジェント クルーズコント
ロールが作動しているとき

 注意
● この装置は車両の走行安定性を向上
させるもので事故を防止するもので
はありません。VDCの作動にも限界
があるため、滑りやすい路面やカー
ブの手前では特にスピードを落とし
安全運転を心がけてください。

● 次のときはVDC警告灯が点灯し、
VDCが正常に作動しないことがあり
ます。
― サスペンション、タイヤ、ブレー
キ、ステアリング、エンジン関係
部品などを純正品以外に交換した
り、改造したとき

― サスペンション、タイヤ、ブレー
キなどの関係部品が著しく摩耗お
よび劣化した状態で走行したとき

● 次のような状況では、VDC警告灯が
点灯することがあります。この場合
は一度電源ポジションをOFFにし、
再度エンジンを始動すると消灯しま
す。
― 駐車場の入り口などにあるターン
テーブルや動く物の上に車がある
とき

― 極端に傾いた特殊な路面（サー
キット路に見られるバンクなど）
を走行したとき

● VDC付車でも雪道などでは冬用タイ
ヤやタイヤチェーンを装着してくだ
さい。

● ドライブモードセレクターでドライ
ブモードをSPORT+★に設定する
と、STANDARDに比べてVDCの制
御が抑えられ、VDCが作動しない場
合があります。SPORT+で走行する
ときは周囲の状況に十分注意し、安
全運転を心がけてください。
ドライブモードセレクター  

(P.54)
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VDC OFFスイッチの使いかた
VDCの作動を停止したいときに使います。
●VDC OFFスイッチを長押し（約2秒）す
ると、VDCの作動を停止します。
（メーター内の表示灯 が点灯）

●もう一度スイッチを押すか、エンジンを
再始動するとVDCは作動を回復し、メー
ター内の表示灯が消灯します。

インテリジェント トレースコント
ロール（コーナリング安定性向上

システム）
山道や高速道路のカーブで、運転者のハンド
ル操作やブレーキ操作に応じて、4輪それぞれ
のブレーキ制御を調整することによって、車
両の動きをより滑らかにすると同時に、応答
性を高めるなどして、安定感のあるコーナリ
ングを実現します。

インテリジェント トレースコント
ロール（コーナリング安定性向上シ

ステム）について
●ドライブモードセレクターでドライブ
モードをSPORTに設定すると、
STANDARDに対し、各輪のブレーキ制
御特性を変更することにより、運転者が
挙動をコントロールする領域が広がりま
す。また、PERSONALでは、インテリ
ジェント トレースコントロール（コーナ
リング安定性向上システム）のON／
OFFが設定できます。
ドライブモードセレクター  (P.54)

●メーター内のディスプレイをシャシー制
御に切り替えると、インテリジェント ト
レースコントロール（コーナリング安定

 アドバイス
● ぬかるみや雪道から脱出するときな
どは、スリップ状態を感知し、アク
セルペダルを踏み込んでも出力が上
がらないことがあります。回転数を
上げたいときはVDC OFFスイッチ
を操作してシステムをOFFにしてく
ださい。

 知識
● VDCをOFFにすると、VDCのすべ
ての機能と、次の機能が停止します。
（ABS機能およびブレーキLSD機能
を除く）
― インテリジェント トレースコント
ロール（コーナリング安定性向上
システム）（ P.57）

― インテリジェント LI（車線逸脱防
止支援システム）（ P.60）

― インテリジェント BSI（後側方衝
突防止支援システム）（ P.65）

― インテリジェント クルーズコント
ロール（ P.78）

― インテリジェント ペダル（車間距
離維持支援システム）（ P.95）

― インテリジェント エマージェン
シーブレーキ（ P.105）

― インテリジェント FCW（前方衝
突予測警報）（ P.110）

― 踏み間違い衝突防止アシスト
（ P.113）

● VDCが作動すると発進時や加速時に
車体およびペダルにわずかな振動と
作動音が発生しますが異常ではあり
ません。

● 電源ポジションをONにしたときや、
始動後最初の発進時に、エンジン
ルームから音が聞こえることがあり
ますが、システムの作動をチェック
している音で異常ではありません。
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性向上システム）の作動を画面で確認す
ることができます。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイの見かた  (P.133)

ヒルスタートアシスト
ヒルスタートアシストは、坂道での発進を補
助します。

ヒルスタートアシストについて
●急な上り坂での発進時に、ブレーキペダ
ルからアクセルペダルへの踏み替えの間
に発生する車両の後退を一定時間保持し、
発進を容易にするシステムです。

●セレクトレバーが 、 以外のとき、ブ
レーキペダルから足を離すと、約2秒間
ブレーキ力を保持します。

 注意
● インテリジェント トレースコント
ロール（コーナリング安定性向上シ
ステム）は、すべての走行状況にお
いて効果があるわけではないため、
機能を過信せず安全運転を心がけて
ください。

 アドバイス
● メーター内のディスプレイに「シャ
シー制御システム故障 取扱説明書を
見てください」と警告が表示された
ときは、故障により機能が正しく作
動しないことがあります。警告が表
示されたときは、日産販売会社で点
検を受けてください。
警告メッセージ（ P.144）

 知識
● VDCがOFFのときは、インテリジェ
ント トレースコントロール（コーナ
リング安定性向上システム）は作動
しません。

VDC（ビークルダイナミクスコン
トロール）  (P.56)

● インテリジェントトレース コント
ロール（コーナリング安定性向上シ
ステム）をOFFにしていても、急ハ
ンドル時などにはシステムが作動す
る場合があります。

● システムが作動すると、ブレーキペ
ダルに振動を感じたり、音が聞こえ
たりする場合がありますが、システ
ムの作動音で異常ではありません。
また、減速感を感じることがありま
すが、異常ではありません。

 注意
● この装置は上り坂での発進を補助す
るものですが、機能を過信しないで
ください。凍結した坂や泥状の上り
坂での発進は特に安全運転を心がけ
てください。
緩やかな坂道ではヒルスタートアシ
ストが作動せず後退する場合があり
ます。その際はブレーキペダルを踏
むか、パーキングブレーキをかけて
ください。
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ダイレクトアダプティブステアリ
ング

ダイレクトアダプティブステアリングは、車
両の速度とハンドルの操舵量に応じて、ハン
ドルの操舵力と角度を制御するシステムです。

ダイレクトアダプティブステアリン
グについて

ドライブモードセレクターで、お好みの特
性を選択することができます。
ドライブモードセレクター  (P.54)

 注意
● この装置はブレーキペダルから足を
離すと約2秒間ブレーキ力を保持し
ますが、その後ブレーキ力が解除さ
れます。停車するときはブレーキペ
ダルを踏み続けてください。駐車す
るときは確実にセレクトレバーを
に入れ、パーキングブレーキをか

けてください。

 アドバイス
● セレクトレバーを動かした直後は、
ブレーキを踏んだ状態で約1秒待っ
てから発進してください。
セレクトレバーを から または
から に動かした直後は、ヒルス

タートアシストが作動しないことが
あります。

 知識
● ヒルスタートアシストが作動しない
ときは、VDC警告灯が点灯します。

● ヒルスタートアシストが作動してい
るとき、ブレーキペダルの踏みごた
えが変化したり、音や振動が発生す
ることがありますが、異常ではあり
ません。

 アドバイス
● エンジン回転中、パワーステアリン
グ警告灯が点灯したときは、すみや
かに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。このとき、ダイレクトアダ
プティブステアリングは作動しませ
んが、マニュアルステアリングの性
能は確保されています。この場合は、
ハンドルの操作力が重くなります。

● 指定のサイズではないタイヤまたは
ホイールを装着すると、ダイレクト
アダプティブステアリングが正しく
作動せず、パワーステアリング警告
灯が点灯することがあります。

● 次の部品を純正品以外に交換したり
改造すると、ダイレクトアダプティ
ブステアリングが正しく作動せず、
パワーステアリング警告灯が点灯す
ることがあります。
― ステアリング関連部品（ステアリ
ングホイールなど）

― サスペンション関連部品（ショッ
クアブソーバー、ストラット、ス
プリング、ブッシュ類など）

― タイヤ、ホイール（指定サイズ以
外）

● パワーステアリング警告灯とVDC警
告灯が同時に点灯したときは、すみ
やかに安全な場所に停車し、エンジ
ンを一旦停止してから再始動してく
ださい。再始動してもパワーステア
リング警告灯が点灯し続けるときは、
すみやかに日産販売会社へご連絡く
ださい。

● ステアリングホイールまたはタイヤ
を取り外しているときは、電源ポジ
ションをONにしないでください。

● 電源ポジションがON以外のときは、
ハンドルをいっぱいまで切らないで
ください。

● ステアリングホイールにアクセサ
リーを取り付けたり、ステアリング
ホイールを交換したりしないでくだ
さい。

● 次の場合、直進中でもハンドルが
まっすぐにならないことがあります
が、システムの保護機構によるもの
で異常ではありません。
― バッテリーがあがったとき
― エンストしたときまたはエンスト
しかけたとき

― ハンドルをいっぱいまで切った状
態で保持し続けたとき

― ハンドルをいっぱいまで切った状
態から、さらに切り増そうとした
とき

― ハンドルをいっぱいまで切った状
態で縁石などに乗り上げたとき
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LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シ

ステム）

LDW（車線逸脱警報）について
LDW（車線逸脱警報）は、運転者が意図せ
ず走行車線から逸脱しそうなとき、警報に
よって注意を促します。
●車速が約60km/h以上で作動します。
●ルームミラー上方に取り付けられたマル
チセンシングフロントカメラにより走行
している車線のレーンマーカーを検知し、
右側もしくは左側のレーンマーカーに近
づいたと判断すると運転者に警報します。
（警報音が鳴り、メーター内ディスプレイ
のレーンインジケーターがオレンジ色に
点滅します。）

※レーンマーカーとは、車線の右側もしく
は左側に引かれた線のことを示します。

 アドバイス
安全な場所に停車してハンドルから
手を離すと、ハンドルの位置は元に
戻ります。

● 停車中または極低速走行中にハンド
ル操作を繰り返したり、ハンドルに
力をかけた状態を長く続けると、
徐々にハンドルの応答速度が鈍くな
り、さらにハンドル操作を繰り返す
とハンドルの操作力が重くなります。
同時に直進中でもハンドルがまっす
ぐにならなくなります。これはシス
テムの保護機構によるもので異常で
はありません。安全な場所に停車し
てしばらくハンドル操作を控えると、
ダイレクトアダプティブステアリン
グシステムの温度が下がり、通常の
ハンドル操作力に戻ります。また、
その後しばらく走行するとハンドル
の位置も元に戻ります。
ダイレクトアダプティブステアリン
グシステムが過熱するようなハンド
ル操作を繰り返すと、ダイレクトア
ダプティブステアリングシステムが
故障する原因となります。

 知識
● 2輪のシャシダイナモ測定などを行
うと、パワーステアリング警告灯が
点灯することがあります。この場合
は、エンジンを一旦停止し、再始動
してからしばらく走行すると消灯し
ます。

● 電源ポジションがONのときに比べ
ると、OFFおよびACCのときのほう
がハンドルの遊びが大きくなります
が、異常ではありません。

● エンジン始動直後、ハンドルがセン
ターからわずかにずれていることが
ありますが、異常ではありません。
この場合、しばらく直進するとハン
ドルの位置は元に戻ります。

● 4輪のシャシダイナモの上を走行す
ると、ハンドルがセンターからわず
かにずれていることがありますが、
異常ではありません。この場合、し
ばらく直進するとハンドルの位置は
元に戻ります。

● 電源ポジションがOFFまたはACCの
とき、ハンドルをいっぱいまで切る
と、電源ポジションをONにしたと
きハンドルが少し戻されますが、異
常ではありません。

● VDC（ビークルダイナミクスコント
ロール）をOFFにすると、ハンドル
の応答速度が「標準」に切り替わり
ます。再度VDCをONにすると元の
応答速度に戻ります。

● 次のような場合、ハンドル付近から
音が聞こえますが異常ではありませ
ん。
― エンジンを始動または停止したと
き

― ハンドルをいっぱいまで切ったと
き
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インテリジェント LI（車線逸脱防止
支援システム）について

インテリジェント LI（車線逸脱防止支援シ
ステム）は、走行している車線から逸脱し
そうになると警報によって運転者に注意を
促すとともに、車両の向きを変える方向に
力を発生させ運転者が自車を車線内に戻す
操作を支援します。
●車速が約60km/h以上で作動します。
●ルームミラー上方に取り付けられたマル
チセンシングフロントカメラにより走行
している車線のレーンマーカーを検知し、
走行している車線の右側もしくは左側の
レーンマーカーに近づくと、警報音を鳴
らすとともにメーター内のレーンインジ
ケーターがオレンジ色に点滅します。同
時にブレーキを短時間制御し、車両を車
線内に戻す方向に制御力を短時間発生さ
せて車両を車線内に戻す操作を促します。

※レーンマーカーとは、車線の右側もしく
は左側に引かれた線のことを示します。

 警告
● LDW（車線逸脱警報）は車線からの
逸脱を自動的に回避するシステムで
はありません。また、脇見運転やぼ
んやり運転などの前方不注意および
雨や霧などの視界不良による危険を
回避するものではありません。周囲
の状況に応じてハンドル操作を行い、
常に安全運転を心がけてください。

● カメラには限界がありますので、機
能を過信しないでください。道路の
状態、天候、交通状況などによりシ
ステムが正常に作動しないことがあ
ります。

 知識
● 次の場合は警報を行いません。
― 方向指示器を使用しているとき 
（方向指示器を解除した後、約2秒
間は作動しません）

― 車速が約60km/hを下回っている
とき

● メーター内のディスプレイを「走行
支援」に切り替えると、システムの
作動状態をドライブコンピューター
内で確認することができます。
ドライブコンピューター  

(P.137)
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LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シス

テム）について

 警告
● インテリジェント LI（車線逸脱防止
支援システム）は車線からの逸脱を
自動的に回避したり、車線内での走
行を自動的に維持するシステムでは
ありません。また、脇見運転やぼん
やり運転などの前方不注意および雨
や霧などの視界不良による危険を回
避するものではありません。周囲の
状況に応じてハンドル操作を行い、
常に安全運転を心がけてください。

● カメラには限界がありますので機能
を過信しないでください。道路の状
態、天候、交通状況などによりシス
テムが正常に作動しないことがあり
ます。

 知識
● 方向指示器を使用している場合は、
警報もブレーキ制御も行いません。
（方向指示器を解除した後、約2秒間
は作動しません。）

● メーター内のディスプレイを「走行
支援」に切り替えると、システムの
作動状態をドライブコンピューター
内で確認することができます。
ドライブコンピューター  

(P.137)

 注意
● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがありますので、イ
ンテリジェント LI（車線逸脱防止支
援システム）を使用しないでくださ
い。
― 悪天候（雨、雪、霧など）のとき
― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面を走行するとき

― 急なカーブ、急な上り坂・下り坂
が繰り返されるとき

― 工事中の道路や車線規制がある道
路を走行するとき

― 車線の幅が狭い道路を走行すると
き

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤのような
非常用タイヤ、タイヤチェーンを
装着しているときや、日産純正品
もしくは日産販売会社で購入した
タイヤ以外を使用しているとき

― 純正品以外のステアリング部品、
ブレーキ部品、サスペンション部
品を使用しているとき

● 次のような状況では、レーンマー
カーを正確に検出できず、適切な作
動ができない場合があります。

― 検出しにくいレーンマーカー（不
明瞭なレーンマーカー、黄色の
レーンマーカー、一般的でない
レーンマーカー、水たまり・汚
れ・雪などで隠れているレーン
マーカー）がある道路を走行する
とき

― 急なカーブのある道路を走行する
とき

― 消されたレーンマーカーがまだ見
えている道路を走行するとき

― 道路上に影、雪、水たまり、わだ
ち、道路のつなぎ目、線状の補修
痕などがあるとき（これらのもの
をレーンマーカーとして検出して
警報する場合があります）

― 車線の分岐・合流のある道路を走
行したとき

― 自車がレーンマーカーに対して
まっすぐに走行していないとき

― 先行車との車間距離が短く、マル
チセンシングフロントカメラの検
出範囲が遮られるとき

― 雨、雪、汚れなどがフロントガラ
スに付着しているとき

― 汚れなどでヘッドランプの明るさ
が不十分なときやヘッドランプの
光軸調整が適切に行われていない
とき

― 前方から強い光（太陽光など）を
受けているとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）
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ON／OFFのしかた
LDW（車線逸脱警報） 
●ナビゲーションシステムで＜MENU＞⇒
［運転支援］⇒［側方支援］⇒［車線逸脱
警報］を選択すると、システムのON／
OFFが切り替わります。
ナビゲーションシステムの操作方法は、
別冊のナビゲーションシステム取扱説明
書の「ご使用前の確認と設定」の章をお
読みください。

● LDW（車線逸脱警報）をONにすると、
メーター内のディスプレイのレーンイン
ジケーターが白色に点灯します。

インテリジェント LI（車線逸脱防止支援シ
ステム） 
●ナビゲーションシステムの運転支援のメ
ニューでインテリジェント LI（車線逸脱
防止支援システム）をONにしていると
き、スイッチを押すとシステムがONに
なります。

●インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）をONにすると、メーター内
のディスプレイのレーンインジケーター
が緑色に点灯します。

 注意
● 状況によっては外部の騒音などによ
り、警報音が聞こえない場合があり
ます。

 知識
● 次の場合は、警報もブレーキ制御も
行いません。
― 方向指示器を使用しているとき 
（方向指示器を解除した後、約2秒
間は作動しません）

― 車速が約60km/hを下回っている
とき

● 次の場合は、ブレーキ制御を行いま
せん。
― ブレーキペダルを踏んでいるとき
― 車線変更に相当する程度にハンド
ル操作をしたとき

― インテリジェント クルーズコント
ロールの接近警報が鳴っていると
き

― インテリジェント FCW（前方衝
突予測警報）が作動しているとき

― インテリジェント エマージェン
シーブレーキが作動しているとき

― 非常点滅表示灯を作動させている
とき

― カーブ路でスピードを出して走行
しているとき

● ブレーキを制御しているとき、運転
者がアクセルペダルを踏み増すと制
御を中止します。
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警告表示
LDW（車線逸脱警報）
●炎天下に駐車したときなどマルチセンシ
ングフロントカメラが高温になったとき
は、メーター内のディスプレイに警告が
表示されると同時にレーンインジケー
ター（白色）が点滅し、一時的に作動が
停止します。
（室内の温度が下がると、自動的に作動が
復帰します。）

●システムに異常があると、メーター内の
ディスプレイのレーンインジケーターが
オレンジ色に点灯し、自動的に作動が停
止します。

インテリジェント LI（車線逸脱防止支援シ
ステム）
●次の場合は、“ポー” というブザー音と
ともにメーター内のディスプレイに警告
が表示され、自動的に作動を解除します。
― ドライブモードをSNOWにしたとき
― ABSまたはVDC（トラクションコン
トロールは含まない）が作動したとき

― VDCをOFFにしたとき
システムを再び作動させる場合は、停止
したときの状態が改善されてから、ステ
アリングスイッチで再びシステムをON
にしてください。

●炎天下に駐車したときなど、マルチセン
シングフロントカメラが高温になったと
きは、“ポー” というブザー音とともに
メーター内のディスプレイに警告が表示
され、自動的に作動を解除します。
システムを再び作動させる場合は、室内
の温度が下がってからステアリングス

イッチで再びシステムをONにしてくだ
さい。

●システムに異常があると、メーター内の
ディスプレイのレーンインジケーターが
オレンジ色に点灯し、自動的に作動が停
止します。
警告メッセージ（ P.146）

マルチセンシングフロントカメラの
取り扱い

システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。

 知識
● ステアリングにあるスイッチを押す
と、インテリジェント LI（車線逸脱
防止支援システム）、インテリジェン
ト BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）、インテリジェント ペダル（車
間距離維持支援システム）のON／
OFFを同時に切り替えることができ
ます。

● ナビゲーションシステムで
＜MENU＞⇒［運転支援］⇒［側方
支援］⇒［車線逸脱防止支援］で
OFFを選択すると、 インテリジェン
ト LI（車線逸脱防止支援システム）
だけをOFFにすることができます。
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

● エンジンを停止するとインテリジェ
ント LI（車線逸脱防止支援システ
ム）は自動的にOFFになります。

● ナビゲーションシステムのON／
OFF設定は、エンジンを停止しても
再度設定を変更するまで、その状態
が維持されます。また、ON／OFF
の設定は、パーソナルアシスタント
機能によりユーザーごとに設定が保
存されます。
パーソナルアシスタント機能  

(P.161)

 アドバイス
● レーンインジケーターがオレンジ色
に点灯したときは、安全な場所に停
車し一度エンジンを停止してから再
始動してください。
エンジン再始動後もシステムがON
にできないまたはオレンジ色に点灯
し続けるときは、システムの異常が
考えられます。通常走行には支障は
ありませんが、日産販売会社で点検
を受けてください。

 知識
● LDW（車線逸脱警報）とインテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シス
テム）が同時にONのとき、インテ
リジェント LI（車線逸脱防止支援シ
ステム）の作動が解除されてもレー
ンインジケーターが白色の場合は、
LDW（車線逸脱警報）のみ作動しま
す。
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●ルームミラー上方に装着されているマル
チセンシングフロントカメラ周辺部のフ
ロントガラスはいつもきれいにしておい
てください。

●マルチセンシングフロントカメラ周辺に
ステッカー（透明なものを含む）を貼っ
たり、アクセサリーなどを取り付けない
でください。

●インストルメントパネル上に鏡などの光
を反射しやすいものや白い紙などを置か
ないでください。太陽光が反射し、カメ
ラの検知性能に影響がでるおそれがあり
ます。

●マルチセンシングフロントカメラ周辺に
強い衝撃を与えないでください。また、
レンズに触れたり、マルチセンシングフ
ロントカメラを固定しているネジを取り
外さないでください。故障、誤作動の原
因になります。
事故などでマルチセンシングフロントカ
メラ周辺部が変形した場合は、日産販売
会社にご相談ください。

BSW（後側方車両検知警報）／イ
ンテリジェント BSI（後側方衝突

防止支援システム）

BSW（後側方車両検知警報）につい
て

BSW（後側方車両検知警報）は、車線変更
をするとき、隣車線に車両がいる場合に警
報によって運転者に注意を促します。
●BSW（後側方車両検知警報）は車速約

30km/h以上で作動します。
●車両後部に取り付けられたレーダーセン
サーにより隣車線の車両を検知すると、
検知した側のドアミラー付近の表示灯が
点灯します。

●隣車線の車両を検知しているときに、検
知している側に方向指示器を作動させる
と、警報音が鳴るとともにドアミラー付
近の表示灯が点滅します。

※レーンマーカーとは、車線の右側もしく
は左側に引かれた線のことを示します。
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インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）について

インテリジェント BSI（後側方衝突防止支
援システム）は、BSW（後側方車両検知警
報）に加えて隣接車線に車両がいるときに
運転者が車線変更を開始した場合、警報と
ともに車両をもとの車線内に戻す方向に力
を発生し、隣接車両との接触を回避するよ
う支援します。
●インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）は、車両後部に取り付け
られたレーダーセンサー により隣車線
の車両を検知します。また、ルームミ
ラー上方に取り付けられたカメラ を使
用し、走行している車線のレーンマー
カーを検知します。

●約60km/h以上で走行中に隣車線の車両
を検知しているとき、検知している側の
レーンマーカーに自車両が接近すると、
警報音が鳴るとともにドアミラー付近の
表示灯が点滅します。同時にブレーキを
制御し、車両をもとの車線に戻す方向に
制御力を短時間発生させ、自車をもとの
車線に戻す操作を促します。

※レーンマーカーとは、車線の右側もしく
は左側に引かれた線のことを示します。 警告

● BSW（後側方車両検知警報）は、ド
アミラーによる周囲の検知を代わり
に行ったり、車両や障害物との接触
を防ぐ機能ではありません。車線変
更を行うときは、機能に頼った確認
をせず、必ずドアミラーおよびルー
ムミラーで側方および後方の安全を
確認してください。

● レーダーセンサーには限界がありま
すので、機能を過信しないでくださ
い。道路の状態、天候、交通状況な
どによりシステムが正常に作動しな
いことがあります。

 知識
● ドアミラー付近の表示灯は電源ポジ
ションをONにすると点灯し、数秒
後に消灯します。

● ドアミラー付近の表示灯の明るさは
車両周囲の明るさによって自動的に
切り替わります。

● 方向指示器が作動しているときに、
レーダーセンサーにより隣車線の車
両を検知した場合には、表示灯は点
滅しますが音は鳴りません。

● メーター内のディスプレイを「走行
支援」に切り替えると、システムの
作動状態をドライブコンピューター
内で確認することができます。
ドライブコンピューター  

(P.137)

● ナビゲーションシステムで
＜MENU＞⇒［運転支援］⇒［後側
方支援］⇒［インジケータ輝度］を
選択すると、ドアミラー付近の表示
灯の明るさを切り替えることができ
ます。
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。
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検知範囲について
●レーダーセンサーは、自車両の左右にあ
る範囲内にいる車両を検知します。

●検知範囲は、自車両のドアミラーからリ
ヤバンパーの後方約3m、車両の側面か
ら横方向に約3mです。

 警告
● インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）は、ドアミラー
による周囲の検知を代わりに行った
り車両や障害物との接触を防ぐ機能
ではありません。車線変更を行うと
きは機能に頼った確認をせず、必ず
ドアミラーおよびルームミラーで側
方および後方の安全を確認してくだ
さい。

● レーダーセンサーおよびカメラには
限界がありますので機能を過信しな
いでください。道路の状態、天候、
交通状況などによりシステムが正常
に作動しないことがあります。

 知識
● あらかじめ表示灯が点灯した状態で
自車両がレーンマーカーに接近する
と、警報とブレーキ制御の両方が作
動します。
ただし、自車両がレーンマーカーと
交差してから検知範囲に車両が入っ
てきたときは、警報とブレーキ制御
は作動しません。

● インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）は、インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シス
テム）よりも先に作動します。

● メーター内のディスプレイを「走行
支援」に切り替えると、システムの
作動状態をドライブコンピューター
内で確認することができます。

ドライブコンピューター  
(P.137)

● ナビゲーションシステムで
＜MENU＞⇒［運転支援］⇒［後側
方支援］⇒［インジケータ輝度］を
選択すると、ドアミラー付近の表示
灯の明るさを切り替えることができ
ます。
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

 注意
● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがありますのでイン
テリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）を使用しないでくだ
さい。
― 悪天候（雨、雪、霧など）のとき
― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面を走行するとき

― 急なカーブ、急な上り坂・下り坂
が繰り返されるとき

― 工事中の道路や車線規制がある道
路を走行するとき

― 車線の幅が狭い道路を走行すると
き

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤのような
非常用タイヤ、タイヤチェーンを
装着しているときや、日産純正品
もしくは日産販売会社で購入した
タイヤ以外を使用しているとき

― 純正部品以外のステアリング部品、
ブレーキ部品、サスペンション部
品を使用しているとき

● レーダーセンサーは次のような障害
物は検知しません。
― 歩行者、自転車、動物など
― 対向車

● 次のような車両は、検知できないこ
とがあります。
― 背の低い車両や、オートバイなど
の幅の狭い車両
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 注意
― 停車状態から検知範囲に居続ける
車両

― 後方から速い速度で接近してくる
車両

― 自車両が速い速度で追い越した車
両

― 合流や車線変更で自車両の横にほ
ぼ同じ速度で移動してきた車両

● 次のような場合は、隣の車線の車両
を検知できないことがあります。
― 強い光（太陽光など）を受けてい
るとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）

― 車線の幅が極端に広い道路を運転
しているとき

― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界
が悪いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発生
しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

● 車線の幅が極端に広い道路を運転す
る場合、隣の車線の車両を検出でき
ないことがあります。また、車線の
幅が極端に狭い道路を運転する場合、
2つ隣の車線の車両を検知すること
があります。

● レーダーセンサーは静止している障
害物を検知しないよう設計されてい
ますが、状況によってはガードレー
ル、壁、草木、駐車された車両など
を検知してしまうことがあります。

● 次のような状況では、レーンマー
カーを正確に検出できず、適切な作
動ができない場合があります。
― 検出しにくいレーンマーカー（不
明瞭なレーンマーカー、黄色の
レーンマーカー、一般的でない
レーンマーカー、水たまり・汚
れ・雪などで隠れているレーン
マーカー）がある道路を走行する
とき

― 急なカーブのある道路を走行する
とき

― 消されたレーンマーカーがまだ見
えている道路を走行するとき

― 道路上に影、雪、水たまり、わだ
ち、道路のつなぎ目、線状の補修
痕などがあるとき（これらのもの
をレーンマーカーとして検出して
警報したり、制御する場合があり
ます）

― 車線の分岐・合流のある道路を走
行したとき

― 自車がレーンマーカーに対して
まっすぐに走行していないとき

― 先行車との車間距離が短く、マル
チセンシングフロントカメラの検
出範囲が遮られるとき

― 雨、雪、汚れなどがフロントガラ
スに付着しているとき

― 汚れなどでヘッドランプの明るさ
が不十分なときやヘッドランプの
光軸調整が適切に行われていない
とき

― 前方から強い光（太陽光など）を
受けているとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）

● 状況によっては外部の騒音などによ
り、警報音が聞こえない場合があり
ます。

 知識
● 次の場合はブレーキ制御を行いませ
ん。
― ブレーキペダルを踏んでいるとき
― すばやいハンドル操作を行ったと
き

― インテリジェント クルーズコント
ロールの接近警報が鳴っていると
き

― インテリジェント FCW（前方衝
突予測警報）が作動しているとき

― インテリジェント エマージェン
シーブレーキが作動しているとき

― 非常点滅表示灯を作動させている
とき

― カーブ路でスピードを出して走行
しているとき

● ブレーキ制御しているとき、運転者
がアクセルペダルを踏み増すとブ
レーキ制御を中止します。
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ON／OFFのしかた
BSW（後側方車両検知警報） 
●ナビゲーションシステムで＜MENU＞⇒
［運転支援］⇒［後側方支援］⇒［後側方
車両検知警報］を選択すると、機能の
ON／OFFを切り替えることができます。
ナビゲーションシステムの操作方法は、
別冊のナビゲーションシステム取扱説明
書の「ご使用前の確認と設定」の章をお
読みください。

●BSW（後側方車両検知警報）をONにす
ると、メーター内のディスプレイのブラ
インドスポットインジケーターが白色に
点灯します。

インテリジェント BSI（後側方衝突防止支
援システム） 
●ナビゲーションシステムの運転支援のメ
ニューでインテリジェント BSI（後側方
衝突防止支援システム）をONにしてい
るとき、スイッチを押すとシステムが
ONになります。

●インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）をONにすると、メー
ター内のディスプレイのブラインドス
ポットインジケーターが緑色に点灯しま
す。

 知識
● ステアリングにあるスイッチを押す
と、インテリジェント LI（車線逸脱
防止支援システム）、インテリジェン
ト BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）、インテリジェント ペダル（車
間距離維持支援システム）のON／
OFFを同時に切り替えることができ
ます。

● ナビゲーションシステムで
＜MENU＞⇒［運転支援］⇒［後側
方支援］⇒［後側方衝突防止支援］
でOFFにすると、インテリジェント 
BSI（後側方衝突防止支援システム）
だけをOFFにできます。
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

● エンジンを停止するとインテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援シス
テム）は自動的にOFFになります。

● ナビゲーションシステムのON／
OFF設定は、エンジンを停止しても
再度設定を変更するまでその状態が
維持されます。また、ON／OFFの
設定はパーソナルアシスタント機能
によりユーザーごとに設定が保存さ
れます。
パーソナルアシスタント機能  

(P.161)
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システムの作動

■ 後方から車両が接近してくるとき

●後方から車両が接近してくる場合、その
車両が検知範囲内に入るとドアミラー付
近の表示灯が点灯します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側の方向指示器を作動させると警報音
が鳴るとともに、ドアミラー付近の表示
灯が点滅します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側のレーンマーカーに接近すると、警
報音が鳴るとともにドアミラー付近の表
示灯が点滅します。 同時にブレーキを短
時間制御し、自車両を車線中央へ戻すこ
とを補助します。

■ 発進するとき

●停車状態から検知範囲に居続ける車両は
検知できないことがあります。

 注意
● 車線変更を行うときは、必ずドアミ
ラーおよびルームミラーを使用して
周囲の安全を確認してください。

 知識
● 方向指示器を作動させた後に、検知
範囲に車両が入ってきたときは、表
示灯は点滅しますが警報音は鳴りま
せん。

● 自車両がレーンマーカーと交差して
から検知範囲に車両が入ってきたと
きは、警報とブレーキ制御は作動し
ません。
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■ 他の車両を追い越すとき

●他の車両を追い越すとき、追い越される
車両が検知範囲内に3秒以上とどまると
ドアミラー付近の表示灯が点灯します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側の方向指示器を作動させると警報音
が鳴るとともに、ドアミラー付近の表示
灯が点滅します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側のレーンマーカーに接近すると、警
報音が鳴るとともにドアミラー付近の表
示灯が点滅します。
同時にブレーキを短時間制御し、自車両
を車線中央へ戻すことを補助します。

■ 他の車両に追い越されるとき

●複数の車両に一度に追い越されるとき、
追い越す車両の車間距離が短い場合は、
1台目の車両以外が検出されないことが
あります。

■ 他の車線から車両が接近してきたとき

●車線変更などで車両が接近してきたとき
は、検知範囲内に入るとドアミラー付近
の表示灯が点灯します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側の方向指示器を作動させると警報音
が鳴るとともに、ドアミラー付近の表示
灯が点滅します。

 知識
● 速度の遅い車両をすばやく追い越し
たときは表示灯が点灯しません。
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●車両を検知しているときに、検知してい
る側のレーンマーカーに接近すると、警
報音が鳴るとともにドアミラー付近の表
示灯が点滅します。
同時にブレーキを短時間制御し、自車両
を車線中央へ戻すことを補助します。

■ 自車両がレーンマーカーの上を走行し
ているとき

●検知範囲に車両が入ってもインテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システム）
は作動しません。
この場合、BSW（後側方車両検知警報）
のみが作動します。

警告表示

■ BSW（後側方車両検知警報）

●次の場合はメーター内のディスプレイに
警告が表示されるとともにブラインドス
ポットインジケーター（白色）が点滅し、
自動的に作動が停止します。
― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー周
辺に付着しているとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

●システムに異常があると、メーター内
ディスプレイのブラインドスポットイン
ジケーターがオレンジ色に点灯し、自動
的に作動が停止します。
警告メッセージ（ P.146）

 知識
● 自車両とほぼ同じ速度で走行する車
両が車線変更してきた場合、検出で
きないことがあります。

● 方向指示器を作動させた後に、検知
範囲に車両が入ってきたときは、表
示灯は点滅しますが警報音は鳴りま
せん。
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■ インテリジェント BSI（後側方衝突防
止支援システム）

●次の場合は “ポー” というブザー音と
ともにメーター内のディスプレイに警告
が表示され、自動的に作動を解除します。
― ドライブモードをSNOWにしたとき

― ABSまたはVDC（トラクションコン
トロールは含まない）が作動したとき

― VDCをOFFにしたとき
●システムを再び作動させる場合は、停止
したときの状態が改善されてからステア
リングスイッチで再びシステムをONに
してください。

●炎天下に駐車したときなどマルチセンシ
ングフロントカメラが高温になったとき
は、“ポー” というブザー音とともに
メーター内のディスプレイに警告が表示
され、自動的に作動を解除します。シス
テムを再び作動させる場合は、室内の温
度が下がってからステアリングスイッチ
で再びシステムをONにしてください。

●次の場合は “ポー” というブザー音と
ともにメーター内のディスプレイに警告
が表示され、システムが自動的に停止し
ます。
― レーダーセンサーが汚れているとき
― レーダーセンサーに雨、雪、氷などが
付着しているとき

●システムに異常があると、メーター内
ディスプレイのブラインドスポットイン
ジケーターがオレンジ色に点灯し、自動
的に作動が停止します。
警告メッセージ（ P.146）

マルチセンシングフロントカメラの
取り扱い

マルチセンシングフロントカメラの取り
扱い  (P.64)をお読みください。

レーダーセンサーの取り扱い
システムを正しく作動させるために次のこ
とをお守りください。
●レーダーセンサー周辺部はいつもきれい
にしておいてください。

●レーダーセンサー周辺に強い衝撃を与え
ないでください。衝突などでレーダーセ
ンサー周辺を破損したときは、日産販売
会社で点検を受けてください。

●レーダーセンサー周辺にステッカー（透
明な物を含む）を貼ったり、アクセサ
リーなどを取り付けたり、塗料を塗った
りしないでください。誤作動の原因にな
ります。

●リヤバンパーを改造、脱着したり、塗装
しないでください。 リヤバンパーを改造

 アドバイス
● レーダーセンサーおよびその周辺が
汚れているときは安全な場所に停車
して一度エンジンを停止し、レー
ダーセンサーおよびその周辺の汚れ
などを取り除いてからエンジンを再
始動してください。

● ブラインドスポットインジケーター
がオレンジ色に点灯したときは安全
な場所に停車し、一度エンジンを停
止してから再始動してください。エ
ンジン再始動後もシステムがONに
できない、またはオレンジ色に点灯
し続けるときは、システムの異常が
考えられます。通常走行には支障は
ありませんが、日産販売会社で点検
を受けてください。

● BSW（後側方車両検知警報）とイン
テリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）が同時にONのとき、
インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）の作動が解除さ
れてもメーター内ディスプレイのブ
ラインドスポットインジケーターが
白色の場合は、BSW（後側方車両検
知警報）のみ作動します。

 知識
● BSW（後側方車両検知警報）とイン
テリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）が同時にONのとき、
インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）の作動が解除さ
れてもメーター内ディスプレイのブ
ラインドスポットインジケーターが
白色の場合は、BSW（後側方車両検
知警報）のみ作動します。
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したり塗装する場合は、日産販売会社に
ご相談ください。

インテリジェント BUI（後退時衝
突防止支援システム）

インテリジェント BUI（後退時衝突防止支援
システム）は、後退時に後方の障害物や、後
方を横切ろうとする車両に衝突するおそれが
あるとき、警報と短時間のブレーキにより、
運転者の衝突回避操作を支援するシステムで
す。

インテリジェント BUI（後退時衝突
防止支援システム）について

●インテリジェント BUI（後退時衝突防止
支援システム）はセレクトレバーが で、
車速約8km/h以下で作動します。

●インテリジェント BUI（後退時衝突防止
支援システム）は車両後部に取り付けら
れたレーダーセンサー により、後方を
横切ろうとする車両を検知します。また、
リヤバンパーに取り付けられたソナー
により、後方の障害物を検知します。

■ 検知範囲について

●レーダーセンサーは、約15m先から近づ
いてくる車両を検知します。

●ソナーは、リヤバンパーから約1.5m以
内の障害物を検知します。

 アドバイス
レーダーセンサーの技適認証について
● 以下の装置は日本の電波法（電波法）
に基づいて認可されています。本製
品の改造は禁止されています。（適合
証明番号などが無効となります。）

 警告
● インテリジェント BUI（後退時衝突
防止支援システム）は、運転者の代
わりに周囲を確認したり、車両や障
害物との接触を防ぐ機能ではありま
せん。駐車スペースから後退すると
きは、機能に頼った確認をせず、必
ず運転者自身で周囲の安全を確認し
てください。

● レーダーセンサーおよびソナーには
限界がありますので、機能を過信し
ないでください。道路の状態、天候、
交通状況などにより、システムが正
常に作動しないことがあります。
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 注意
● レーダーセンサーは、次のようなも
のを検知できないことがあります。
― 歩行者、自転車、動物など
― 約24km/h以上の速度で通過する
車両

● 次のような状況では、レーダーセン
サーが接近する車両を検知できない
ことがあります。

― 隣に駐車している車両などが、
レーダーセンサーの検出エリアを
妨げているとき

― 駐車枠線が斜めに引かれた駐車場
に駐車しているとき

― 傾斜した地面に駐車しているとき

― 回り込むようにして自車両後方へ
車両が接近してきたとき
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システムの作動

■ 使いかた

●セレクトレバーを にすると、ナビゲー
ション画面がバックビューに切り替わり、
インテリジェント BUI（後退時衝突防止
支援システム）の表示灯が点灯します。

●レーダーセンサーおよびソナーが、接近
する車両または後方の障害物を検知する
とシステムが作動します。

■ 検知したとき

●レーダーセンサーが後方を通り過ぎよう
とする車両を検知すると、警報音が鳴る
とともに車両が接近している側のドアミ
ラー付近の表示灯が点滅します。同時に
ナビゲーションシステムのバックビュー
モニターのフレーム が黄色くなります。

 注意
― 接近してきた車両の向きが、自車
両の向きと同じまたはそれに近い
とき

● 次のような場合は、思わぬ事故につ
ながるおそれがありますので、シス
テムを使用しないでください。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界
が悪いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発生
しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤのような
非常用タイヤ、タイヤチェーンを
装着しているときや、日産純正品
もしくは日産販売会社で購入した
タイヤ以外を使用しているとき

― 純正品以外のブレーキ部品やサス
ペンション部品を使用していると
き

● レーダーセンサーは静止している障
害物を検知しないよう設計されてい
ますが、状況によってはガードレー
ル、壁、駐車された車両などを検知
することがあります。

● ソナーは、次のようなものを検知で
きないことがあります。
― 小さいもの、または動いているも
の

― くさび形のもの
― リヤバンパーに極端に近い障害物
（約30cm未満）

― ロープ、チェーン、ワイヤーなど
の細いもの

● 急斜面ではシステムによるブレーキ
の効きが弱くなることがあります。

● 状況によっては外部の騒音などによ
り、警報音が聞こえない場合があり
ます。
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■ 作動しないとき

●複数の車両が連続して後方を通過する場
合や、最初に検知した車両と逆方向から
も車両が接近してきた場合、2台目以降
に対して警報が作動しない場合がありま
す。

●ソナーによる警報（移動物 検知機能）が
作動しているときは、車両の接近による
警報は作動しません。

■ 検知して制御するとき

●後方を通り過ぎようとする車両を検知し
ている、または後方の障害物を検知して
いるときに、自車両が後退すると警報音
が鳴り、ナビゲーション画面のバック
ビューモニターのフレーム が赤色にな

るとともに、システムがブレーキをかけ、
運転者の回避操作を支援します。
システムによるブレーキは短時間で解除
されます。停車するためには、運転者は
ブレーキペダルを踏んでください。

●システムが作動したとき、運転者がアク
セルペダルを踏んでいると、ブレーキペ
ダルへの踏み替えを促すため、アクセル
ペダルを押し戻す方向に力を発生させま
す。このとき、運転者がアクセルペダル
を踏み続けると、ブレーキは作動しませ
ん。

■ ON／OFFのしかた

●セレクトレバーが でナビゲーション画
面にバックビューが表示されているとき、

 知識
● 後方の障害物と車両のリヤバンパー
の距離が非常に近い場合は、インテ
リジェント BUI（後退時衝突防止支
援システム）は作動しません。
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インテリジェント BUI（後退時衝突防止
支援システム）のアイコン にタッチす
ると、システムを一時的にOFFにできま
す。

警告表示
●次の場合は、メーター内のディスプレイ
に［アクセルペダルが高温のため使用で
きません］と警告が表示され、システム
が自動的に停止します。

― アクセルペダルを戻す力を発生させて
いるモーターが高温になったとき

モーターの温度が下がると、システムは
自動的に作動を再開します。

●次の場合、メーター内のディスプレイに
［サイドレーダー及びその周辺が汚れてい
ます 拭いてください］と警告が表示さ
れ、システムが自動的に停止します。
― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー周
辺に付着しているとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

上記警告が表示されたときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止してか
らレーダーセンサーおよびその周辺の汚
れなどを取り除き、エンジンを再始動し
てください。

●次の場合は、ブラインドスポットインジ
ケーターがオレンジ色に点灯するととも
にメーター内のディスプレイに［システ
ム故障 取扱説明書を見てください］と警
告が表示され、システムが自動的に停止
します。
― インテリジェント BUI（後退時衝突防
止支援システム）に異常があるとき

上記警告が表示されたときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止してか
ら再始動してください。

レーダーセンサーの取り扱い
レーダーセンサーの取り扱い  (P.73) を

お読みください。

インテリジェント クルーズコント
ロール

インテリジェント クルーズコントロールは、
先行車との距離を測定し、運転者がセットし
た車速を上限として、車速に応じた車間距離
を保ちながら走行するシステムです。

インテリジェント クルーズコント
ロールについて

インテリジェント クルーズコントロールに
は、以下のような機能があります。
●インテリジェント クルーズコントロール
― 先行車を検出していない場合は、運転
者がセットした車速（約30km/h以
上）で定速走行します。

― 先行車を検出している場合は、先行車
との距離を測定し、運転者がセットし
た車速を上限として車速に応じた車間
距離を保つように車間制御を行いま
す。

●ナビ協調機能
― ナビゲーションシステムからの情報を
もとに、運転者がセットした車速を上
限として、前方のカーブの大きさに応
じた車速で走行できるように車速制御
を行います。

 知識
● インテリジェント BUI（後退時衝突
防止支援システム）を一時的にOFF
にしたときは、セレクトレバーを一
旦 以外にしてから再度 にするか、
エンジンを一旦停止してから再始動
すると、システムは自動的にONに
なります。

 アドバイス
● システムをONにできない、または
警告が表示し続けるときは、システ
ムの異常が考えられます。通常走行
には支障はありませんが、日産販売
会社で点検を受けてください。
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●定速制御機能
― 運転者がセットした車速（約40km/h
以上）で定速走行します。
（車間距離の制御は、行いません。）

インテリジェント クルーズコント
ロールの使いかた

先行車との距離を測定し、運転者がセット
した車速を上限として車速に応じた車間距
離を保ちながら走行することができます。
セレクトレバーが またはマニュアルモー
ドのときに以下の制御を行います。
●先行車を検出していないときは、運転者
がセットした車速（約30km/h以上）で
定速走行します。

●先行車を検出しているときは、運転者が
セットした車速を上限として、車速に応
じた車間距離を保つように車間制御を行
い走行します。
また、先行車が停止したときには、自車
もそれに応じて停止します。
（停止後はシステムが自動的に解除されま
す。）

●先行車を検出しなくなったときは、セッ
トした速度までゆっくりと加速し、定速
走行を行います。
なお、車速が約25km/hを下回っている
場合は、システムが自動的に解除されま
す。 注意

● 機能によって制御内容が異なります。
インテリジェント クルーズコント
ロールを使用するときは、どの機能
が選択されているかをメーター内の
ディスプレイで必ず確認してくださ
い。
アドバンスドドライブアシスト

ディスプレイの見かた  (P.133)

 注意
● インテリジェント クルーズコント
ロールは高速道路や自動車専用道路
でご使用ください。

● インテリジェント クルーズコント
ロールにより停止までブレーキ制御
を行いますが、停止状態を保持する
機能はありません。自車が停止した
とシステムが判断すると、ブザー音
とともにブレーキ制御が解除され、
クリープ現象によりゆっくりと車両
が動き出します。停止状態を保持す
るためのブレーキ操作は、必ず運転
者が行ってください。（先行車との車
間距離が短いときや下り坂で追従走
行しているときなど、状況により停
止できない場合もあります。）
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 注意
● インテリジェント クルーズコント
ロールには限界がありますので、機
能を過信しないでください。脇見運
転やぼんやり運転などの前方不注意
および雨・霧などの視界不良による
危険を回避するものではありません。
先行車との車間距離、周囲の状況に
応じてブレーキペダルを踏んで減速
するなどして車間距離を確保し、安
全運転を心がけてください。

● インテリジェント クルーズコント
ロールの減速能力には限界がありま
すので、自車の前へ他車が割り込ん
だときや先行車が急ブレーキをかけ
たとき、下り坂で追従走行している
ときなどは、十分に減速できず先行
車に接近することがあります。この
場合は、ブザー音および表示による
警報で注意を促します。

● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがありますのでイン
テリジェント クルーズコントロール
を使わないでください。
― 交通量の多い道や急カーブのある
道
道路状況にあった速度で走行でき
ないため事故につながるおそれが
あります。

― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面
タイヤが空転し、車のコントロー
ルを失うおそれがあります。
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 注意
― 悪天候（雨、霧、雪など）のとき
先行車との車間距離が正確に検出
できない場合があります。

― センサー部に雨滴、雪などが付着
しているとき
先行車との距離が正確に検出でき
ない場合があります。

― 急な下り坂
先行車を検出していない場合はイ
ンテリジェント クルーズコント
ロールの制御によるブレーキ操作
を行わないため、セットした車速
を超えてしまうおそれがあります。
また、先行車を検出していて追従
走行している場合には、ブレーキ
が過熱してしまうおそれがありま
す。

― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道
先行車を正確に検出できず、先行
車に近づきすぎて思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

― 頻繁な加減速により、車間距離が
保ちにくい交通状況のとき
交通状況にあった速度で走行でき
ないため、事故につながるおそれ
があります。

● 高速道路などで、インターチェンジ、
サービスエリア、パーキングエリア
などに進入する（本線から出る）と
き本線上でインテリジェント クルー
ズコントロールによりセット車速よ
りも遅い車速で走行する先行車に追
従走行している場合には、自車また
は先行車の車線変更などで、自車線
上に先行車を検出しなくなることに
よりセット車速まで加速するため、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● 停止中の車両や自車速より極端に遅
い車両に対しては、インテリジェン
ト クルーズコントロールによる制御
も接近警報も行いません。料金所や
渋滞の最後尾で停車中の車両や極端
に速度の遅い車両などには十分注意
してください。

● 急な割り込み車両や、歩行者などの
車両以外のものに対しては、制御ま
たは接近警報を行いません。

● 次の場合には、先行車を正確に検出
できず、車間距離が適切に保てなく
なる場合があります。周囲の状況に
十分注意し、必要に応じてブレーキ
操作をしてください。
― 先行車や他車線の車が路上の水や
雪などを巻き上げて走っていると
き

― 後席やトランク内に極端に重い荷
物を積んだとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道を走行しているとき

● 近距離ではセンサーの検出エリアが
狭いため、自車線の端を走行する二
輪車を検出できなかったり、間近に
割り込んでくる先行車の検出が遅れ
たりして、車間距離が適切に保てな
い場合があります。
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ステアリングスイッチ（インテリ
ジェント クルーズコントロール）

メインスイッチ
インテリジェント クルーズコント
ロールのON・OFFができます。
SET-（下押し）
インテリジェント クルーズコント
ロールのセットができます。
設定車速を下げることができます。
RES+（上押し）
インテリジェント クルーズコント
ロールを解除後、解除前の設定車速
に再びセットすることができます。
設定車速を上げることができます。
キャンセルスイッチ
インテリジェント クルーズコント
ロールの解除ができます。
車間設定スイッチ
車間設定を「長」「中」「短」の3段
階に切り替えることができます。

アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

アドバンスドドライブアシストディスプレ
イはメーター内にあります。

インテリジェント クルーズコント
ロール警告灯
システムの作動状態を色で表示しま
す。
メインスイッチを押し、システムが
ONになると表示します。
車速を設定すると表示します。
システムが故障すると表示します。
先行車検出表示
先行車検出の有無をお知らせします。
設定車速表示
設定した車速を表示します。
車間設定表示
車間設定スイッチで設定した車間設
定を表示します。

 注意
● センサーの汚れを自動的に判定する
機能を備えておりますが万全ではあ
りません。状況によってはセンサー
が汚れていても判定できない場合が
あります。また雪、氷などが付着し
たときも判定できない場合がありま
す。このような状況では、適切な作
動ができなくなるおそれがあります
ので、常に前方に注意して走行して
ください。また、レーダーセンサー
およびその周辺はいつもきれいにし
ておいてください。
なお、汚れを判定した場合は、イン
テリジェント クルーズコントロール
は自動的に解除されます。

● 道路形状（カーブ路、カーブの出入
り口、ワインディング道、車線規制
や工事中などで車線の幅が狭くなっ
ている道）によっては、一時的に先
行車を検出できなくなり、システム
が適正に作動しない可能性がありま
す。
先行車の検出は、自車の操作や状況
（ハンドル操作、車線内の位置、事故
や故障で走行が不安定な場合など）
によっても影響を受ける可能性があ
り、警報が作動する場合があります。
このような場合は、先行車との適切
な車間距離を保つため、必要に応じ
てブレーキ操作をしてください。
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セットのしかた
1. メインスイッチを押してインテリ

ジェント クルーズコントロールを
ONにします。（1.5秒未満押す）
（クルーズ表示灯、車間設定表示、設
定車速表示が点灯し、セット待機状
態になります。）

2. 設定したい車速まで加速または減速
します。

3. SET-（下押し）側に押します。
・スイッチを押したときの車速が設
定車速になります。
・車速が約30km/h以下で先行車を
検出しているときにスイッチを押し
た場合、設定車速は30km/hになり
ます。
（先行車検出の有無、車間設定、設定
車速を表示）

4. 制御を開始します。

 注意
● インテリジェント クルーズコント
ロールを使用しないときは、メイン
スイッチをOFFにしてください。
誤ってスイッチを押してしまった場
合、インテリジェント クルーズコン
トロールがセットされてしまい思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

 知識
● 次の場合はメーター内のディスプレ
イの警告灯が約2秒間点滅し、セッ
トすることができません。
― 車速が約30km/hを下回ってい
て、先行車を検出していないとき

― セレクトレバーが またはマニュ
アルモード以外のとき

― パーキングブレーキがかかってい
るとき

― ブレーキを踏んでいるとき

● 次の場合は “ピー” というブザー
音とともに、メーター内のディスプ
レイに［作動範囲外のため現在使用
できません］と表示され、セットす
ることができません。
― ドライブモードをSNOWにしてい
るとき
ドライブモードセレクター  

(P.54)
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システムの作動

■ 先行車を検出しているとき

運転者が設定した車間距離を保つように制
御します。
（先行車検出表示が点灯）

■ 先行車を検出しなくなったとき

設定車速までゆっくりと加速し、定速走行
します。
（先行車検出表示が消灯）

設定車速の変えかた

■ 設定車速を変えたいとき

●設定車速を上げたいときは、RES+（上
押し）側に押します。

●設定車速を下げたいときは、SET-（下押
し）側に押します。

 知識
― VDCをOFFにしているとき

VDC（ビークルダイナミクスコ
ントロール）  (P.56)

― ABSまたはVDC（トラクション
コントロールを含む）が作動して
いるとき

― タイヤが空転しているとき
● エンジンを停止するとインテリジェ
ント クルーズコントロールは自動的
に解除されます。

● 車間設定はエンジンを始動するたび
に「長」に設定されます。「中」また
は「短」に切り替えたいときは車間
設定スイッチを操作します。

 知識
● 設定車速を上限とする範囲で制御し
ます。

● インテリジェント クルーズコント
ロールの制御によりブレーキが作動
したときは、自車の制動灯が点灯し
ます。

● ブレーキが作動したとき、音がする
ことがありますが異常ではありませ
ん。

 知識
● 設定車速までの加速中に先行車を検
出すると、再び車間制御を行います。

● 設定車速までは機能の制御によって
加速しますが、すばやく加速したい
ときはアクセルペダルを踏んで加速
してください。

● 車速が約25km/hを下回ったとき
に、先行車を検出しなくなると自動
的に制御を解除します。
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■ 一時的に加速、減速をしたいとき

加速したいとき
●アクセルペダルを踏むと、加速します。
アクセルペダルを離すと、元の制御状態
に戻ります。

減速したいとき
●ブレーキペダルを踏むと、減速（制御が
解除）します。
（設定車速表示の車速値が消灯し、セット
待機状態になります。）

●解除前の設定車速で再びセットしたいと
きは、RES+（上押し）側に押します。
（メーター内のディスプレイが再びセット
状態の表示になります。）

 注意
● 車間制御しているときは、先行車に
合わせた車速に制御されるため、
RES+（上押し）側に押して、設定
車速を上げても加速しません。
しかしこのとき機能上は設定車速を
変更しているため、先行車を検出し
なくなるとその設定した車速まで加
速します。設定車速はメーター内の
ディスプレイの設定車速表示を確認
しながら変更してください。

 注意
● アクセルペダルを踏んでいるときは、
インテリジェント クルーズコント
ロールによるブレーキ操作も警報も
行いません。
インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）がONの場合、
アクセルペダルを踏んでいるときは
インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）が作動します。

インテリジェント ペダル（車間距
離維持支援システム）  (P.95)

● 通常、車間制御中は先行車の速度に
合わせて加速、減速を行います。し
かし車線変更などで加速が必要なと
きや、先行車が急減速したり、他車
が割り込むなどして先行車に接近し
そうになったときなどはアクセルペ
ダル、またはブレーキペダルを踏ん
で周囲の状況に応じた適切な加速、
減速を行ってください。

 知識
● アクセルペダルを踏んで加速した場
合や、SET-（下押し）で設定車速を
下げた場合などで設定車速より実際
の車速の方が高くなったときは、設
定車速表示が点滅します。

● アクセルペダルを戻したあとに定速
走行し、車速が設定車速となった場
合や、車間制御で車速が設定車速以
下となったときは、設定車速が点灯
状態に戻ります。
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車間距離設定の変えかた
先行車との車間距離を交通状況に応じて選
ぶことができます。制御中またはセット待
機状態のときに車間設定を切り替えること
ができます。
●車間設定スイッチを押すごとに「長」→
「中」→「短」→「長」の順に切り替わりま
す。

解除のしかた
●次の操作でインテリジェント クルーズコ
ントロールが解除されます。
― キャンセルスイッチを押す
― メインスイッチを押す
― ブレーキペダルを踏む

●次の場合は “ピー” というブザー音と
ともに制御が自動的に解除されます。
― 先行車を検出していないときに、車速
が約25km/hを下回ったとき

― インテリジェント クルーズコントロー
ルにより自車が停止したとき

― セレクトレバーを またはマニュアル
モード以外にしたとき

― パーキングブレーキをかけたとき
― ドライブモードをSNOWにしたとき
― ABSまたはVDC（トラクションコン
トロールを含む）が作動したとき

― VDCをOFFにしたとき
― センサー部が汚れ、車間距離の測定が
困難になったとき

 アドバイス
● エンジンを停止すると、車間設定は
「長」に戻ります。
（エンジンを始動するたびに初期の車
間設定は「長」になります。）

 知識
● 各制御は車速に応じて変わり、車速
が高いほど長くなります。

● 車速100km/hで走行しているとき、
車間設定での制御車間距離の目安は
次のとおりです。

長：約60m
中：約45m
短：約30m



走行する
運
転
を
す
る
と
き
は

87☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

― タイヤが空転したとき 接近警報
車間制御中に先行車の減速度合いが大きい
場合や他車の割り込みなどによって、十分
な減速ができない状態で先行車に接近した
ときは、次のようにブザーとメーター内の
ディスプレイの表示によって運転者に注意
を促します。
この場合は、ブレーキを踏んで減速し、適
切な車間距離を確保してください。
●先行車に接近し、車間距離が十分でない
と判断されるときはブザーが “ピッ、
ピッ、ピッ、ピッ…” と鳴り、メーター
内のディスプレイの先行車検出表示が点
滅します。

警告表示
●次の場合は、“ピー” というブザー音と
ともにインテリジェント クルーズコント
ロールが自動的に解除され、インテリ
ジェント クルーズコントロール警告灯お
よびメーター内のディスプレイの一部が
点灯または点滅しセットできなくなりま
す。
― VDC（トラクションコントロールを
含む）が作動したとき

― VDCをOFFにしたとき
― ドライブモードをSNOWにしたとき

 知識
● キャンセルスイッチで解除したとき
やブレーキペダルを踏んで解除した
ときは、セット待機状態になります。

 注意
● 警報ブザーが頻繁に鳴るような状況
では、インテリジェント クルーズコ
ントロールを使用しないでください。

● 短い車間距離でも、次の場合には警
報が作動しないことがあります。

― 先行車との相対速度が小さいとき
（ほぼ同じ速度で走っているとき）

― 先行車の方が自車より速いとき
（車間距離が次第に離れていくと
き）

― 他車が至近距離に割り込んできた
とき

● 料金所や渋滞の最後尾で停車中の車
両や、自車速より極端に車速が遅い
車両に対しては警報が作動しません。

● 道路形状（カーブ路、カーブの出入
り口、車線規制や工事中などで車線
の幅が狭くなっている道）や、自車
および周辺車両の状況（ハンドル操
作、車線内の位置、事故や故障で走
行が不安定な場合など）によっては、
一時的に隣車線の車両や、車道脇に
設置されている物体などを検出して、
接近警報が作動する場合があります。
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― タイヤが空転したとき
システムを再び作動させる場合は、停
止したときの状態が改善されてから、
メインスイッチでシステムを一旦OFF
にしたあと、再びセット操作を行って
ください。

●次の場合は、“ピー” というブザー音と
ともにメーター内のディスプレイに［フ
ロントレーダー及びその周辺が汚れてい
ます 拭いてください］と表示され、警告
灯が点灯し、自動的に作動が停止します。
― センサー部が汚れ、先行車の検出が困
難になったとき
システムを再び作動させる場合は、安
全な場所に停車して、エンジンを一旦
停止してレーダーセンサーおよびその
周辺の汚れなどを取り除いてから再始
動し、再びシステムをONにしてくだ
さい。

― 道路形状や周辺の建造物により、レー
ダーが先行車を正確に検知できないと
き（例：長い橋、雪原、長い壁の横な
ど）
システムを再び作動させる場合は、上
記の状況から離れるとシステムは自動
的に作動を再開します。

●次の場合は、“ピー” というブザー音と
ともに警告灯がオレンジ色に点灯し、自
動的に作動が停止します。
― インテリジェント クルーズコントロー
ルシステムに異常があるとき
システムを再び作動させる場合は、安
全な場所に停車して、エンジンを一旦
停止して再始動し、再びシステムを
ONにしてください。

レーダーセンサーの取り扱い
システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。
●車両前部に取り付けられたレーダーセン
サー周辺はいつもきれいにしておいてく
ださい。強い力で乾拭きしないでくださ
い。また、高圧式スプレーガンやスチー
ムクリーナーで清掃するときは、セン
サーから十分に離して使用してください。
レーダーセンサーを損傷するおそれがあ
ります。

●レーダーセンサーおよびレーダーセン
サー部周辺に強い衝撃を与えないでくだ
さい。事故などでレーダーセンサー取り

付け部が変形した場合は、日産販売会社
にご相談ください。

●レーダーセンサーおよびその周辺は、ス
テッカー（透明なものを含む）を貼った
りアクセサリーなどを取り付けないでく
ださい。故障、誤作動の原因になります。

●車両前部を改造、脱着したり、塗装しな
いでください。車両前部をカスタマイズ
したり、復元する前に日産販売会社にご
相談ください。

 アドバイス
● システムをONにできない、または
警告が表示し続けるときは、システ
ムの異常が考えられます。通常走行
には支障はありませんが、日産販売
会社で点検を受けてください。

 アドバイス
● レーダーセンサー周辺に雪や氷、泥
などが付着している場合は、メー
ター内のディスプレイに警告メッ
セージが表示されることがあります。
システム故障警告（ P.146）
フロントレーダーシステム停止警告
（ P.147）
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ナビ協調機能（インテリジェント 
クルーズコントロール）

ナビ協調機能は、ナビゲーションシステムか
らの情報をもとに、運転者がセットした車速
を上限として、前方のカーブの大きさに応じ
て自車の車速を制御することで、運転者の加
速・減速操作を支援する機能です。

ナビ協調機能について
具体的には次の制御を行います。
●前方のカーブの大きさに応じて、緩やか
に減速します。

●カーブ路を出て直線路になると、再び
セット車速まで加速します。

 アドバイス
● レーダーセンサー周辺の遮蔽物を取
り除いて走行すると、システムの作
動は再開します。再開しない場合は
日産販売会社にご連絡ください。

レーダーセンサーの技適認証について
● 以下の装置は日本の電波法（電波法）
に基づいて認可されています。本製
品の改造は禁止されています。（適合
証明番号などが無効となります。）
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作動条件
ナビ協調機能は、次の条件がすべて満たされている場合に作動します。
●ナビ協調機能がONのとき
●インテリジェント クルーズコントロールを使用して、定速走行しているとき（先行車を検出していないとき）
●ナビゲーションシステムによる目的地へのルートガイドを行っていて、そのルート上を走行しているとき

走行状況 減速走行 
カーブ路に近づいたとき

加速走行 
カーブ路を出て直線路へ戻ったとき

例

前方のカーブに応じて減速 セット車速まで加速

 注意
● ナビ協調機能は、高速道路や自動車
専用道路でご使用ください。

● ナビ協調機能は、前方のカーブの大
きさに応じて、システムの減速能力
の範囲内で減速するものであり、
カーブを自動的に走行したり、法定
速度を遵守した走行を支援するもの
ではありません。

法定速度を守り、安全にカーブを走
行するためのブレーキ操作は、必ず
運転者が行ってください。

● ナビ協調機能には限界があります。
また、状況により作動しない場合が
ありますので、ナビ協調機能を過信
しないでください。
脇見運転やぼんやり運転などの前方
不注意および雨・霧などの視界不良
による危険を回避するものではあり
ません。

周囲の状況に十分注意し、安全運転
を心がけてください。

● ナビ協調機能の減速能力には限界が
あります。十分に減速できないとシ
ステムが判断した場合は、ブザーお
よび表示による警報で注意を促しま
す。
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ON／OFFのしかた
●ナビゲーションシステムで次の操作をす
ると、ナビ協調システムのON／OFFが
切り替わります。
＜MENU＞⇒［運転支援］⇒［インテリ
ジェントクルーズコントロール］⇒
［ルート減速支援］
ナビゲーションシステムの操作方法は、
別冊のナビゲーションシステム取扱説明
書の「ご使用前の確認と設定」の章をお
読みください。

ナビ協調機能の作動
制限対象となるカーブを検出しているとき
前方のカーブの大きさに応じて緩やかに減
速します。
（メーター内のディスプレイにナビ協調機能
表示①が白色で表示されます。）

制御対象となるカーブを検出しなくなった
とき
カーブ路を出て直線路になると、再びセッ
ト車速までゆっくりと加速し、定速走行し
ます。
（メーター内のディスプレイのナビ協調機能
表示①が消灯します。）

 注意
● ナビ協調機能の減速により車速が約

25km/hを下回った場合、インテリ
ジェント クルーズコントロールは自
動的に解除されます。（ナビ協調機能
による減速制御も解除されます。）

● この機能はナビゲーションシステム
からのカーブ情報を利用しているた
め、次のような状況では制御や警報
のタイミングがずれたり、適切に制
御や警報を行えない場合があります。
周囲の状況に十分注意し、必要に応
じてブレーキまたはアクセル操作を
行って走行してください。
― ナビゲーションシステムの位置検
出が正しく行えないとき

― ナビゲーションシステムの地図に
ない道路を走行しているとき

― 車線規制や工事などで、ナビゲー
ションシステムの地図情報と実際
の道路形状が異なっているとき
詳しくは、別冊のナビゲーション
システム取扱説明書の「ナビゲー
ション」の章をお読みください。

― 分岐路等前方に複数の道路がある
とき

 注意
● ナビ協調機能を使用しないときは、
設定をOFFにしてください。

● 設定をOFFにした場合、ナビ協調機
能による制御も警報も行いません。
ナビ協調機能を作動させたいときは、
設定をONに戻してください。

 知識
● ナビ協調機能のON・OFF設定は、
エンジンを停止しても、再度設定を
変更するまで、その状態が維持され
ます。

 注意
● ナビ協調機能は、ルートガイド中の
ルート上を走行している場合にのみ
作動します。ルートガイドを開始し
ていないときや、ガイド中のルート
と異なる道路を走行している場合、
ナビ協調機能は作動しません。

● ナビ協調機能作動中に先行車を検出
した場合は、先行車に対する車間制
御を優先するため、ナビ協調機能は
作動しません。（ナビ協調機能表示が
消灯します。）



走行する

運
転
を
す
る
と
き
は

92

警告表示
●次の場合は、ブザーが “ピッ、ピッ、
ピッ、ピッ…” と鳴り、メーター内の
ディスプレイのナビ協調機能表示がオレ
ンジ色で表示されます。
― ナビ協調機能により十分に減速できな
いとシステムが判断した場合

この場合は、ブレーキを踏んで減速し、
適切な車速で走行してください。

定速制御機能（インテリジェント 
クルーズコントロール）

定速制御機能を使用すると、セレクトレバー
が またはマニュアルモードのとき、アクセ
ルペダルを踏まなくても、一定の速度で走行
することができます。
約40km/h以上で任意の速度にセットできま
す。

定速制御機能の注意事項

ステアリングスイッチ（定速制御機
能）

メインスイッチ
定速制御機能のON・OFFができま
す。
SET-（下押し）
定速制御機能のセットができます。
設定車速を下げることができます。

 注意
機能によって制御内容が異なります
ので、作動中の機能をメーター内の
ディスプレイの表示で必ず確認して
ください。

● ナビ協調機能の減速により車速が約
25km/hを下回った場合、インテリ
ジェント クルーズコントロールは自
動的に解除されます。（ナビ協調機能
による減速制御も解除されます。）

● アクセルペダルを踏んでいるときは、
ナビ協調制御によるブレーキ制御も
警報も行いません。

 知識
● ナビ協調機能の制御によりブレーキ
が作動したときは、自車の制動灯が
点灯します。

● 設定車速までの加速中に、減速対象
となるカーブを新たに検出すると、
再び減速制御を行います。

● 設定車速までは機能の制御によって
加速しますが、すばやく加速したい
ときはアクセルペダルを踏んで加速
してください。

 注意
● 定速制御中は車間制御を行わないた
め、ブレーキ操作も警報も行いませ
ん。

先行車との車間距離、周囲の状況に
応じてブレーキペダルを踏んで減速
するなどして車間距離を確保し、安
全運転を心がけてください。

● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがありますので、定
速制御機能を使わないでください。
― 交通量の多い道や急カーブのある
道 
交通状況にあった速度で走行でき
ないため事故につながるおそれが
あります。

― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面 
タイヤが空転し、車のコントロー
ルを失うおそれがあります。

― 急な下り坂 
急な下り坂ではエンジンブレーキ
が十分効かないため、セットした
速度を超えてしまい、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
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RES+（上押し）
定速制御機能を解除後、解除前の設
定車速に再びセットすることができ
ます。
設定車速を上げることができます。
キャンセルスイッチ
定速制御機能の解除ができます。

アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

クルーズ表示灯
システムの作動状態を色で表示しま
す。
メインスイッチを1.5秒以上押し、
システムがONになると表示します。
車速を設定すると表示します。
システムが故障すると表示します。
設定車速表示
設定した車速を表示します。

セットのしかた
1. メインスイッチを1.5秒以上押して

定速制御機能をONにします。
（クルーズ表示灯、設定車速表示が点
灯し、セット待機状態になります。）

2. 設定したい車速まで加速または減速
します。

3. SET-（下押し）側に押します。
・スイッチを押したときの車速が設
定車速になります。
（設定車速が表示）

4. 制御を開始します。

 注意
● 定速制御機能を使用しないときは、
メインスイッチをOFFにしてくださ
い。
誤ってスイッチを押してしまった場
合、定速制御機能がセットされてし
まい思わぬ事故につながるおそれが
あります。

 知識
● 定速で走行中、アクセルペダルを踏
むと加速しますが、アクセルペダル
を戻すとセットした速度で定速走行
に戻ります。
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設定車速の変えかた
定速走行中に次の操作をします。

■ ペダルで変えるとき

1. アクセルペダルまたはブレーキペダ
ルを踏み、速度を変えます。

2. 希望の速度になったら、SET-（下押
し）側に押します。

■ ステアリングスイッチで変えるとき

設定車速を上げたいとき 
1. RES+（上押し）側に押し続けると

加速します。
2. 希望の速度になったら、手を離しま

す。
設定車速を下げたいとき 
1. SET-（下押し）側に押し続けると減

速します。
2. 希望の速度になったら、手を離しま

す。

■ 一時的に加速、減速をしたいとき

加速したいとき 
●アクセルペダルを踏むと、加速します。
減速したいとき 
●ブレーキペダルを踏むと、減速（制御が
解除）します。

■ もう一度、定速走行に戻したいとき

解除前の設定車速で再びセットしたいとき
は、RES+（上押し）側に押します。
（車速が約40km/h以上のとき戻せます。）

解除のしかた
●次の操作で定速制御機能が解除されます。
― キャンセルスイッチを押す
― メインスイッチを押す
― ブレーキペダルを踏む

●次の場合は “ピー” というブザー音と
ともに制御が自動的に解除されます。

 知識
● インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）がONの場合は、
メインスイッチを1.5秒以上押し続
けても、定速制御機能には切り替わ
りません。定速制御機能を使用する
ときは、インテリジェント ペダル
（車間距離維持支援システム）を一旦
OFFにし、手順1から操作し直して
ください。
インテリジェント ペダル（車間距

離維持支援システム）  (P.95)
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― 車速が約27km/h以下になったとき
― 設定車速より約13km/h以上車速が低
下したとき

― セレクトレバーを またはマニュアル
モード以外にしたとき

― VDC（トラクションコントロールを
含む）が作動したとき

― タイヤが空転したとき

インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システム）
インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システム）は、先行車との車間距離や相対速度に応じてブレーキを制御するとともに、アクセルペダ
ルを踏んでいる場合には、アクセルペダルを押し戻す力を発生させることで、運転者の車間距離維持操作を支援するシステムです。
ナビ協調機能 
●ナビゲーションシステムからの情報をもとに前方のカーブの大きさに応じてブレーキを制御するとともに、アクセルペダルを踏んでい
る場合には、アクセルペダルを押し戻す力を発生させることで、運転者の減速操作の支援を行います。

インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システム）について
一定速走行するとき、加速したいとき 
●運転者自身がアクセルペダルを踏んで走行します。
追従走行中の先行車に近づいたとき 
●運転者がアクセルペダルを戻すと、システムが滑らかにブレーキをかけて減速します。また先行車が停止したときには、自車もそれに
応じて停止します。

●運転者がアクセルペダルを踏んだままの場合は、システムがペダルを押し戻す方向に力を発生させ、アクセルペダルを戻す操作を支援
します。

 知識
● キャンセルスイッチで解除したとき
やブレーキペダルを踏んで解除した
ときは、セット待機状態になります。
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運転者によるブレーキ操作が必要だとシステムが判断したとき 
●ブザーと表示で注意を促すとともに、運転者がアクセルペダルを踏んだままのときは、
アクセルペダルを押し戻す力を発生させ、運転者がアクセルペダルからブレーキペダル
へ踏み替える操作を支援します。
 注意
● システムにより停止までブレーキ制
御を行いますが、停止状態を保持す
る機能はありません。自車が停止し
たとシステムが判断すると、ブザー
音とともにブレーキ制御が解除され、
クリープ現象によりゆっくりと車両
が動き出します。停止状態を保持す
るためのブレーキ操作は、必ず運転
者が行ってください。

● アクセルペダルを踏んでいるときは、
システムの制御によるブレーキ操作
は行いません。

● インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）には限界があり
ますので、機能を過信しないでくだ
さい。脇見運転やぼんやり運転など
の前方不注意および雨・霧などの視
界不良による危険を回避するもので
はありません。また、追突を防止す
る機能はありません。

● インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）の減速能力には
限界がありますので、自車の前へ他
車が割り込んだときや先行車が急ブ
レーキをかけたとき、先行車との車
間距離が十分でないとき、下り坂で
追従走行しているときなどは、十分
に減速できず先行車に接近すること
があります。
先行車との車間距離、周囲の状況に
応じてブレーキペダルを踏んで減速
するなどして車間距離を確保し、安
全運転を心がけてください。
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ステアリングスイッチ
●システムのON／OFFができます。

 注意
● 先行車が停止した場合、インテリ
ジェント ペダル（車間距離維持支援
システム）によるブレーキ制御によ
り停止まで制御を行いますが、状況
（先行車との車間距離が短いときや、
下り坂を走行しているときなど）に
より停止できないことがあります。
このような場合には、停止させるた
めのブレーキ操作を、必ず運転者が
行ってください。

● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがありますので、イ
ンテリジェント ペダル（車間距離維
持支援システム）を使わないでくだ
さい。
― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面

― 悪天候（雨、霧、雪など）のとき
先行車との車間距離が正確に検出
できない場合があります

― センサー部に雨滴、雪などが付着
しているとき
先行車との車間距離が正確に検出
できない場合があります

― 急な下り坂
先行車を検出していてブレーキ制
御をしている場合、ブレーキが過
熱してしまうおそれがあります

― 急なカーブ、急な上り坂、下り坂
が繰り返される道
先行車を正確に検出できず、先行
車に近づきすぎて思わぬ事故につ
ながるおそれがあります

● 思わぬ事故につながるおそれがあり
ますので、 インテリジェント ペダル
（車間距離維持支援システム）を使用
しない場合はシステムをOFFにして
ください。

● 停止中の車両や自車速より極端に遅
い車両に対しては、インテリジェン
ト ペダル（車間距離維持支援システ
ム）による制御も接近警報も行いま
せん。料金所や渋滞の最後尾で停車
中の車両や極端に速度の遅い車両な
どには十分注意してください。

● 急な割り込み車両、歩行者や自転車
などの車両以外のものに対しては、
制御または接近警報を行いません。

● 次の場合には、先行車を正確に検出
できず、車間距離が適切に保てなく
なる場合があります。周囲の状況に
十分注意し、必要に応じてブレーキ
操作をしてください。
― 先行車や他車線の車が路上の水や
雪などを巻き上げて走っていると
き

― 後席やトランク内に極端に重い荷
物を積んだとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道を走行しているとき

● 近距離ではセンサーの検出エリアが
狭いため、自車線の端を走行する二
輪車を検出できなかったり、間近に
割り込んでくる先行車の検出が遅れ
たりして、適切な作動ができない場
合があります。

● センサーの汚れを自動で判定する機
能を備えておりますが、万全ではあ
りません。状況によってはセンサー
が汚れていても判定できない場合が
あります。また雪、氷などが付着し
たときも判定できない場合がありま
す。このような状況では、適切な作
動ができなくなるおそれがあります
ので、常に前方に注意して走行して
ください。また、レーダーセンサー
部の周辺はいつもきれいにしておい
てください。なお、汚れを判定した
場合は、インテリジェント ペダル
（車間距離維持支援システム）は自動
的に作動を中止します。

● 道路形状（急な上り坂や下り坂、
カーブ路、カーブの出入り口、車線
規制や工事中などで車線の幅が狭く
なっている道）や自車の状況（ハン
ドル操作、車線内の位置、事故や故
障で走行が不安定な場合など）に
よっては、一時的に先行車を検出で
きなくなったり、隣の車線の車両や
周辺のものを検出して制御したり、
警報が作動する場合があります。ま
た、一時的に先行車を検出できず、
適切な作動ができなくなる場合があ
ります。
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アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

アドバンスドドライブアシストディスプレ
イはメーター内にあります。

インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）表示灯
システムの作動状態を色で表示しま
す。
メインスイッチを押し、システムが
ONになると表示します。
システムが作動すると点滅します。
システムが故障すると点灯します。
先行車検出表示
先行車検出の有無をお知らせします。
先行車を検出すると点灯します。
システムが作動すると点滅します。

インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）の使いかた

1. スイッチを押してシステムをONに
します。
（表示が緑色に点灯します。）

2. 車速が約5km/h以上になると、制御
を開始します。

■ ON／OFFのしかた

ナビゲーションシステムで次の操作をする
と、システムのON／OFFが切り替わりま
す。
＜MENU＞⇒［運転支援］⇒［前方支援］
⇒［インテリジェントペダル］
詳しくは、 運転支援  (P.180) をお読みく
ださい。
ナビゲーションシステムの操作方法は、別
冊のナビゲーションシステム取扱説明書の
「ご使用前の確認と設定」の章をお読みくだ
さい。
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システムの作動

■ 先行車を検出したとき

●先行車検出表示が点灯します。

■ 先行車に近づいたとき

●アクセルペダルを戻すと、インテリジェ
ント ペダル（車間距離維持支援システ
ム）がブレーキをかけ減速します。先行
車が停止した場合は、停止まで制御を行
います。

●運転者がアクセルペダルを踏んだままの
場合は、インテリジェント ペダル（車間
距離維持支援システム）がペダルを押し
戻し、アクセルペダルを戻す操作を支援
します。 ■ 運転者によるブレーキ操作が必要だと

システムが判断したとき

●メーター内のディスプレイの および
を黄色に点滅させるとともにブザーを
鳴らして警告を行います。
同時に、ブレーキペダルへの踏み替えを
促すため、アクセルペダルが自動的に上
向きに押し上げられます。
ドライブコンピューター  (P.137)

 知識
● ステアリングにあるスイッチを押す
と、インテリジェント LI（車線逸脱
防止支援システム）、インテリジェン
ト BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）、インテリジェント ペダル（車
間距離維持支援システム）のON／
OFFを同時に切り替えることができ
ます。

● ナビゲーションシステムのON／
OFF設定は、エンジンを停止しても
再度設定を変更するまで、その状態
が維持されます。

● エンジンを停止するとインテリジェ
ント ペダル（車間距離維持支援シス
テム）は自動的にOFFになります。

 注意
● 先行車検出表示が点灯していないと
きは、インテリジェント ペダル（車
間距離維持支援システム）による制
御も警報も行いません。

● アクセルペダルの踏み方や踏み込み
量により、アクセルペダルを押し戻
す力が十分に発生できない場合があ
ります。

● インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）の制御により自
車が停止したときは、“ピー” とい
うブザー音とともにシステムは自動
的に作動を中止します。（車速が再び
約5km/hを上回ると、自動的に作動
が復帰します。）

● 停止状態を保持する機能はありませ
ん。自車が停止したときは、ブレー
キを踏んで車両を停止させてくださ
い。また、状況によって停止できな
い場合があります。必要に応じてブ
レーキを踏み、車両を停止させてく
ださい。

 知識
● インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）の制御によりブ
レーキが作動したときは、自車の制
動灯が点灯します。

● ブレーキが作動したとき、音がする
ことがありますが異常ではありませ
ん。
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運転者操作時の作動
次の場合は運転者の操作を優先します。
●アクセルペダルを踏み増したとき
●ブレーキペダルを踏んでいるとき

接近警報
先行車の減速度合いが大きい場合や他車の
割り込みなどによって、十分な減速ができ
ない状態で先行車に接近したときは、次の
ようにブザーとメーター内のディスプレイ
の表示によって運転者に注意を促します。
●ブザーが “ピッ、ピッ、ピッ…” と鳴り
ます。

●メーター内のディスプレイの および
が黄色に点滅します。

この場合は、ブレーキを踏んで減速し、適
切な車間距離を確保してください。

警告表示
●次の場合は、“ピー” というブザー音と
ともにメーター内のディスプレイに［作
動範囲外のため現在使用できません］と
警告が表示され、インテリジェント ペダ
ル（車間距離維持支援システム）が自動
的に解除されます。

 注意
● アクセルペダルを押し戻す力が発生
（ペダル制御）しているときに、運転
者がアクセルペダルを踏み増すと、
ペダル制御を中止します。

● アクセルペダルを踏んでいるときは、
インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）の制御によるブ
レーキ操作は行いません。

● ブレーキペダルを踏んでいるときは、
インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）の制御によるブ
レーキ操作も警報も行いません。
（先行車検出表示が消灯します。）

● インテリジェント クルーズコント
ロールをセットしたときは、インテ
リジェント ペダル（車間距離維持支
援システム）の作動が停止します。

 注意
● 警報ブザーが頻繁に鳴るような状況
では、システムを使用しないでくだ
さい。

● 短い車間距離でも、次の場合には警
報が作動しないことがあります。
― 先行車との相対速度が小さいとき
（ほぼ同じ速度で走っているとき）

― 先行車のほうが自車より早いとき
（車間距離が次第に離れていると
き）

― 他車が至近距離に割り込んできた
とき

● 料金所や渋滞の最後尾で停車中の車
両や、自車速より極端に車速が遅い
車両に対しては警報が作動しません。

● 道路形状（カーブ路、カーブの出入
り口、車線規制や工事中などで車線
の幅が狭くなっている道）や、自車
および周辺車両の状況（ハンドル操
作、車線内の位置、事故や故障で走
行が不安定な場合など）によっては、
一時的に隣車線の車両や、車道脇に
設置されている物体などを検出して、
接近警報が作動する場合があります。
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― ABSまたはVDC（トラクションコン
トロールを含む）が作動したとき

― VDCをOFFにしたとき
― ドライブモードをSNOWにしたとき
― タイヤが空転したとき
システムを再び作動させる場合は、停止
したときの状態が改善されてから、ス
イッチで再びONにしてください。

●次の場合は、“ピー” というブザー音と
ともにメーター内のディスプレイに［フ
ロントレーダー及びその周辺が汚れてい
ます 拭いてください］ と警告が表示され、
表示が点灯し、自動的に作動が停止しま
す。
― センサー部が汚れ、車間距離の測定が
困難になったとき

システムを再び作動させる場合は、安全
な場所に停車して、エンジンを一旦停止
してレーダーセンサーおよびその周辺の
汚れなどを取り除いてから再始動し、再
びシステムをONにしてください。

●次の場合は、“ピー” というブザー音と
ともにメーター内のディスプレイに［シ
ステム故障 取扱説明書を見てください］
と警告が表示され、自動的に作動が停止
します。
― インテリジェント ペダル（車間距離維
持支援システム）に異常があるとき

システムを再び作動させる場合は、安全
な場所に停車して、エンジンを一旦停止
して再始動し、再びシステムをONにし
てください。

レーダーセンサーの取り扱い
レーダーセンサーの取り扱い  (P.88) を

お読みください。

 アドバイス
● システムをONにできない、または
警告が表示し続けるときは、システ
ムの異常が考えられます。通常走行
には支障はありませんが、日産販売
会社で点検を受けてください。
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ナビ協調機能（インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システム））
ナビゲーションシステムからの情報をもとに前方のカーブの大きさに応じてブレーキを制御す
るとともに、アクセルペダルを踏んでいる場合には、アクセルペダルを押し戻す力を発生させ
ることで、運転者の減速操作の支援を行う機能です。

作動条件
ナビ協調機能は、次の条件がすべて満たされている場合に作動します。
●インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システム）を使用しているとき。（先行車
を検出していないとき）

●ナビ協調機能がONのとき。
ON／OFFのしかた  (P.103)

走行状
況 カーブ路に近づいたとき

例 カーブに近づいた場合は、
運転者がアクセルを戻す
と、カーブの大きさに応じ
て滑らかにブレーキをかけ
減速します。
運転者がアクセルを踏んだ
ままの場合には、アクセル
ペダルを押し戻す力を発生
させ、運転者がアクセルペ
ダルを戻す操作を支援しま
す。
 注意
● ナビ協調機能は、前方のカーブの大
きさに応じて、システムの減速能力
の範囲内で減速するものであり、
カーブを自動的に走行したり、法定
速度を遵守した走行を支援するもの
ではありません。
法定速度を守り、安全にカーブを走
行するためのブレーキ操作は、必ず
運転者が行ってください。

● アクセルペダルを踏んでいるときは、
システムの制御によるブレーキ操作
は行いません。

● ナビ協調機能には限界があります。
また、状況により作動しない場合が
ありますので、ナビ協調機能を過信
しないでください。
脇見運転やぼんやり運転などの前方
不注意および雨・霧などの視界不良
による危険を回避するものではあり
ません。
周囲の状況に十分注意し、安全運転
を心がけてください。

● ナビ協調機能の減速能力には限界が
あります。十分に減速できないとシ
ステムが判断した場合は、ブザーお
よび表示による警報で注意を促しま
す。
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ON／OFFのしかた
●ナビゲーションシステムで次の操作をす
ると、システムのON／OFFが切り替わ
ります。
＜MENU＞⇒［運転支援］⇒［前方支援］
⇒［インテリジェントペダル］／［ カーブ
減速支援］
詳しくは、 運転支援  (P.180)をお読み
ください。
ナビゲーションシステムの操作方法は、
別冊のナビゲーションシステム取扱説明
書の「ご使用前の確認と設定」の章をお
読みください。

アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

ナビ協調機能表示
制御対象となるカーブを検出している場合、
表示します。

ナビ協調機能の作動
制御対象となるカーブを検出したとき 
ナビ協調機能表示①が点灯します。

 注意
● この機能はナビゲーションシステム
からのカーブ情報を利用しているた
め、次のような状況では制御や警報
のタイミングがずれたり、適切に制
御や警報を行えない場合があります。
周囲の状況に十分注意し、必要に応
じてブレーキまたはアクセル操作を
行って走行してください。
― ナビゲーションシステムの位置検
出が正しく行えないとき

― ナビゲーションシステムの地図に
ない道路を走行しているとき

― 車線規制や工事などで、ナビゲー
ションシステムの地図情報と実際
の道路形状が異なっているとき
詳しくは、別冊のナビゲーション
システム取扱説明書の「ナビゲー
ション」の章をお読みください。

― 分岐路等前方に複数の道路がある
とき

● カーブ走行路での運転支援を目的と
しているので、それ以外の道路
（カーブと認識されないＴ字路や交差
点）では作動しません。

● 道路形状（急な上り坂や下り坂の
カーブ路など）によっては、制御や
警報のタイミングがずれたり、適切
に制御や警報を行えない場合があり
ます。

● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがありますので、シ
ステムを使わないでください。

― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面

― 急な下り坂でカーブが連続する道
カーブを検出していてブレーキ制御
をしている場合、ブレーキが加熱し
てしまうおそれがあります。

● 道路から自車マークが外れた状態か
ら、道路上に戻ってきたあとしばら
くの間は制御が作動しない場合があ
ります。
― 駐車場を出たあと
― SA（サービスエリア）、PA（パー
キングエリア）を出たあと

― 地図にない道路を走行したあと

 注意
● ナビ協調機能を使用しないときは、
設定をOFFにしてください。

● 設定をOFFにした場合、ナビ協調機
能による制御も警報も行いません。
ナビ協調機能を作動させたいときは、
設定をONに戻してください。

 知識
● ナビ協調機能のON・OFF設定は、
エンジンを停止しても、再度設定を
変更するまで、その状態が維持され
ます。
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制御対象となるカーブに近づいたとき 
●アクセルペダルを戻すと、システムがブ
レーキをかけて減速します。

●運転者がアクセルペダルを踏んだままの
場合は、システムがペダルを押し戻し、
アクセルペダルを戻す操作を支援します。 運転車操作時の作動

次の場合は運転者の操作を優先します。
●アクセルペダルを踏み増ししたとき。
●ブレーキペダルを踏んでいるとき。

警告表示
●次の場合は、ブザーが “ピッ、ピッ、
ピッ、ピッ…” と鳴り、メーター内ディ
スプレイのナビ協調機能表示がオレンジ
色で点滅表示されます。
― ナビ協調機能により十分に減速できな
いとシステムが判断した場合

この場合は、ブレーキを踏んで減速し、
適切な車速で走行してください。

 知識
● 自車の推定進路は以下のように判定
します。

ルートガイドを行っている場合 

● ナビゲーションシステムのルートを
進路と推定します。

ルートガイドを行っていない場合 

● ナビゲーションシステムの自車マー
ク 前方道路を進路と推定します。
また、分岐路の場合は以下のように
進路方向の推定を行います。

● 道路種別による進路方向の推定

例：国道と県道での分岐路の場合は、
国道を進路方向として推定します。

● 道路種別が同様の場合は、みちなり
の道路を進路方向として推定します。

 注意
● アクセルペダルを押し戻す力が発生
（ペダル制御）しているときに、運転
者がアクセルペダルを踏み増すと、
ペダル制御を中止します。

● アクセルペダルを踏んでいるときは、
システムの制御によるブレーキ操作
は行いません。

● ブレーキペダルを踏んでいるときは、
システムの制御によるブレーキ操作
も警報も行いません。（ナビ協調機能
表示が消灯します。）

● インテリジェント クルーズコント
ロールをセットしたときは、インテ
リジェント ペダル（車間距離維持支
援システム）の作動が中止されるた
め、ナビ協調機能の作動も中止しま
す。

● ナビ協調機能表示が点灯していない
ときは、システムによる制御も警報
も行いません。

● ナビ協調機能作動中に先行車を検出
した場合は、先行車に対する車間制
御を優先するため、ナビ協調機能は
作動しません。（ナビ協調機能表示が
消灯します。）機能によって制御内容
が異なりますので、作動中の機能を
メーター内のディスプレイの表示で
必ず確認してください。

 知識
ナビ協調機能の制御によりブレーキが作
動したときは、自車の制動灯が点灯しま
す。
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インテリジェント エマージェン
シーブレーキ

インテリジェント エマージェンシーブレーキ
は、前方の車両や歩行者、人が乗車している
自転車と衝突のおそれがあるとき、警報とブ
レーキにより、運転者の衝突回避操作を支援
します。

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキについて

●ルームミラー上方に取り付けられたマル
チセンシングフロントカメラおよび車両
前部のレーダーセンサーにより前方の車
両や歩行者、人が乗車している自転車を
検知します。

●車速約5km/hから作動します。
歩行者・人が乗車している自転車には約
10km/h～60km/hの範囲で作動しま
す。
（車速約70km/h以上では停止車両に対
しては作動しません。）

システムの作動
●衝突するおそれがあるとシステムが判断
すると、メーター内のディスプレイの
および がオレンジ色に点滅し、警報

音とともに、ブレーキをかけて衝突回避
操作を促します。

●警報の後、運転者がすばやく、強くブ
レーキを踏み込んだにもかかわらず衝突
するおそれがあるときには、制動力を高
めて衝突回避操作を支援します。

●運転者の衝突回避操作が不十分で、衝突
の危険性が高まったときには、メーター
内のディスプレイに を表示させるとと
もに警報音が鳴り、衝突の直前にブレー
キを作動させ、衝突の回避または被害の
軽減を行います。

 警告
● インテリジェント エマージェンシー
ブレーキは、前方の車両や歩行者、
人が乗車している自転車との衝突回
避操作を支援、または衝突時の被害
の軽減を目的としています。あらゆ
る状況で効果があるわけではありま
せんので、機能を過信せず、運転者
は周囲の安全確認を行い、前方車両
との車間距離を維持し、常に安全運
転を心がけて走行してください。

● レーダーやマルチセンシングフロン
トカメラの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がけてください。
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 知識
● 次の場合、システムによるブレーキ
の作動が解除されます。
― アクセルペダルを強く踏み込んだ
とき

― ハンドルを大きく、またはすばや
く切ったとき

― 前方の車両や歩行者、人が乗車し
ている自転車との衝突の危険がな
くなったと判断したとき

● システムによるブレーキで車両が停
止したときは、車両が停止してから
約2秒後にブレーキが自動的に解除
されます。

● 運転者がハンドルやアクセル、ブ
レーキを操作している場合は、イン
テリジェント エマージェンシーブ
レーキの作動が遅れる、または作動
しない場合があります。

● 前方車両と自車の速度の差が小さい
ときには作動しません。

● システムによるブレーキが作動して
いるときは、制動灯が点灯します。

● システムによるブレーキ作動中にブ
レーキペダルを踏んだとき、ブレー
キペダルの踏みごたえが変化したり、
音や振動が発生することがあります
が異常ではありません。また踏力を
加えることで、ブレーキ力を増すこ
とができます。

● メーター内のディスプレイを「走行
支援」に切り替えると、システムの
作動状態をドライブコンピューター
内で確認することができます。
ドライブコンピューター  

(P.137)

 注意
● 次のような障害物は検知しません。
― 子供などの背の低い人、動物

― 対向車両
― 道路構造物（ガードレール、ポー
ルなど車両と歩行者、人が乗車し
ている自転車以外の障害物）

● システムは車両の後端を認識するた
め、以下の例のような車両を検知し
ない、もしくは検知できない場合が
あります。
― バンパー形状などにより、タイヤ
が見えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっき
りしない車両

― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは前向きに止まってい
る車両

● 次のような場合は、前方の車両、歩
行者、人が乗車している自転車を検
知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、
吹雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚
れ、油膜、水滴、氷、雪などの付
着やワイパーの拭き残しがあると
き

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車
両のハイビームなど）を受けてい
るとき
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 注意
― 前方の強い光により前方車両のタ
イヤの部分が影になり見えにくい
とき

― 夜間やトンネル内などでヘッドラ
ンプを点灯していない、あるいは
ヘッドランプのレンズが極端に汚
れているとき

― 夜間やトンネル内などで前方の車
両のテールランプが点灯していな
いとき

― トンネルの出入り口や日陰など、
急に明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき
― 勾配の変化があるところを走行し
ているとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走
行しているとき

― 歩行者が大きな荷物を持っている、
背景と同じ色の服を着ているなど
人特有の輪郭が認識できないとき

― 前方車両からの太陽光などを強く
反射されたとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化
した場合（自車の車線変更・右左
折、前方車両の右左折・急ハンド
ル・急加速・急減速など）

― 始動してから約15秒間
― エンジン始動後、走行してからシ
ステムが1回も障害物を検知して
いないとき

― カメラの視界がさえぎられている
とき（フロントガラスの汚れ、油
膜、虫汚れ、ワイパーブレード）

― カメラの向きがずれているとき
― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影
響を受けているとき

― オートバイのような幅が狭い車両
が前方を走行しているとき

― 子供の自転車、大きい荷物を載せ
た自転車、2人以上乗車している
自転車、または特殊な形状の自転
車（チャイルドシート装着車・タ
ンデム自転車など）

● 以下の例のような周辺状況では対象
物の形状を正しく検出できずシステ
ムが作動しない場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別
ができない場合

― 対象物が道路標示（道路上の横断
歩道、制限速度などの標示）の近
くにいる場合

― 対象物が路面の水たまりの付近に
いる場合（周りの風景が水たまり
に映り込むなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と
重なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙な
どがあるとき

● 以下の対象物にはシステムが作動し
ない場合があります。

― 歩行者、人が乗車している自転車
の移動速度が速いとき

― 対向して接近する歩行者、自転車
― 歩行者の姿勢や手足の状態（手を
上げているなど）により、歩行し
ていると特定できないとき

― 夜間やトンネル内など暗い場所に
いる歩行者

― 車高の低い車両
― 最低地上高（地面から車体までの
高さ）が極端に低いもしくは極端
に高い車両

― 特殊な形状の車両（タンクロー
リー、サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両
― 前方の至近距離に飛び出してきた
歩行者、自転車

― 自車の正面から横にずれた位置に
存在する車両や歩行者、人が乗車
している自転車

― 後端面積が小さい車両（空荷のト
ラックなど）

― リヤタイヤから車両後端までが長
い車両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出してい
る車両

― ショッピングカート、ベビーカー、
自転車などを押しているとき
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 注意
● 以下の例のような場合、衝突するお
それがある対象を正しく検出できな
い場合があります。
― 複数の対象物同士が近接している
場合

― 対象となる二輪車または車高の低
い車両の前方近くに車両がいる場
合

● 次のような場合は、システムが機能
を十分に発揮できないことがありま
す。
― 滑りやすい路面を走行していると
き

― 勾配のある路面を走行していると
き

― 外気温が低いときや走行開始直後
などでブレーキが冷えているとき

― 下り坂などでブレーキが過熱して
ブレーキの効きが悪くなっている
とき

― 水たまり走行後や洗車後などブ
レーキが濡れてブレーキの効きが
悪くなっているとき

― 長期間駐車などで、ブレーキの性
能が十分に発揮できないとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤのような
非常用タイヤ、日産純正品もしく
は日産販売会社で購入したタイヤ
以外を使用しているときや、タイ
ヤチェーンを装着しているとき

― 純正品以外のブレーキ部品、サス
ペンション部品を使用していると
き

― 車両が傾いているとき（後席やト
ランク内に極端に重い荷物を積ん
でいるとき）

● 状況によっては外部の騒音などによ
り、警報音が聞こえない場合があり
ます。

● 路面または壁面の影や模様・ペイン
ト（かすれた道路標示や漢字で構成
される特殊な道路標示、濡れた路面
に映り込んだ模様、わだちなどや光
の反射を含む）、前方の道路構造物
（トンネル、高架橋、交通標識、車両
脇に設置された反射器（リフレク
ター）、反射シート、ガードレール、
カーブミラー、電柱や電線、看板）
などで構成される形状が、車両や歩
行者、自転車の輪郭の特徴や車両の
テールランプの大きさ・位置などと
似通っている場合、システムが作動
する場合があります。

● 右左折中の前の車両にシステムが作
動を継続する場合があります。

● 前の車両に接近し追い越す場合、シ
ステムが作動する場合があります。

● 道路形状（カーブ路、カーブの出入
り口、ワインディング道、車線規制
や工事中など）によっては、一時的
に自車正面の対向車にシステムが作
動する場合があります。

● 以下のような物に反応し、システム
が作動する場合があります。

― 道路脇にある物（道路標識、ガー
ドレール、歩行者、自転車、人が
乗車している自転車、車両など）

― 道幅が狭い路地などを走行する際
の歩行者・人が乗車している自転
車

― 路肩の障害物を避けるため、一時
的に自車前方の走行レーンにはみ
出したり、近づいたりする歩行者
や人が乗車している自転車
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■ ON／OFFのしかた

ナビゲーションシステムで次の操作をする
と、システムのON／OFFが切り替わりま
す。
＜MENU＞⇒［運転支援］⇒［緊急支援］
⇒［エマージェンシーブレーキ］
走行中はインテリジェント エマージェン
シーブレーキのON／OFFを切り替えるこ
とができません。
ナビゲーションシステムの操作方法は、別
冊のナビゲーションシステム取扱説明書の
「ご使用前の確認と設定」の章をお読みくだ
さい。

インテリジェント エマージェンシーブレー
キのシステムがOFFになると、メーター内
のインテリジェント エマージェンシーブ
レーキ警告灯が点灯します。

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキの作動が停止するとき

●次の場合は、メーター内のインテリジェ
ント エマージェンシーブレーキ警告灯が
点灯し、作動が停止します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしたとき

●次の場合は、インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯が点灯し、
メーター内のディスプレイに警告が表示
され、システムが一時的に作動しなくな
ります。
― フロントガラスの汚れなどにより、カ
メラの前方視界が遮蔽されていると判
断したとき

― 前方からの強い光により、 カメラが前
方を認識できなくなったとき

 注意
― 路面上にある物（線路、格子、鉄
板など）

― 駐車場内にある物（梁など）
― 走行車線または隣接する車線にあ
る物（歩行者、車両など）

― 走行車線または隣接する車線に近
づいてくる物（歩行者、車両など）

― 対向して接近する歩行者
― 走行路にある物（近接する樹木な
ど）

 知識
● ナビゲーションシステムの設定で機
能をOFFにしても、一度電源ポジ
ションをOFFにし、再度エンジンを
始動すると自動的にONに切り替わ
ります。

● インテリジェント エマージェンシー
ブレーキのON／OFFを切り替える
と、インテリジェント FCW（前方
衝突予測警報）、踏み間違い衝突防止
アシストも連動してON／OFFされ
ます。
インテリジェント FCW（前方衝

突予測警報）  (P.110)

踏み間違い衝突防止アシスト  
(P.113)
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― 炎天下に駐車したときなど、カメラが
高温になったとき
（室内の温度が下がると、作動を復帰
します。）

― 周辺の電波源の影響を受けているとき
停止したときの状態が改善されると、
システムは自動的に作動を再開しま
す。

― 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着し
たとき
システムを再び作動させる場合は、安
全な場所に停車して、エンジンを一旦
停止してレーダーセンサーおよびその
周辺の汚れなどを取り除き、エンジン
を再始動してください。

― 道路形状や周辺の建造物により、レー
ダーが先行車を正確に検知できないと
き（例：長い橋、雪原、長い壁の横な
ど）
上記の状況から離れるとシステムは自
動的に作動を再開します。

― 悪天候で視界が悪いとき
― VDCをOFFにしたとき
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキのシステムチェックが正常に終
了しなかったとき

― 駐車支援機能（フロントソナー、コー
ナーソナー、リヤソナー）に異常が発
生しているとき

●システムに異常があると、警報音（ブ
ザー）とともにインテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯が点灯し、

メーター内のディスプレイに警告が表示
され、システムが停止します。
警告灯（ P.211）
警告メッセージ（ P.154）

マルチセンシングフロントカメラの
取り扱い

マルチセンシングフロントカメラの取り
扱い  (P.64)をお読みください。

レーダーセンサーの取り扱い
レーダーセンサーの取り扱い  (P.88) を

お読みください。

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）

前方を走行する2台前の車両を検知し、急な減
速などにより、
自車の回避操作が必要と判断した場合には、
警報によって運転者に注意を促します。

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）について

●インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）は車速約5km/h以上で作動しま
す。

●車両前部に取り付けられたレーダーセン
サーにより前方の2台前の車両との距離
を計測します。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。

● 警告灯が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。
上記の操作をしても、警告灯が点灯
し続けるときはシステムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。

 知識
● VDCをOFFにしたときは、メーター
の表示と警報音（ブザー）のみ作動
します。

● 夜間、ライトを点けずに走行するな
どで、カメラの視界が真っ暗な状態
になった場合は、 メーター内のイン
テリジェント エマージェンシーブ
レーキ警告灯が点灯する場合があり
ます。
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システムの作動
●自車の回避操作が必要と判断すると、
メーター内のディスプレイの および
がオレンジ色に点滅するとともに警報
音を鳴らして、運転者に注意を促します。

 警告
● インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）は前方を走行する2台前
の車両の急な減速などを検知したと
き運転者に警報を行いますが、衝突
を回避する機能はありません。

● インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）は脇見運転やぼんやり運
転などの前方不注意および雨、霧な
どの視界不良による危険を回避する
ものではありません。前方の車両と
の車間距離、周囲の状態に応じてブ
レーキペダルを踏んで減速するなど
して車間距離を確保し、安全運転を
心がけてください。

● レーダーの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がけてください。

 注意
● 次のような障害物は検知しません。
― 歩行者、自転車、動物、道路上に
落ちている障害物

― 対向車両
― 前方を横切って通過する車両

● 次のような場合は、前方の2台前の
車両を検知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界
が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影
響を受けているとき

― トンネル内を走行しているとき
― 前方の車両がけん引を行っている
とき

― 前方の車両との距離が極端に近い
とき



走行する

運
転
を
す
る
と
き
は

112

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）の作動が停止するとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯が点
灯し、作動が停止します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしたとき

●次の場合、インテリジェント エマージェ
ンシーブレーキ警告灯が点灯するととも
にメーター内のディスプレイに警告が表

示され、システムが一時的に作動しなく
なります。
― VDCをOFFにしたとき
― 周辺の電波源の影響を受けているとき
停止したときの状態が改善されるとシ
ステムは自動的に作動を再開します。

― 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着し
ているとき
システムを再び作動させる場合は、安
全な場所に停車し、一度エンジンを停
止してからレーダーセンサーおよびそ
の周辺の汚れなどを取り除き、エンジ
ンを再始動してください。

― 道路形状や周辺の建造物により、レー
ダーが先行車を正確に検知できないと
き（例：長い橋、雪原、長い壁の横な
ど）
上記の状況から離れるとシステムは自
動的に作動を再開します。

― 駐車支援機能（フロントソナー、コー
ナーソナー、リヤソナー）に異常が発
生しているとき

●システムに異常があると、インテリジェ
ント エマージェンシーブレーキ警告灯が
点灯するとともにメーター内のディスプ
レイに警告が表示され、システムが停止
します。
警告灯（ P.211）
警告メッセージ（ P.154）

 注意
― 急なカーブや、勾配の変化がある
ところを走行しているとき

● 前方の車両がオートバイのような幅
の狭い車両のときは、前方の車両を
検知できず、インテリジェント 
FCW（前方衝突予測警報）により警
報を行わないことがあります。

● 状況によっては外部の騒音などによ
り、警報音が聞こえない場合があり
ます。

 知識
● インテリジェント エマージェンシー
ブレーキのON／OFF を切り替える
と、インテリジェント FCW（前方
衝突予測警報）も連動してON／
OFFされます。

インテリジェント エマージェン
シーブレーキ  (P.105)
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レーダーセンサーの取り扱い
レーダーセンサーの取り扱い  (P.88) を

お読みください。

 アドバイス
● システムをONにできない、または
警告が表示し続けるときは、システ
ムの異常が考えられます。通常走行
には支障はありませんが、日産販売
会社で点検を受けてください。
113

踏み間違い衝突防止アシスト
踏み間違い衝突防止アシストは、進行方向に壁などの障害物、車両や歩行者（前進時のみ）な
どがいる場所で、駐車操作時など低速のときにアクセルペダルとブレーキペダルを間違えて踏
み込んだり、ブレーキ操作が遅れたときに運転者に音と表示で警告します。
さらにエンジン出力やブレーキを制御することで、過度な加速の防止や障害物への衝突防止を
支援します。

システムに関連する表示
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踏み間違い衝突防止アシストについ
て

前進時
●ルームミラー上方に取り付けられたマル
チセンシングフロントカメラにより前方
の車両や歩行者を検知します。

●フロントバンパーに取り付けられたソ
ナーにより、進行方向の障害物を検知し
ます。
後退時
●リヤバンパーに取り付けられたソナーに
より、進行方向の障害物を検知します。
踏み間違い衝突防止アシストには、次の2
つの機能があります。

低速加速抑制機能
●前進時（停車時含む）、進行方向に車両や
歩行者、壁などの障害物を検知している
場合に、アクセルペダルが必要以上に踏
み込まれたとシステムが判断すると、約
6秒間加速を抑制したり、弱いブレーキ
をかけることで車速が上がることを抑え
ます。

●後退時（停車時含む）、進行方向に壁など
の障害物を検出している場合に、アクセ
ルペダルが必要以上に踏み込まれたとシ
ステムが判断すると、約6秒間加速を抑
制したり、弱いブレーキをかけたりする
ことで車速が上がることを抑えます。

●車両、歩行者に対しては、車速約0～
25km/h の範囲で作動します。

●壁などの障害物に対しては、車速約0～
15km/hの範囲で作動します。

●低速加速抑制機能が作動しているときは、
警報音と警告灯の点滅、およびメーター
内のディスプレイの表示によって運転者
に警告します。
警告灯（ P.211）
警告メッセージ（ P.153）

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がけてください。
踏み間違い衝突防止アシストは、ア
クセルペダルとブレーキペダルを踏
み間違えることにより引き起こされ
る暴走や衝突事故の軽減を目的とし
た補助機能です。あらゆる状況で効
果があるわけではありません。運転
者は周囲の安全確認を行い、常に注
意深い運転操作を心がけて走行して
ください。

● ソナーやマルチセンシングフロント
カメラの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がけてください。
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低速衝突軽減ブレーキ機能
●前進、または後退時、進行方向の障害物
を検知し、衝突するおそれがあるとシス
テムが判断すると、エンジン出力の制御、
およびブレーキをかけて衝突を回避、ま
たは被害の軽減をします。

●低速衝突軽減ブレーキ機能は、車速約2
～15km/h の範囲で作動します。

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動すると、
警報音と警告灯の点滅によって運転者に
警告します。
警告灯（ P.211）

低速衝突軽減ブレーキが作動すると
き・しないとき

車止めのない駐車場などで壁などに衝突し
そうになったとき
万一、運転者のブレーキ操作が遅れ、壁な
どに衝突するおそれがあるとシステムが判
断すると、警報音と警告灯が点滅し、ブ
レーキをかけて衝突を回避または被害を軽
減します。
●ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ
障害物に近づいたときは作動しません。

●システムは、ブレーキを踏みながら車両
を移動する（駐車場での操作）など低速
における支援を目的にしています。
アクセルペダルを踏んで前進・後退する
状況などでは作動が遅れ十分に機能しな
い場合があります。

縦列駐車をするとき
セレクトレバーを から 、または から
に操作して切り替えたときは、セレクト
レバーの操作を繰り返すたびに進行方向の
障害物を検知してブレーキ制御が作動しま
す。
●ブレーキ制御が作動したあと、セレクト
レバーを切り替えずにさらに同じ障害物
に向かって前進、または後退をしたとき
は、ブレーキ制御は作動しません。

 警告
● 故意にアクセルペダルを踏み込まな
いでください。
車両が急に動き出し思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。また、低
速加速抑制機能は、アクセルペダル
をゆっくりと深く踏み込んだときに
は作動しません。

 知識
● 低速衝突軽減ブレーキ機能が作動し
たときは制動灯が点灯します。

● 低速衝突軽減ブレーキ機能が作動し
ているときは、作動音が聞こえるこ
とがありますが異常ではありません。  知識

● 駐車時に壁などに近づくなどでシス
テムがエンジン出力を抑制する場合
があります。アクセルペダルの踏み
込み量を調整してください。
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●アクセルペダルを踏んで後退していると
きは作動が遅れることがあります。

●後退中は、前方の障害物に対しては作動
しません。同様に、前進中は後方の障害
物に対しては作動しません。

●障害物に対し斜めに接近すると作動しな
いことがあります。

●幅の狭い障害物に対しては作動しないこ
とがあります。

●他の車両が自車両に対して横にずれた位
置にあるときは、作動しないまたは作動
が遅れることがあります。

並列駐車をするとき
●狭いスペースに進入するときに作動する
ことがあります。
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●他の車両の角部に向かって接近したとき
は作動しないことがあります。

●他の車両が自車両に対して横にずれた位
置にあるときは、作動しないまたは作動
が遅れることがあります。

●後退中は、前方の障害物に対しては作動
しません。同様に、前進中は後方の障害
物に対しては作動しません。

●壁から突き出している柱や配管などに対
しては作動しません。

●低い障害物に対しては作動しません。

踏み間違い衝突防止アシストの停止
のしかた

●ナビゲーションシステムで＜MENU＞⇒
［運転支援］⇒［緊急支援］⇒［エマー
ジェンシーブレーキ］を選択すると、踏
み間違い衝突防止アシスト機能の
ON･OFFを切り替えることができます。
ナビゲーションシステムの操作方法は、
別冊のナビゲーションシステム取扱説明
書の「ご使用前の確認と設定」の章をお
読みください。

●機能をOFFにすると、システムが停止し
ます。
（インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ警告灯が点灯）
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踏み間違い衝突防止アシストに関す
る注意事項

 知識
● 踏み間違い衝突防止アシストの設定
は、インテリジェント エマージェン
シーブレーキ、インテリジェント 
FCW（前方衝突予測警報）の設定と
連動しています。

● ナビゲーションシステムで機能を
OFFにしても、エンジンを再始動す
ると自動的にONに切り替わります。

 警告
● 故意にアクセルペダルを踏み込まな
いでください。

車両が急に動き出し思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。また、低
速加速抑制機能は、アクセルペダル
をゆっくりと深く踏み込んだときに
は作動しません。

● 次の場合は、予期せずシステムが作
動し、思わぬ事故につながるおそれ
があるため、踏み間違い衝突防止ア
シストをOFFにしてください。
― けん引するとき
― トレーラーなどに積載するとき
― 点検などでシャシーダイナモを使
用するとき

― 純正品以外のサスペンション部品
を使用しているとき
（車高や車両の傾きが変わると正し
く障害物を検知できないことがあ
ります）

― センサーを妨げるようなバイク
ラックなどを装着しているとき

● 外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

● ソナーは次のような障害物は検知し
ません。
― 背の低い障害物
― 幅の狭い障害物
― 針金、金網、ロープなどの細い障
害物

― バンパーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物

● ソナーは次のような障害物は検知し
ないことや作動が遅れることがあり
ます。
― 地面から高い位置に存在する障害
物

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 周囲に超音波を発するものがある
とき

― スポンジ状のものや雪など表面が
柔らかく音波を吸収しやすい障害
物

● ソナーは次のような場合は検知しな
いことがあります。
― 雨、雪、氷、汚れなどがソナーに
付着しているとき

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 周囲に超音波を発するものがある
とき

― 障害物の面が車両の前面、または
後面に対して斜めのとき

● ソナーは次のような場合は検知する
ことがあります。
― 周囲に草が生い茂っているとき
― 車両側面の近くに壁があるとき
― 路面上に段差や突起物があるとき
― 垂れ下がった旗、ビニールカーテ
ンなどをくぐって走行するとき

― 車両周辺に雪のかたまりがあると
き
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 警告
― 車両感応センサーや他車のソナー
など、超音波を発生するものが付
近にいたとき

― 他車のホーン、オートバイの排気
音や工事など、付近で大きな音が
したとき

― 背が高く上部が張り出しているも
のがあるとき

● マルチセンシングフロントカメラは
次のような障害物は検知しません。
― 子供などの背の低い人、動物、自
転車

― 対向車両
― 道路構造物（ガードレール、ポー
ルなど車両と歩行者以外の障害物）

● マルチセンシングフロントカメラは
車両の後端を認識するため、以下の
例のような車両を検知しないもしく
は検知できない場合があります。
― バンパー形状などにより、タイヤ
が見えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっき
りしない車両

― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは前向きに止まってい
る車両

● マルチセンシングフロントカメラは
次のような場合、前方の車両、歩行
者を検知できないことがあります。

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、
吹雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚
れ、油膜、水滴、氷、雪などが付
着しているとき

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車
両のハイビームなど）を受けてい
るとき

― 前方の強い光により前方車両のタ
イヤの部分が影になり見えにくい
とき

― 夜間やトンネル内などでヘッドラ
ンプを点灯していない、あるいは
ヘッドランプのレンズが極端に汚
れているとき

― 夜間やトンネル内などで前方の車
両のテールランプが点灯していな
いとき

― トンネルの出入り口や日陰など、
急に明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき
― 勾配の変化があるところを走行し
ているとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走
行しているとき

― 歩行者が大きな荷物を持っている、
背景と同じ色の服を着ているなど
人特有の輪郭が認識できないとき

― 前方車両からの太陽光などを強く
反射されたとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化
した場合（自車の車線変更・右左
折、前方車両の右左折・急ハンド
ル・急加速・急減速など）

― 始動してから約15秒間
― カメラの視界がさえぎられている
とき（フロントガラスの汚れ、油
膜、虫汚れ、ワイパーブレード）

― カメラの向きがずれているとき
● マルチセンシングフロントカメラは
以下の例のような周辺状況では対象
物の形状を正しく検出できずシステ
ムが作動しない場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別
ができない場合

― 対象物が道路標示（道路上の横断
歩道、制限速度などの標示）の近
くにいる場合

― 対象物が路面の水たまりの付近に
いる場合（周りの風景が水たまり
に映り込むなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と
重なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙な
どがあるとき
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 警告
● 以下の対象物にはマルチセンシング
フロントカメラが対象物の形状を正
しく検出できずシステムが作動しな
い場合があります。
― 夜間やトンネル内など暗い場所に
いる歩行者

― 車高の低い車両
― 最低地上高（地面から車体までの
高さ）が極端に低いもしくは極端
に高い車両

― 特殊な形状の車両（タンクロー
リー、サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両
― 前方の至近距離に飛び出してきた
歩行者

― 自車の正面から横にずれた位置に
存在する車両や歩行者

― 後端面積が小さい車両（空荷のト
ラックなど）

― リヤタイヤから車両後端までが長
い車両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出してい
る車両

● マルチセンシングフロントカメラは
以下の例のような場合、衝突するお
それがある対象を正しく検出できな
い場合があります。
― 複数の対象物同士が近接している
場合

― 対象となる二輪車または車高の低
い車両の前方近くに車両がいる場
合

低速衝突軽減ブレーキ機能について
● ブレーキ制御は短時間しか作動しま
せん。必ず運転者がブレーキペダル
を踏んでください。

● 車両を停止させる場合は、必ず運転
者がブレーキペダルを踏んでくださ
い。
低速加速抑制機能が作動したあとに
低速衝突軽減ブレーキ機能が作動し
たときは、車両が停止してから約2
秒後にブレーキが解除され、車両が
動き出します。

● 外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

 注意
低速衝突軽減ブレーキ機能について
● システムの作動を待たず、すみやか
にブレーキ操作を行ってください。
車両の状態、走行状況、交通環境、
天候、路面状況などにより作動しな
い場合や、本来の性能を発揮できな
いことがあります。

● アクセルペダルを踏んだ状態で障害
物に接近したときは、作動が遅れる
ことがあります。

 アドバイス
● 次の場合は、システムが正常に作動
しなかったり、機能を十分に発揮で
きないことがあります。
― 悪天候（雨、霧、雪など）のとき
― 勾配が急な坂道を走行していると
き

― 段差などをまたいでいるときなど
車両姿勢が変化しているとき

― 滑りやすい路面を走行していると
き

― ハンドルを大きく切って旋回して
いるとき

― 外気温が低いときや走行開始直後
などでブレーキが冷えているとき

― 下り坂などでブレーキが過熱して
ブレーキの効きが悪くなっている
とき

― 水たまり走行後や洗車後などブ
レーキが濡れてブレーキの効きが
悪くなっているとき

― 長期間駐車などで、ブレーキの性
能が十分に発揮できないとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤのような
非常用タイヤ、日産純正品もしく
は日産販売会社で購入したタイヤ
以外を使用しているときや、タイ
ヤチェーンを装着しているとき

― 車両が傾いているとき（後席やト
ランク内に極端に重い荷物を積ん
でいるとき）
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低速加速抑制機能について
●ソナーで検出した壁や車両などの大きな
障害物に対して作動します。車両の幅以
下の障害物は検知しません。

●マルチセンシングフロントカメラで検出
した衝突のおそれのある前方の車両や歩
行者に対して作動します。

●低速加速抑制機能は、運転者がアクセル
ペダルを戻すと解除されます。

●アクセルペダルを踏み続けた場合は、作
動を開始してから約6秒後に解除されま
す。

●渋滞中などで前方にいる車両を追い越す
ときなどに低速加速抑制機能が一時的に
作動することがあります。

●信号待ちや右折待ちなどで、車間距離の
短い状態から前の車に続いて発進する際、
アクセルペダルをすばやく深く踏み込む
と低速加速抑制機能が一時的に作動する
ことがあります。

●次の場合は作動しません。
― 車速が約15km/h以上のとき（前方の
車両、歩行者に対しては約25km/h以
上）

― ブレーキペダルを踏んでいるとき
― セレクトレバーが 、 、マニュアル
モード以外のとき

― トラクションコントロール機能
（TCS）が作動しているとき

― タイヤが空転しているとき
●路面または壁面の模様・ペイント（かす
れた道路標示や漢字で構成される特殊な
道路標示を含む）、前方の道路構造物（ト
ンネル、高架橋、交通標識、車両脇に設
置された反射器（リフレクター）、反射
シート、ガードレール）などで構成され
る形状が、車両や歩行者の輪郭の特徴や
車両のテールランプの大きさ・位置など
と似通っている場合、マルチセンシング
フロントカメラが対象物の形状を正しく
検出できずシステムが作動する場合があ
ります。

●自転車で走行している人を歩行者と検知
し、システムが作動する場合があります。

●以下のような物に反応し、システムが作
動する場合があります。

― 歩行者が自車前方の走行レーンに近づ
いた場合

― 道路上方にある物（低い橋、道路標識
など）

― 路面上にある物（線路、格子、鉄板な
ど）

― 駐車場内にある物（梁など）
― 走行車線または隣接する車線にある物
（歩行者、車両など）

― 走行車線または隣接する車線に近づい
てくる物（歩行者、車両など）

― 対向して接近する歩行者
― 走行路にある物（近接する樹木など）
低速衝突軽減ブレーキ機能について
●ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ
障害物に近づいても作動しません。

●次の場合は作動しません。
― セレクトレバーが 、 、マニュアル
モード以外のとき

●前進時は車両後方の障害物に対しては作
動しません。同様に、後退時は車両前方
の障害物に対しては作動しません。

 アドバイス
● 動いている物体に対しては踏み間違
い衝突防止アシストは作動しません。
（前方の車両、歩行者を除く）
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踏み間違い衝突防止アシストの作動
が停止するとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯が点
灯し、作動が停止します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキをOFFにしたとき

― 駐車支援機能（フロントソナー、コー
ナーソナー、リヤソナー）に異常が発
生しているとき

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキが一時的に作動できなくなったと
きは、インテリジェント エマージェン
シーブレーキ警告灯が点灯し、踏み間違
い衝突防止アシストも一時的に作動しな
くなります。
詳しくは、 インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキの作動が停止すると
き  (P.109)をお読みください。

●システムに異常があると、インテリジェ
ント エマージェンシーブレーキ警告灯が
点灯し、メーター内のディスプレイに警
告が表示され、システムが停止します。
警告灯（ P.211）
警告メッセージ（ P.153）

ソナーの取り扱い
システムを正しく作動させるために、以下
のことをお守りください。
●ソナーはいつもきれいにしておいてくだ
さい。
汚れているときは、柔らかい布で傷つけ
ないように注意してふき取ってください。

●強い力で乾拭きしないでください。また、
高圧式スプレーガンやスチームクリー
ナーで清掃するときは、ソナーから十分

に離して使用してください。ソナーを損
傷するおそれがあります。

●ソナーまたはその周辺に強い衝撃を与え
ないでください。またソナーの取り外し、
分解などをしないでください。故障、誤
作動の原因になります。事故などでソ
ナーの取り付け部が変形した場合は、日
産販売会社にご相談ください。

●ソナーまたはその周辺にステッカー（透
明なものを含む）を貼ったり、アクセサ
リーなどを取り付けないでください。故
障、誤作動の原因になります。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
ソナーはいつもきれいにしておいて
ください。ソナーの取り扱いについ
ては、（ P.122）をお読みくださ
い

● 警告灯が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。
上記の操作をしても、警告灯が点灯
し続けるときはシステムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。
警告灯（ P.211）
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エマージェンシーストップシグナ
ル

エマージェンシーストップシグナルは、急ブ
レーキを踏んだとき、後続車に追突される可
能性を低減させるため、制動灯を点滅させて
後方へ急ブレーキを知らせます。

エマージェンシーストップシグナル
について

● 60km/h以上の速度で走行中、急ブレー
キを踏むと作動します。

●次の場合は作動が停止します。
― ブレーキペダルから足を離したとき
― ブレーキペダルを踏んでいても急ブ
レーキではなくなったとき

― 非常点滅表示灯をONにしたとき

ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

ABSとは急ブレーキ時や滑りやすい路面での
ブレーキ時に、タイヤのロックを防止して、
車両の安定性を向上させると共にハンドル操
作による障害物回避をしやすくするシステム
です。

ABSについて
急ブレーキを踏まなければいけないような
状況に陥らないよう、安全運転を心がける
ことが大切です。万一の危険な状況では次
のようにしてください。
●危険だと感じたら、ためらわず思い切り
ブレーキペダルを踏み込んでください。

●ABSが作動すると、ブレーキペダルに振
動が伝わったり、作動音が聞こえたりし
ます。これはABSの正常な作動によるも
のです。そのままブレーキペダルを踏み
続けてください。

●障害物回避の際には、ブレーキペダルを
踏みながらハンドル操作をしてください。

●電源ポジションをONにしたときや、始
動後最初の発進時に、エンジンルームか
ら音が聞こえることがありますが、これ
はシステムの作動をチェックしている音
で異常ではありません。

なお、車両を確実に停止させるため、ABS
は低速では作動しません。路面の状況によ
り異なりますが約10km/h以下では作動し
ません。

 警告
● ABSはあくまでも運転者のブレーキ
操作を補助するシステムです。ABS
の付いていない車と同様に、カーブ
の手前では十分な減速が必要です。
早め早めの操作で安全運転をしてく
ださい。

● ABSはブレーキ時の車両の安定性、
操舵性を確保しようとするための装
置で、制動距離が短くなるとは限り
ません。でこぼこ道、じゃり道、積
雪路などでは、ABSの付いていない
車より制動距離が長くなることがあ
ります。このような道を走行すると
きは、特に速度を控えめにし、車間
距離を十分とって運転してください。

● ABSは各車輪の回転速度をセンサー
で検出しています。タイヤ交換時は、
必ず指定サイズのタイヤを4輪に装
着してください。指定サイズ以外で
はABSが正常に作動しなくなり、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。
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スピードメーター（速度計）
走行速度を表示します。

タコメーター（エンジン回転計）
1分間あたりのエンジン回転数を表示しま
す。

水温計
電源ポジションがONのとき、エンジン冷
却水の温度を表示します。

燃料計
燃料の残量を表示します。
●燃料タンクの容量は約80ℓです。

アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

電源ポジションがONのとき、次の項目を
表示します。
● オドメーター（積算距離計）／トリッ
プメーター（区間距離計）  (P.134)

● ポジションインジケーター  (P.134)

● ドライブモードセレクター表示  
(P.134)

● 時計  (P.135)

● 外気温計  (P.135)

● ITS統合インジケーター  (P.135)

● インテリジェント クルーズコントロー
ル表示  (P.136)

● ドライブコンピューター  (P.137)

● ドライブインジケーター  (P.141)

イルミネーションコントロール
自動調節 
電源ポジションがONでライトが点灯して
いるとき、車外の明るさに応じて照明の明
るさを自動的に調節します。

手動調節 
電源ポジションがONのとき調節できます。
●スイッチを押して調節します。
●明るさのレベル表示は、メーター内の
ディスプレイに表示されます。

 知識
● ナビゲーションシステムで
＜MENU＞⇒［設定］⇒［メーター
設定］⇒［メーター演出］をONにし
ているときは、エンジンを始動する
と指針がスイープ動作（スピード
メーターおよびタコメーターの指針
が一度最大値付近を指し戻る）しま
す。詳しくは、別冊のナビゲーショ
ンシステム取扱説明書の「車両情報」
の章をお読みください。

● 電源ポジションをOFFにしてからし
ばらくして指針が振れることがあり
ますが故障ではありません。

 注意
● レッドゾーン（赤色表示部）に入ら
ないように運転してください。レッ
ドゾーンではエンジンが過回転とな
り故障の原因になります。

 注意
● オーバーヒートを示したときは、た
だちに安全な場所に車を止めて処置
してください。そのまま走行を続け
ると、エンジン故障の原因となり、
火災につながるおそれがあります。
詳しくは、オーバーヒートしたとき
（ P.216 ）をお読みください。

 知識
● 坂道やカーブなどでは、タンク内の
燃料が移動するため、表示が振れる
ことがあります。

ライト 車外の明るさ 照明の明るさ
消灯 - 明
点灯 明るいとき 明

暗いとき 暗
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 アドバイス
● センサーの上に物を置いたり、ガラ
スクリーナーなどを吹きかけないで
ください。センサーの感度が低下し、
正常に作動しなくなります。

 知識
● バッテリーを外すと調節した記憶は
消去されます。

● 照明の明るさを、明るいときと暗い
ときそれぞれに調節できます。調節
した内容は自動的に記憶されます。
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警告灯・表示灯

警告灯の表示位置
次のイラストは、説明のためすべての警告灯を表示しています。通常は警告すべき事象がおこったときに該当の警告灯のみ点灯または点滅しま
す。

各警告灯については、（ P.208）をお読みください。
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表示灯の表示位置
次のイラストは、説明のためすべての表示灯を表示しています。通常は事象がおこったときに該当の表示灯のみ点灯します。
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表示灯
メーター内の装備は、車種、グレードなどの違いにより異なります。 

名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
方向指示表示灯 ● 方向指示器または非常点滅表示灯を作動させると

点滅します。
● 点滅が速くなった場合は、日産販売会社で点検を
受けてください。

ヘッドランプ
上向き表示灯

● ヘッドランプの上向きを点灯させると点灯します。 ヘッドランプの上向き、下向き切り替え  (P.188)

テールランプ
表示灯

● 車幅灯、尾灯、番号灯を点灯させると点灯します。 ライトスイッチの使いかた  (P.184)

フォグランプ
表示灯

● フォグランプを点灯させると点灯します。 フォグランプの点灯・消灯  (P.188)

ハイビームアシスト表
示灯

● ハイビームアシストがONのときヘッドランプが点
灯していると、ヘッドランプの上向き、下向きに
かかわらず点灯します。

ハイビームアシストについて  (P.186)
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VDC OFF表示灯 ● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯
し、数秒後に消灯します。

● VDC OFFスイッチを押すと点灯します。

VDC（ビークルダイナミクスコントロール）  
(P.56)

セキュリティー
インジケーター

● 電源ポジションがON以外のときに点滅します。 イモビライザー（盗難防止装置）  (P.44)
● 電源ポジションをONにしたあとも点灯し続けると
きは、システムの異常が考えられます。日産販売
会社で点検を受けてください。

ECOペダルインジケー
ター

● 電源ポジションをONにすると点灯し、数秒後に消
灯します。

● ドライブモードセレクターでドライブモードを
ECOにして走行中に点灯または消灯します。

ドライブモードセレクター  (P.54)

名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法



アドバンスドドライブアシストディスプレイの見かた
メ
ー
タ
ー

133☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

アドバンスドドライブアシストディスプレイの見かた

各部機能と名称

ディスプレイ表示について
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オドメーター（積算距離計）／トリッ
プメーター（区間距離計）

オドメーター（積算距離計）
●総走行距離をkmでメーター内のディスプ
レイに表示します。
トリップメーター（区間距離計）
● と の2種類の区間走行距離をkmで
メーター内のディスプレイに表示します。

●トリップ切り替えスイッチ を押すごと
に と が切り替わります。

●リセットするときは0にしたいほうを表
示させ、トリップ切り替えスイッチ を
1秒以上押します。

ポジションインジケーター
●セレクトレバーのポジションをメーター
内のディスプレイに表示します。

ドライブモードセレクター表示
●現在のドライブモードセレクターのモー
ドをメーター内のディスプレイに表示し
ます。
ドライブモードセレクター  (P.54)

 知識
● バッテリーを外したときは、トリッ
プメーターの と の記憶が消去さ
れ0に戻ります。

 知識
● マニュアルモードのときに、セレク
トレバーやパドルシフト★を操作し
ても希望するギヤに変速できない場
合があります。そのときはポジショ
ンインジケーターが点滅し、ブザー
が鳴ります。
マニュアルモードの使いかた  

(P.47)
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時計
●時刻を表示します。
●時刻はナビゲーションシステムの時計と
連動しており、自動的に調整されます。

●ナビゲーションシステムで次の操作をす
ると、表示を切り替えることができます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［時計］
詳しくは、別冊のナビゲーションシステ
ム取扱説明書の「ご使用前の確認と設定」
の章をお読みください。

外気温計
外気温を表示します。

ITS統合インジケーター
次のシステムの作動状態を簡易的に表示し
ます。
●インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）（ P.60）

● LDW（車線逸脱警報）（ P.60）
●インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）（ P.65）

●BSW（後側方車両検知警報）（ P.65）
●インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）（ P.110）

●インテリジェント ペダル（車間距離維持
支援システム）（ P.95）

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ（ P.105）

 知識
● 外気温センサー取付部の温度を表示
するため、実際の外気温とは異なる
ことがあります。
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インテリジェント クルーズコント
ロール表示

インテリジェント クルーズコントロールの
状態を表示します。
インテリジェント クルーズコントロール  

(P.78)
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ドライブコンピューター
●電源ポジションをONにすると、ステアリングスイッチの選択スイッチ を押すごとに表示が切り替わります。
●ナビゲーションシステムで次の操作をすると、表示したい項目を選択することができます。
＜MENU＞ ⇒ ［設定］ ⇒ ［メーター設定］ ⇒ ［メインメニュー選択］
詳しくは、別冊のナビゲーションシステム取扱説明書の「車両情報」の章をお読みください。

画面の切り替えかた
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車両情報

項目 概要 詳細説明
航続可能距離 ● 現在の燃料残量と平均燃費から航続可能な距離を

表示します。
● 燃料残量警告灯（ P.209）が表示されると、
航続可能距離の距離表示が点滅します。

● 燃料残量警告表示後も燃料を補給しないと「---」
と表示します。

 知識
 

●数値は約30秒ごとに算出しています。
●電源ポジションがONのときに給油を行うと、正
常な数値が表示されません。給油は電源ポジショ
ンをOFFにして行ってください。

車速 ● 瞬間車速と、リセットしてからの平均車速を表示
します。

● 平均車速をリセットするときは、この画面を表示
中に選択スイッチの または を1秒以上押しま
す。

 知識
 

●バッテリー接続後やリセット後は「---」と表示し
ます。

●平均車速の数値は約30秒ごとに更新しています。

ドライブ情報
（走行距離／走行時間）

● リセットしてからの走行距離、走行時間を表示し
ます。

● リセットするときは、この画面を表示中に選択ス
イッチの または を1秒以上押します。
（走行距離と走行時間を同時にリセットします。） -
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燃費情報 ● リセットしてからの平均燃費、および走行中の瞬
間燃費を表示します。

● 平均燃費をリセットするときは、この画面を表示
中に選択スイッチの または を1秒以上押しま
す。

 知識
 

●平均燃費は、バッテリー接続後やリセット後は
「---」と表示します。

●平均燃費は約30秒ごとに更新します。

ナビゲーション ● ナビゲーションシステムでルートガイドを設定し
ていると、ルート案内を表示します。

● ナビゲーションシステムの操作方法は、別冊のナ
ビゲーションシステム取扱説明書の「ご使用前の
確認と設定」の章をお読みください。

● ナビゲーションシステムで目的地を設定していな
いときは、コンパス（車両の進行方位）を表示し
ます。

オーディオ ● オーディオの情報を表示します。 ● オーディオの取り扱いについては、別冊のナビ
ゲーションシステム取扱説明書の「オーディオ」
の章をお読みください。

項目 概要 詳細説明
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走行支援 ● 次のシステムの作動状態を表示します。
― インテリジェント LI（車線逸脱防止支援シス
テム）

― LDW（車線逸脱警報）
― インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援
システム）

― BSW（後側方車両検知警報）
― インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）
― インテリジェント ペダル（車間距離維持支援
システム）

― インテリジェント エマージェンシーブレーキ

● 詳しくは、各システムの説明をお読みください。
― LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント 

LI（車線逸脱防止支援システム）  (P.60)

― BSW（後側方車両検知警報）／インテリ
ジェント BSI（後側方衝突防止支援システム）  
(P.65)

― インテリジェント FCW（前方衝突予測警
報）  (P.110)

― インテリジェント ペダル（車間距離維持支
援システム）  (P.95)

― インテリジェント エマージェンシーブレー
キ  (P.105)

タイヤ空気圧 ● 走行中のタイヤ空気圧を表示します。 ● タイヤ空気圧は走行中に計測されるため、電源ポ
ジションをONにしてから25km/h以上で走行し
データを取得するまでは、［空気圧は走行時に計
測後表示されます］というメッセージが表示さ
れ、タイヤ空気圧は表示されません。

● ナビゲーションシステムで空気圧の単位を切り替
えることができます。詳しくは、別冊のナビゲー
ションシステム取扱説明書の「車両情報」の章を
お読みください。

シャシー制御 ● 走行中、インテリジェント トレースコントロー
ル（コーナリング安定性向上システム）の作動状
態を表示します。

● インテリジェント トレースコントロール（コー
ナリング安定性向上システム）については、
（ P.57）をお読みください。

項目 概要 詳細説明
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ドライブインジケーター

エンジンオイル ● 車両システムが自動で設定した、エンジンオイル
交換までの距離を表示します。

● エンジンオイル交換までの距離は、走行状況に応
じてシステムにより自動で設定されます。手動で
設定することはできません。

● エンジンオイル交換後は、必ず表示をリセットし
てください。リセットするときは、この画面を表
示中にステアリングスイッチの選択スイッチ
（ P.137）を1秒以上押します。

 アドバイス
 

●エンジンオイル交換時以外にリセットはしないで
ください。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法

● ブレーキペダルを踏みながらエンジンスイッチを押し、
エンジンを始動することを表示します。

● ブレーキペダルを踏みながらエンジンスイッ
チを押してください。エンジンが始動します。

 知識
 

●次の場合、表示が消えます。
― エンジンを始動したとき
― 表示から約15秒経過したとき
― リモートコントロールエントリー機能、ま
たはリクエストスイッチでドアを施錠した
とき

― セレクトレバーが 以外になったとき
● インテリジェントキーの電池が切れたときや、使用環
境により、インテリジェントキーと車両の通信が正常
に行われないときに表示します。

● ブレーキペダルを踏みながら、インテリジェ
ントキーのロゴマーク裏面をエンジンスイッ
チに接触させてください。

項目 概要 詳細説明
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● インテリジェントキーの電池切れが近くなると電池の
交換を知らせます。

● 新しい電池に交換してください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.161)

 知識
 

●次の場合、インテリジェントキー電池切れ表示
が消えます。
― 表示から約30秒経過したとき
― 電源ポジションをON以外にしたとき

● 電源ポジションがACCまたはONのとき、インテリ
ジェントキーが車外に持ち出されると表示します。

● インテリジェントキーが車外に持ち出されて
いないか確認してください。

● ドアまたはトランクが確実に閉まっていないとき、開
いている位置を表示します。

● ドアやトランクを確実に閉めてください。

 知識
 

●走行前に表示が消えていることを確認してくだ
さい。ドア、トランクが完全に閉まっていない
（半ドア）と走行中に突然開き、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● ハンドルロック（ステアリングロック）やインテリ
ジェントキーのシステムに異常があると表示します。

● 日産販売会社に連絡してください。エンジン
が始動できないことや電源ポジションが切り
替わらないことがあります。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● セレクトレバーが 以外のとき、電源ポジションをON
からOFFにすると表示します。

● セレクトレバーを にしてください。
● 電源ポジションをONにしたときも表示が消え
ます。

● 電源ポジションがACCでメーター内のディスプレイに
［ レンジに入れてください］のメッセージが表示され
ているとき、セレクトレバーを操作して にすると表
示します。

● 上記を操作後、エンジンスイッチを押して電源ポジ
ションをONにしたときに表示します。

● 電源ポジションをOFFにしてください。

 知識
 

●次の場合に表示が消えます。
― 電源ポジションをOFFにしたとき
― エンジンを始動したとき
― セレクトレバーを 以外にしたとき

● 次のときに電源ポジションを切り替えようとすると表
示します。
― インテリジェントキーを携帯していないとき
― 登録されていないインテリジェントキーを携帯して
いるとき

● インテリジェントキーを携帯してください。
● 新しい電池に交換してください。

インテリジェントキーの電池交換  
(P.161)

● 自車のインテリジェントキーであることを確
認してください。

● パーキングブレーキを戻し忘れたまま走行すると（約
7km/h以上）表示し、ブザーが鳴ります。

● すみやかにパーキングブレーキを解除してく
ださい。

 警告
 

●パーキングブレーキをかけたまま走行しないで
ください。ブレーキが過熱することによってブ
レーキの効きが悪くなり、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● ハンドルロック（ステアリングロック）を解除できな
いときに表示します。

● ハンドルを軽く左右に回しながらエンジンス
イッチを押してください。ハンドルロック
（ステアリングロック）を解除すると表示が消
えます。

● 燃料が少なくなると表示します。
残っている燃料で航続可能な距離を表示します。

● すみやかに指定の燃料を補給してください。

 知識
 

●燃料の残量が約11ℓ以下で表示します。
●車両姿勢、走行状況によっては、燃料がタンク
内で移動するため、警告が表示されるタイミン
グが変わる場合があります。

● シャシー制御のシステムに異常があると表示します。 ● すみやかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● タイヤ空気圧が低下すると、表示します。 ● 安全な場所に停車し、タイヤを確認してくだ
さい。

● パンクではなく、タイヤ空気圧が低下してい
るときには、タイヤが冷えた状態で指定の空
気圧に調整してください。

● タイヤがパンクしたときは、すみやかに日産
販売店で点検を受けてください。

● 空気圧を正しく調整したあと、必ずタイヤ空
気圧警報システムのリセット操作をしてくだ
さい。リセット操作後、タイヤ空気圧警告灯
とメーター内ディスプレイの警告表示が消灯
します。
タイヤ空気圧警報システム  (P.235)

 知識
 

●同時にタイヤ空気圧警告灯が点灯します。
●タイヤの空気圧は、走行するとタイヤ内部の温
度上昇に伴い増加します。

●温度による空気圧の変化や、自然に空気圧が減
少したときにも点灯しますが、適切な空気圧に
調整して消灯すれば故障ではありません。

●高速走行時はタイヤ空気圧警告灯が約1分間点
滅したあと点灯することがありますが、減速し
て消灯すれば故障ではありません。
タイヤ空気圧警報システム  (P.235)

● タイヤ空気圧が大きく低下すると、表示します。 ● パンクしているおそれがあるため、すみやか
に日産販売会社で点検を受けてください。

 知識
 

●同時にタイヤ空気圧警告灯が点灯し、警報が鳴
ります。しばらくすると警報は止まりますが、
警告灯は点灯し続けます。
タイヤ空気圧警報システム  (P.235)

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● エンジン回転中、エンジン内部を潤滑しているオイル
の圧力が低下すると表示します。

● ただちに安全な場所に停車し、エンジンを停
止して日産販売会社に連絡してください。

 注意
 

●点灯したまま走行しないでください。エンジン
が破損し発火するおそれがあります。

● ナビゲーションシステムで次のシステムをすべてOFF
にしているとき、ステアリングにあるONスイッチを押
すと表示します。
― インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）
（ P.60）

― インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）（ P.65）

― インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システ
ム）（ P.95）

― インテリジェント エマージェンシーブレーキ
（ P.105）

● ナビゲーションシステムで次の操作をして、
ご使用になりたいシステムをONにしてくださ
い。
＜MENU＞⇒［運転支援］
詳しくは、 運転支援  (P.180)をお読みくだ
さい。
ナビゲーションシステムの操作方法は、別冊
のナビゲーションシステム取扱説明書の「ご
使用前の確認と設定」の章をお読みください。

● 次のいずれかのシステムが故障すると表示します。
― インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）
（ P.60）

― LDW（車線逸脱警報）（ P.60）
― インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）（ P.65）

― BSW（後側方車両検知警報）（ P.65）
― インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システ
ム）（ P.95）

● 安全な場所に停車して一度エンジンを停止さ
せ、再始動してからいずれかのシステムをON
にしてください。

● 上記の操作をしてもONにできない、または表
示が点灯し続けるときは、システムの異常が
考えられます。通常走行には支障はありませ
んが、日産販売会社で点検を受けてください。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法



アドバンスドドライブアシストディスプレイの見かた
メ
ー
タ
ー

147☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

● アクセルペダルを戻す力を発生させているモーターが
高温になり、次のシステムが作動を停止すると表示し
ます。
― インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システ
ム）（ P.95）

― インテリジェント BUI（後退時衝突防止支援システ
ム）（ P.74）

● モーターの温度が下がると、システムは自動
的に作動を再開します。

● 車両前部に取り付けられた レーダーセンサー周辺に雪
や氷、泥 などが付着し、次のシステムが停止すると表
示します。
― インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）
（ P.110）

― インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システ
ム）（ P.95）

― インテリジェント クルーズコントロール（ P.78）
― インテリジェント エマージェンシーブレーキ
（ P.105）

● 次のような道路形状、または建造物がある場合は、
レーダーが先行車を正確に検知できず、作動が停止し、
表示します。
― 長い橋を走行しているとき
― 砂地や雪原を走行しているとき
― 長い壁の近くを走行しているとき

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止し
てからレーダーセンサーおよびその周辺の汚
れなどを取り除き、エンジンを再始動してく
ださい。

● 停止したときの状態が改善、または変更され
ると、システムは自動的に作動を再開します。
（再開するまでに時間がかかることがありま
す）

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● 車両後部に取り付けられたレーダーセンサー周辺に雪
や氷、泥 などが付着し、次のシステムが停止すると表
示します。
― インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）（ P.65）

― BSW（後側方車両検知警報）（ P.65）
― インテリジェント BUI（後退時衝突防止支援システ
ム）（ P.74）

● レーダーセンサーおよびその周辺の汚れなど
を取り除いてから、システムを一旦OFFにし
たあと、再びONにしてください。

● 次のシステムが停止すると表示します。
停止する条件については、各システムをお読みくださ
い。
― インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）
（ P.60）

― インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）（ P.65）

― インテリジェント クルーズコントロール（ P.78）

● 停止したシステムを再び作動させる場合は、
停止したときの状態が改善されてから、ス
イッチで再びONにしてください。

● 炎天下に駐車したときなど、マルチセンシングフロン
トカメラが高温になり、次のシステムが停止すると表
示します。
― インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）
（ P.60）

― LDW（車線逸脱警報）（ P.60）
― インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）（ P.65）

● 停止したシステムを再び作動させる場合は、
マルチセンシングフロントカメラ周辺の温度
が下がってから、スイッチで再びONにしてく
ださい。

● カメラおよびカメラ周辺の温度が高いとき、次のシス
テムが停止すると表示します。
― インテリジェント エマージェンシーブレーキ
（ P.105）

● 車室内の温度が下がるとシステムは自動的に
作動を再開します。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● インテリジェント BUI（後退時衝突防止支援システム）
の作動が停止すると表示します。
インテリジェント BUI（後退時衝突防止支援システ

ム）  (P.74)

● セレクトレバーが でナビゲーション画面に
バックビューが表示されているとき、インテ
リジェント BUI（後退時衝突防止支援システ
ム）のアイコンをタッチすると、システムを
一時的にOFFにできます。

● LEDヘッドランプに異常があると表示します。 ● すみやかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

● アクティブAFSに異常があると表示します。 ● すみやかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● セレクトレバーを にしたまましばらくすると表示し
ます。

● そのまま電源ポジションを切り替えたり、セ
レクトレバーを動かしたりしないと、省エネ
のため自動的に電源ポジションがOFFになり
ます。

● ナビゲーションシステムで次の操作をすると
機能のON･OFFを切り替えることができま
す。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒［バッテ
リーセーバーモード］
ナビゲーションシステムの操作方法は、別冊
のナビゲーションシステム取扱説明書の「ご
使用前の確認と設定」の章をお読みください。

● セレクトレバーが のまま時間が経過し、自動的に電
源ポジションがOFFになると表示します。

● 電源ポジションがON以外の位置で運転席ドアを開けた
とき、次の場合に表示し、ブザーが鳴ります。
― ライトスイッチが の位置にあるとき
― ライトスイッチを /OFFの位置に回して、メー
ター内のテールランプ表示灯 が点灯していると
き

● ライトスイッチをAUTOの位置にする、また
は /OFFの位置に回して、メーター内の
テールランプ表示灯 を消灯してください。
ライトスイッチ  (P.184)

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● ナビゲーションシステムで手動で設定したオイル/オイ
ルフィルター交換距離に達すると表示します。

● オイル/オイルフィルター交換距離は、設定し
たりリセットしたりできます。

● 走行距離を元にお知らせしているもので、実
際の車両状態を示したものではありません。
目安としてお使いください。

● ナビゲーションシステムで次の操作をすると
設定できます。
＜MENU＞ ⇒ ［設定］ ⇒ ［メーター設定］ ⇒ 
［メンテナンス］ ⇒ ［オイル／オイルフィル
ター］
詳しくは、別冊のナビゲーションシステム取
扱説明書の「車両情報」の章をお読みくださ
い。

● ナビゲーションシステムで手動で設定したタイヤ交換
距離に達すると表示します。

● タイヤ交換距離は、設定したりリセットした
りできます。

● 走行距離を元にお知らせしているもので、実
際の車両状態を示したものではありません。
目安としてお使いください。

● ナビゲーションシステムで次の操作をすると
設定できます。
＜MENU＞ ⇒ ［設定］ ⇒ ［メーター設定］ ⇒ 
［メンテナンス］ ⇒ ［タイヤ］
詳しくは、別冊のナビゲーションシステム取
扱説明書の「車両情報」の章をお読みくださ
い。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法



アドバンスドドライブアシストディスプレイの見かた

メ
ー
タ
ー

152

● ナビゲーションシステムで手動で設定したオイル/オイ
ルフィルター、タイヤ以外の整備項目の点検距離また
は交換距離に達すると表示します。

● その他の整備項目には、たとえばタイヤの
ローテーションを行う距離の設定ができます。
項目の点検／交換距離は設定したり、リセッ
トしたりできます。

● 走行距離を元にお知らせしているもので、実
際の車両状態を示したものではありません。
目安としてお使いください。

● ナビゲーションシステムで次の操作をすると
設定できます。
＜MENU＞ ⇒ ［設定］ ⇒ ［メーター設定］ ⇒ 
［メンテナンス］ ⇒ ［ユーザー］
詳しくは、別冊のナビゲーションシステム取
扱説明書の「車両情報」の章をお読みくださ
い。

● 外気温が3℃以下になったことを知らせます。 ● ナビゲーションシステムで次の操作をすると、
ON／OFFを切り替えることができます。（初
期設定はONに設定されています。）
＜MENU＞ ⇒ ［設定］ ⇒ ［メーター設定］ ⇒ 
［アラーム］
詳しくは、別冊のナビゲーションシステム取
扱説明書の「車両情報」の章をお読みくださ
い。

● 設定した時間まで連続走行したことを知らせます。 ● ナビゲーションシステムで次の操作をすると、
ON／OFFを切り替えることができます。（初
期設定はONに設定されています。）
＜MENU＞ ⇒ ［設定］ ⇒ ［メーター設定］ ⇒ 
［アラーム］
詳しくは、別冊のナビゲーションシステム取
扱説明書の「車両情報」の章をお読みくださ
い。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● 踏み間違い衝突防止アシストが作動すると表示します。 ● 車速約15km/h未満で進行方向に壁などの障
害物を検知している場合に、アクセルペダル
がすばやく深く踏み込まれたとシステムが判
断したときに作動します。
踏み間違い衝突防止アシスト  (P.113)

● 車両システムが自動で設定したエンジンオイル交換ま
での距離が1,500km未満になると、電源ポジションを
ONにしたときに表示します。

● エンジンオイル交換までの距離は、走行状況
に応じてシステムにより自動で設定されます。
手動で設定することはできません。

● エンジンオイル交換後は、必ず表示をリセッ
トしてください。リセットするときは、この
画面を表示中にステアリングスイッチの選択
スイッチ（ P.137）を1秒以上押します。

 アドバイス
 

●エンジンオイル交換時以外にリセットはしない
でください。

● 車両システムが自動で設定したエンジンオイル交換距
離に達すると表示します。

● エンジンオイル交換後は、必ず表示をリセッ
トしてください。リセットするときは、この
画面を表示中にステアリングスイッチの選択
スイッチ（ P.137）を1秒以上押します。

 アドバイス
 

●表示されたときは、できるだけ早くエンジンオ
イルを交換してください。劣化したエンジンオ
イルのまま走行し続けると、エンジンが破損す
るおそれがあります。

●エンジンオイル交換時以外にリセットはしない
でください。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● 次のシステムが故障すると表示します。
― インテリジェント エマージェンシーブレーキ
（ P.105）

― インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）
（ P.110）

― 踏み間違い衝突防止アシスト（ P.113）

● 安全な場所に停車し、電源ポジションをOFF
にしてから再始動してください。

● 再始動後もメッセージが表示するときは、シ
ステムの異常が考えられます。通常走行に支
障はありませんが、日産販売会社で点検を受
けてください。

● 次のシステムが、放送局など周辺の電波源により影響
を受けているときに表示します。
― インテリジェント エマージェンシーブレーキ
（ P.105）

― インテリジェント FCW（前方衝突予報警報）
（ P.110）

● 周辺の電波源による影響を受けているときは
システムは作動しません。

● 状態が改善されると、システムは作動を再開
します。

● 以下の状況により、インテリジェント エマージェン
シーブレーキが作動しないときに表示します。
― 雨、雪、霧または、カメラ前方のフロントガラス凍
結、汚れなどで、カメラの視界が確保できなくなっ
たとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプを点灯せず、
真っ暗な状態が継続したとき

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止し
てからカメラ前方のフロントガラスの汚れな
どを取り除き、エンジンを再始動してくださ
い。

● 停止したときの状態が改善されると、システ
ムは作動を再開します。

● 以下の状況により、インテリジェント エマージェン
シーブレーキが作動しないときに表示します。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹雪など）で視
界が悪いとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車両のハイビームな
ど）を受けているとき

● 悪天候時にはインテリジェント エマージェン
シーブレーキは作動しません。

● 状況が改善されると、システムは自動的に作
動を再開します。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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● VDCをOFFにしたときに表示します。 ● VDCをOFFにしたときに停止する機能につい
ては、（ P.57）をお読みください。

● 以下の状況により、インテリジェント エマージェン
シーブレーキが作動しないときに表示します。
― インテリジェント エマージェンシーブレーキのシス
テムチェックが正常に終了しなかったとき

― 駐車支援機能（フロントソナー、コーナーソナー、
リヤソナー）に異常が発生しているとき

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。

● 状況が改善されると、システムは自動的に作
動を再開します。

画面に表示されたアイ
コンまたはメッセージ 表示される条件 説明・対処方法
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各部の操作

各
部
の
操
作

ドアの施錠と解錠
インテリジェントキー P.158
インテリジェントキーの電池交換 P.161
ドア P.162

各部の開閉
トランクの開閉 P.166
燃料補給口 P.167

ウインドーの開閉
パワーウインドー P.169
電動ガラスサンルーフ★ P.170

エアコンの操作
インテリジェントエアコンシステム P.172
吹き出し口 P.177
エアコンを使うときに注意すること P.178

ナビゲーションシステム
各種設定画面 P.180

スイッチの操作
ライトスイッチ P.184
ワイパー・ウォッシャースイッチ P.189

室内装置
サンバイザー／バニティミラー P.192
マップランプ／リヤパーソナルランプ P.192

オーバーヘッドコンソール P.194
グローブボックス P.194
センターコンソールボックス P.195
カップホルダー／ボトルホルダー P.195
小物入れ P.196
電源ソケット P.196
アシストグリップ／コートハンガー P.197
トランクフック P.198
アクティブ・ノイズ・コントロール／アクティブ・
サウンド・コントロール P.198
フロアカーペット P.199
157
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ドアの施錠と解錠

インテリジェントキー
インテリジェントキーを携帯することにより、
キーを取り出すことなくドアの施錠・解錠
（ P.162）やエンジンの始動（ P.50）が
できます。

各部名称と機能
ドア施錠スイッチ

●スイッチを押すと、全ドアおよび燃料補
給口が施錠されます。

ドア解錠スイッチ
●スイッチを押すと、全ドアおよび燃料補
給口が解錠されます。

トランク解錠スイッチ
●スイッチを1秒以上押すと、トランクが
解錠されます。

メカニカルキー
●インテリジェントキーの電池が切れたと
きや、バッテリーがあがったときなどに
ドアの施錠・解錠ができます。

キー番号タグ
●キーを紛失した場合、キー番号から日産
販売会社でスペアキーを作成できますの
で、大切に保管してください。

 知識
アンサーバック機能
● ドアの施錠・解錠時に、作動確認の
ためのブザーと非常点滅表示灯が作
動します。（施錠時1回、解錠時2回）

● トランク解錠時に、作動確認のため
のブザーが作動します。（解錠時4
回）

● アンサーバック機能のブザーを停止
することができます。日産販売会社
にご相談ください。

アンサーバックエクステリアライト機能
● ドアの施錠・解錠時に、車幅灯、尾
灯、番号灯が作動します。（施錠時約
10秒、解錠時約30秒）

● ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、アンサーバックエクステ
リアライト機能のON・OFFを切り
替えることができます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［アンサーバックエクステリアライ
ト］
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

オートロック機能
● タッチセンサーまたはリクエストス
イッチ（またはインテリジェント
キーのドア解錠スイッチ）を押して、
解錠後約30秒以内に以下のいずれか
の操作も行わなかった場合は、盗難
防止のため自動的に全ドアが施錠さ
れます。（施錠されるまでの間に、再
度インテリジェントキーの解錠ス
イッチを押すと、その時点から約30
秒後に施錠されます。）
― ドアを開ける
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インテリジェントキーに関する注意
事項

 知識
― エンジンスイッチを押す

 警告
● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）を使用し
ている方は、アンテナから約22cm
以内の範囲に装着部位が近づかない
ようにしてください。ドア開閉時、
各タッチセンサーおよびリクエスト
スイッチ操作時、エンジン始動時な
どにインテリジェントキーの電波が
植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）の作動に
影響を与えるおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）以外の医
療電気機器を使用している方は、イ
ンテリジェントキーの電波が医療電
気機器の動作に影響を与える場合が
あるため、医療電気機器製造業者な
どへ影響を確認してからご使用くだ
さい。

● 航空機内ではインテリジェントキー
のスイッチを押さないでください。
また、バッグなどに収納するときは、
荷物などでスイッチが押されないよ
うにしてください。万一スイッチが
押されると電波が発信され、航空機
の運航に支障をきたすおそれがあり
ます。

 注意
● インテリジェントキーは運転者が必
ず携帯してください。

● インテリジェントキーは、エンジン
の始動やドアの施錠・解錠など、車
を操作するためにはなくてはならな
いものです。大切に保管してくださ
い。

● インテリジェントキーは、必ずメカ
ニカルキーを内蔵した状態で携帯し
てください。

 アドバイス
● インテリジェントキーは微弱な電波
を使用しています。次のような使用
環境では機能に障害が起こるため、
インテリジェントキー機能やリモー
トコントロールエントリー機能が正
常に作動しない場合があります。
― 近くにテレビ塔や発電所、放送局
など強い電波やノイズを発生する
設備があるとき

― 無線機や携帯電話などの無線通信
機器を一緒に携帯しているとき
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 アドバイス
― インテリジェントキーが金属製の
物に接したり、覆われたりしてい
るとき

― 近くで電波式リモートコントロー
ルエントリーを使用しているとき

― インテリジェントキーをパソコン
などの電化製品の近くに置いたと
き

― コインパーキングに駐車したとき
（車両検出用の電波の影響があるた
め）

― 近くで電波式侵入警報装置を使用
しているとき

― 極端に気温が低いとき（電池の性
能が低下するため）

● インテリジェントキーは電波法の認
証に適合しています。次のことを必
ずお守りください。
― 電池を交換するとき以外は分解し
ない（分解、改造したものを使用
することは法律で禁止されていま
す）

― 日本国内のみで使用する
● インテリジェントキーは車両との通
信のために常時受信動作をしている
ため、常に電池を消耗しています。
電池の寿命は使用状況によりますが
約2年です。電池が切れた場合、新
しい電池と交換してください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.161)

● インテリジェントキーの電池が切れ
たときは、応急処置としてエンジン
の始動やドアの施錠・解錠を行うこ
とができます。
インテリジェントキーで始動でき

ない  (P.204)

インテリジェントキーでドアが開
かない  (P.203)

● インテリジェントキーをテレビやパ
ソコンなどの電化製品の近くに置か
ないでください。電池を著しく消耗
することがあります。

● インテリジェントキーの電池が消耗
しているときや、強い電波、ノイズ
のある場所では、作動範囲が狭く
なったり、作動しないことがありま
す。

● インテリジェントキーは送信機を内
蔵している精密機械です。故障を防
止するため、次のことをお守りくだ
さい。
― 長時間高温になる場所に置かない
― 分解しない
― 無理に曲げたり、落としたり、強
い衝撃を与えたりしない

― 水に濡らさない
― 超音波洗浄器などにかけない
― 磁気を帯びたキーホルダーなどを
つけない

― テレビ、オーディオなど、磁気を
帯びた機器の近くに置かない

● インテリジェントキーはドアポケッ
トに入れないでください。ドアを閉
めるとき衝撃により破損するおそれ
があります。また、ドアポケット内
に一緒に入れておいた物がドアを閉
めた衝撃で当たるなどして勝手にス
イッチが入り、キーを車室内に封じ
込めるおそれがあります。

● インストルメントパネル上面、ドア
ポケット付近、グローブボックス内、
フロア上では、キーが正常に作動し
なかったり、車外から施錠ができ、
キーを車室内に封じ込めたりするお
それがあります。

 知識
● インテリジェントキーは同じ車両で
最大4個まで使うことができます。
ご購入やご使用開始方法については、
日産販売会社にご相談ください。

● インテリジェントキーを紛失したと
きは、盗難などを防ぐため、ただち
に日産販売会社にご相談ください。

● キー番号を打刻したタグは大切に保
管してください。キー番号を日産販
売会社に連絡すると購入できます。

● インテリジェントキーのスイッチを
押しても作動しないときは、電池の
消耗または故障が考えられます。日
産販売会社にご相談ください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.161)
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パーソナルアシスタント機能
あらかじめユーザー情報を登録しておくと、
インテリジェントキーを携帯して車両へ乗
り込んだとき、 自動的にユーザーを認識し
ます。
●電源ポジションをONにすると、インテ
リジェントキーで認識したユーザーへの
挨拶画面をナビゲーションシステム画面
に表示し、 ログインすることができます。
詳しくは、別冊のナビゲーションシステ
ム取扱説明書の「ご使用前の確認と設定」
の章をお読みください。

●前回とインテリジェントキーの使用者が
異なるときは、ユーザーへの挨拶画面か
らユーザーを切り替えることができます。

●ユーザー情報は最大4人まで登録でき、
ドライブモード、運転ポジション（シー
ト、ハンドル位置、ドアミラー鏡面角
度）、エアコンの設定、 オーディオの設
定、ナビの設定などの各種設定を記憶し
ます。

●パーソナルアシスタント機能では、次の
機能について設定することができます。
― エンジン・トランスミッション
― ステアリング
― サスペンション★
― 運転支援の設定
― インテリジェント トレースコントロー
ル（コーナリング安定性向上システ
ム）（ P.57）

― 運転ポジション（シート、ハンドル位
置、ドアミラー鏡面角度）（ P.35）

― メーターの設定※

― エアコンの設定（ P.172）
― ナビゲーションシステムの設定※
― オーディオの設定※
※：別冊のナビゲーションシステム取扱
説明書の「ご使用前の確認と設定」の章
をお読みください。

インテリジェントキーの電池交換
インテリジェントキーのスイッチを押しても
作動しないときは、電池の消耗または故障が
考えられます。

交換のしかた
1. キー裏側のロックを外しながら、メ

カニカルキーを引き抜きます。

2. スリットにマイナスドライバーを差
し込み、ひねってカバーを取り外し
ます。（カバーが傷つかないように、
マイナスドライバーに布を巻いてく
ださい。）

3. 消耗した電池を取り外し、新しい電
池をはめ込みます。（新しい電池は、
+極を下にして取り付けてくださ
い。）
使用電池：CR2032

4. カバーの先端を合わせて上下のカ
バーを組み付けます。確実に取り付
けられたことを確認してください。

 知識
● 4人目のユーザー（ゲスト）の名前
と写真は変更できません。

 警告
● 電池および取り外した部品は、お子
さまが飲み込まないように注意する。
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ドア

インテリジェントキー機能による施
錠・解錠

■ 前席ドア／後席ドア
●施錠するときは、運転席または助手席ド
アのリクエストスイッチ を押します。

●解錠するときは、運転席または助手席ド
アのドアハンドルを握ります。
ドアハンドル裏側のタッチセンサー に
触れるようにドアハンドルを握ると解錠
されます。
（施錠した直後の約2秒間は解錠できませ
ん）

 警告
インテリジェントキーには、ボタン
電池が使用されています。誤って電
池を飲み込むと、わずか 2 時間で重
度の化学熱傷を引き起こし、死亡ま
たは重大な傷害につながるおそれが
あります。新しい電池および取り外
した電池は、お子さまの手の届かな
い場所に保管してください。

● 電池を飲み込んだり、体内に入れて
しまった場合は、直ちに医師の診察
を受ける。

 注意
● カバーがしっかりと閉まらない場合
は、インテリジェントキーの使用を
中止する。
インテリジェントキーをお子さまの
手の届かない場所に保管し、すみや
かに日産販売会社にご連絡ください。

 アドバイス
● 電池交換の際、キーを破損するおそ
れがあります。日産販売会社での交
換をおすすめします。

● 本体に傷をつけるおそれがあるため、
ドライバーに布などを当てて外して
ください。ドライバーを奥に差し込
みすぎると内部の基板を傷つけるお
それがあります。

● 内部回路、電子端子などに触れない
でください。故障の原因となります。

● 電池交換の際は、必ず同じタイプの
電池と交換してください。

● 電池交換後は、インテリジェント
キーシステムの各機能が正常に作動
するか必ず確認してください。

 アドバイス
● 車両に近づきすぎている場合などは
作動しないことがあります。

● 作動範囲は各リクエストスイッチを
中心に約80cmの球状になっている
ため、地面近くや高い場所では作動
しないことがあります。

● 手袋などを着用したままドアハンド
ルを握ると、タッチセンサーが反応
しないことがあります。

● 急にドアハンドルを引くと、ドアが
解錠される前にドアハンドルが引か
れるため、解錠できないことがあり
ます。その場合、一度ドアハンドル
を戻すと解錠されます。再度ドアハ
ンドルを引いてください。
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リモコンによる施錠・解錠
車に近づき、リモコンスイッチを押します。
作動範囲は、車両から約1mです。（作動範
囲は周囲の状況によって変化します。）
ドア施錠スイッチ を押すと全ドアが施
錠されます。
ドア解錠スイッチ を押すと全ドアが解
錠されます。

 アドバイス
● ドアハンドルを握る前にリクエスト
スイッチを押してしまうと、約2秒
間解錠できなくなります。また、解
錠できないときにドアハンドルを
握った場合、約2秒経過しても解錠
することができません。一旦ドアハ
ンドルから手を離し、約2秒経過し
てからもう一度ドアハンドルを握っ
てください。

● インテリジェントキーが施錠・解錠
の作動範囲内にあるとき、洗車や大
雨などで多量の水がドアハンドルに
かかるとドアが施錠・解錠されるこ
とがあります。

 知識
● インテリジェントキーを検知してい
るセンサーおよびリクエストスイッ
チでのみ施錠・解錠を行うことがで
きます。

● ドアの施錠・解錠時には、アンサー
バック機能、オートロック機能、ア
ンサーバックエクステリアライト機
能が作動します。
各部名称と機能  (P.158)

● ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、ドアハンドルのスイッチ
での施錠・解錠機能のON･OFFを設
定できます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［リクエストスイッチ ロック・アン
ロック］

ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

● ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、ドアハンドル裏側のセン
サーの作動をOFFにし、リクエスト
スイッチで解錠できるように設定を
変更できます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［タッチドアセンサー］
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

● 次のような場合は、作動しません。
― 電源ポジションがACC、ONのと
き

― ドアが完全に閉まっていない（半
ドア）とき

― インテリジェントキーが施錠・解
錠の作動範囲内にないとき

― 携帯しているインテリジェント
キー以外に自車のインテリジェン
トキーが車内またはトランク内に
あるとき
（解錠のみできます）

― インテリジェントキーの電池が切
れているとき

衝撃感知式ドアロック解除システム
● 電源ポジションがONのとき、車両
が前後方向または側面から強い衝撃
を受けるとシステムが作動し、約3
秒後に全ドアが自動的に解錠されま
す。衝撃の強さなどによっては、作
動しないことがあります。システム
作動後にシステムを解除させる（ド
アをロックする）には、一旦電源ポ
ジションをOFFにしてください。
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ドアロックスイッチによる施錠・解
錠

運転席または助手席のドアロックスイッチ
を押します。
ドアロックスイッチの左側 を押すと施
錠されます。
ドアロックスイッチ右側 を押すと解錠
されます。

ロックノブによる施錠・解錠
ロックノブを前方に押し込むと施錠されま
す。
ロックノブを手前に引くと解錠されます。

キーを使わない施錠
●前席ドア 
車室内のロックノブを押し込み、ドアハ
ンドルを引きながらドアを閉めます。

●後席ドア 
車室内のロックノブを押し込み、そのま
まドアを閉めます。

チャイルドセーフティドアロック
車室内のロックノブの位置に関係なく、後
席ドアを車室内から開けられなくできます。
●ドアロックのしかた
後席ドアにあるロックレバーをLOCK位
置にしてドアを閉めます。

 知識
● 次のような場合は、インテリジェン
トキーのスイッチを押しても作動し
ません。
― 電源ポジションがACC、ONのと
き

― ドアが完全に閉まっていない（半
ドア）とき
（解錠のみできます）

― 車から離れすぎているとき
― インテリジェントキーの電池が切
れているとき

 知識
● 運転席のロックノブで全ドアが施錠
または解錠されます。

● 運転席ドアは、施錠したままでもド
アハンドルを引くとドアが開けられ
ます。そのとき、全ドアが解錠され
ます。

 知識
キー封じ込み防止機能 

● インテリジェントキーが車内（トラ
ンク内も）にあるときは、施錠でき
ません。インテリジェントキーを車
室内に置き忘れたまま施錠すること
を防ぐ機能です。
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●ドアを開けるとき
ロック作動中にドアを開けるときは、ド
アが解錠していることを確認し、車外か
らドアハンドルを引きます。

ドアの施錠・解錠の作動範囲
作動範囲は各リクエストスイッチから周囲
約80cm以内です。作動範囲は各リクエス
トスイッチを中心に球状になっているため、
地面近くや高い場所では作動しないことが
あります。
インテリジェントキーが作動範囲内にある
場合は、インテリジェントキーを携帯して
いる人以外でも施錠・解錠の操作ができま
す。
●ドアハンドルのリクエストスイッチを押
してドアを施錠したあとは、ドアが確実

に施錠されていることを確認してくださ
い。

●解錠される前にドアハンドルを引かない
でください。ドアは解錠されますが、開
きません。一度ドアハンドルを離してか
ら再び引いて開けてください。

●車から離れるときは、盗難や事故防止の
ため、必ず電源ポジションをOFFにして
施錠してください。

 知識
● 車室内から開けるときは、窓ガラス
を下げ、手を外に出して車外のドア
ハンドルを引きます。

 警告
● ドアの開閉はお子さまにはさせない
でください。手、首、足などを挟ん
だりして、重大な傷害につながるお
それがあります。

● ドアを開けるときは、周囲の安全を
十分に注意してください。後続車や
通行人にぶつかるおそれがあります。
風が強いときは特に注意して開けて
ください。

● 走行する前にドアを確実に閉めてく
ださい。走行中に突然ドアが開き、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
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各部の開閉

トランクの開閉

インテリジェントキーによる解錠
●インテリジェントキーを携帯し、トラン
クオープン・リクエストスイッチを押す
と、トランクが解錠されます。

リモコンによる解錠
車に近づき、インテリジェントキーのス
イッチを1秒以上押します。
作動範囲は、車両から約1mです。（作動範
囲は周囲の状況によって変化します。）

トランクオープナースイッチによる
解錠

トランクオープナースイッチを押すと解錠
されます。

開閉のしかた
●開けるときは、解錠後トランクリッドを
持ち上げ、全開にします。

●閉めるときは、トランクリッドを降ろし、
確実にロックするまで押し付けます。

 アドバイス
● 車両に近づきすぎている場合などは
作動しないことがあります。

● 作動範囲はトランクオープン・リク
エストスイッチを中心に約80cmの
球状になっているため、地面近くや
高い場所では作動しないことがあり
ます。

 知識
● 次のような場合は作動しません。
― インテリジェントキーが作動範囲
にないとき

― インテリジェントキーの電池が切
れているとき

 アドバイス
● 以下の場合は、解錠してもトランク
リッドが半ドア状態になることがあ
ります。その場合は、トランクオー
プン・リクエストスイッチで再度解
錠し、手でトランクリッドを持ち上
げてください。
― トランクリッドに雪やアクセサ
リーなどの重量物が付いていると
き

― トランクリッドが凍結していると
き
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燃料補給口
燃料補給口は運転席側の車両後方にあります。

燃料の補給
燃料タンクの容量は、約80ℓです。

燃料補給時の注意事項

 警告
● 走行前にトランクが確実に閉まって
いることを確認してください。トラ
ンクを開けたまま走行すると、車室
内に排気ガスが侵入し、一酸化炭素
中毒になるおそれがあります。一酸
化炭素を吸い込むと、意識が薄れて
事故につながるおそれがあるほか、
死亡または重大な傷害につながるお
それがあります。

 注意
● トランクリッドは必ず全開してくだ
さい。途中で止めると突然閉まるお
それがあります。

● 風が強いときに開けると、風にあお
られ急に閉まることがありますので
特に注意してください。

● トランクを閉めるときは、手などを
挟まないよう注意してください。

 アドバイス
● キーをトランク内に置き忘れないで
ください。

エンジン 指定燃料
VR30DDTT 無鉛プレミアム（無

鉛ハイオク）ガソリ
ン

 アドバイス
● 指定以外の燃料は補給しないでくだ
さい。

● 無鉛プレミアムガソリンが入手でき
ない場合、無鉛レギュラーガソリン
も使用できますが、エンジン出力低
下などの現象が発生します。

● やむをえず無鉛レギュラーガソリン
を給油するときは満タンにせず、で
きるだけ早く無鉛プレミアムガソリ
ンを補給してください。

● やむをえず無鉛レギュラーガソリン
を使用するときは、キックダウンな
どの急加速は避けてください。

 警告
● 燃料補給時は、以下のことを必ずお
守りください。
― 電源ポジションをOFFにする

― 車のドアや窓を閉める
― タバコなどの火気を近づけない
― 気化した燃料を吸わない

● 補給作業を行う前に、金属部分に触
れて身体の静電気を除去してくださ
い。放電による火花で燃料に引火し
たり、やけどをするおそれがありま
す。

● 補給作業はひとりで行ってください。
作業中に車内に戻ったり、帯電して
いる人や物に触れると再帯電するお
それがあります。

● キャップを開けるときはゆっくり回
し、燃料タンク内の圧力を下げてか
ら外してください。急に開けると、
燃料が補給口から吹き返すおそれが
あります。

● 給油ノズルは確実に給油口へ挿入し
てください。給油ノズルの挿入が浅
いと、給油の自動停止が遅れるため、
燃料が吹きこぼれ火災につながるお
それがあります。

● 給油ノズルの自動停止後は、給油の
継ぎ足しをしないでください。継ぎ
足しをすると、燃料があふれて火災
につながるおそれがあります。

● ガソリンスタンド内に掲示されてい
る注意事項を守ってください。
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開閉のしかた

■ 開けかた

1. 運転席または助手席のドアロックス
イッチを押して解錠します。
燃料補給口のリッドロックは、ドア
ロックスイッチの施錠・解錠に連動
しています。

2. リッドを開けます。
リッドの車両後方上側を押すとリッ
ドが少し開きます。開いたすき間に
手を入れて全開します。

3. キャップを左にゆっくり回して開け
ます。
補給時、キャップはリッドのキャッ
プホルダーに置きます。

■ 閉めかた

1. キャップを “カチッ、カチッ” と、
2回以上音がするまで右に回して閉
めます。

2. リッドを閉めます。

 警告
● キャップは確実に閉めてください。
閉まっていないと走行中に燃料が漏
れ、火災につながるおそれがありま
す。

● 日産純正品以外のキャップは使用し
ないでください。
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ウインドーの開閉

パワーウインドー
電源ポジションがONのとき操作できます。

開閉のしかた
運転席のスイッチで、各席の窓ガラスの開
閉ができます。また、助手席のスイッチお
よび後席のスイッチで自席の窓ガラスの開
閉ができます。
●スイッチを押している間、開きます。
●スイッチを引き上げている間、閉まりま
す。

ワンタッチ開閉のしかた（AUTO）
窓ガラスは、ワンタッチで開閉できます。
●スイッチを強く押すと全開します。
●スイッチを強く引き上げると全閉します。
●途中で止めたいときは、スイッチを操作
した反対側に軽く押すか引きます。

ロックのしかた
●運転席のパワーウインドーロックスイッ
チを押し込むと、助手席と後席の窓ガラ
スの開閉ができなくなります。

●スイッチを押し戻すと開閉できます。

 警告
● 乗員の操作を含めすべての窓ガラス
開閉操作は運転者に責任があるため、
次のことを必ず守ってください。

― 走行中は顔や腕、物などを車外に
出さないでください。車外の物に
当たったり、急ブレーキ時に重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

― 窓ガラスを開閉するときは、窓か
ら手や顔などを出したり、故意に
挟み込み防止機構を働かせたりし
ないでください。手や顔、腕など
を窓ガラスに挟まれたり巻き込ま
れたりすると、重大な傷害につな
がるおそれがあります。

― お子さまにはパワーウインドーを
操作させないでください。重大な
傷害につながるおそれがあるため、
パワーウインドーロックスイッチ
を押し込んでください。

― 窓ガラスを開閉するときはお子さ
まに声をかけ、手や腕などが窓ガ
ラス付近にないことを確認してか
ら操作を行ってください。

― 車から離れるときは電源ポジショ
ンをOFFにし、キーとお子さまを
車室内に残さないでください。い
たずらなどの誤った操作によって
思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。
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挟み込み防止機構
●窓ガラスをワンタッチ開閉で閉めている
ときやキーOFF後作動機構で閉めている
ときに、車体と窓ガラスの間に異物の挟
み込みを感知すると、窓ガラスの上昇が
停止し、自動で少し下降し止まります。

●環境や走行条件により、異物を挟んだと
きと同じような衝撃や荷重が窓ガラスに
加わると作動することがあります。

●故障などで挟み込み防止機構が作動して
しまい、窓ガラスを自動で閉めることが
できないときは、スイッチを上側へ引き
続けて閉めてください。

正常に作動しないとき
バッテリーの取り外しや開閉操作を連続し
て行うと、窓ガラスのワンタッチ開閉、挟
み込み防止機構、キーOFF後作動機構が正

常に作動しないことがあります。以下の操
作を行い、初期設定してください。
1. エンジンを始動します。
2. スイッチを押して、窓ガラスを全開

にします。
3. スイッチを引き上げ続け、窓ガラス

が全閉して3秒以上たってから手を
離します。

4. 正常に作動することを確認します。
正常に作動しないときは、再度上記
の操作を行ってください。

上記の操作で作動できない場合は、早めに
日産販売会社で点検を受けてください。

電動ガラスサンルーフ★

サンシェードの開閉
●手動で開閉します。
●サンルーフを開けると連動して開きます。
●サンルーフを開けているときは、開けて
いるところまで閉めることができます。

 知識
キーOFF後作動機構
● 窓ガラスは、電源ポジションをACC
またはOFFにしたあとでも、約45
秒間は開閉することができます。た
だし、前席ドアが開いているとき、
または前席ドアを開けると、窓ガラ
スの開閉はできなくなります。

 注意
● 窓ガラスを確実に閉めるため、閉め
切る直前の部分では挟み込みを感知
できない領域があります。指などを
挟まれないように注意してください。

 アドバイス
● 初期設定を行うときは、ドアを閉め
て操作してください。

 警告
● 乗員の操作を含めサンルーフ開閉操
作は運転者に責任があるため、次の
ことを必ず守ってください。
― 走行中は手や顔、物などを車外に
出さないでください。走行時に車
外のものに当たる、また急ブレー
キ時に重大な傷害につながるおそ
れがあります。

― サンルーフを開閉するときは、手
や首などを挟まないよう注意して
ください。また、お子さまには操
作させないでください。重大な傷
害につながるおそれがあります。

― 車から離れるときは電源ポジショ
ンをOFFにし、キーとお子さまを
車内に残さないでください。いた
ずらなどの誤った操作によって思
わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
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サンルーフの開閉
電源ポジションがONのときに操作できま
す。
チルトアップのしかた
●スイッチを 側に押すと、後部が上がり
ます。

●スイッチを 側に押すと、後部が下がり
ます。

開閉のしかた
●スイッチを 側に押すと、自動で全開し
ます。

●スイッチを 側に押すと、自動で全閉し
ます。

●途中で止めたいときは、再度スイッチを
押します。

挟み込み防止機構
自動でサンルーフを閉めるときに、車体と
サンルーフの間に異物の挟み込みを感知す
ると、サンルーフが停止し、自動で開き始
めます。

 注意
● 運転中はサンルーフの開閉操作を行
わないでください。前方不注意とな
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。操作は信号待ちなどの停
車中に行ってください。

● ルーフに水や雪などがあるときは開
けないでください。突然の水や雪に
驚き、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

 アドバイス
● 開口部に腰を掛ける、または荷物を
載せるなど、大きな力をかけないで
ください。ルーフが変形するおそれ
があります。

● 車から離れるときや洗車するときは、
盗難や故障などを防ぐためサンルー
フを必ず閉めてください。

 知識
● チルトアップしているときは、前後
の開閉はできません。

 アドバイス
● 正常に作動しないときは、日産販売
会社で点検を受けてください。

 注意
● サンルーフを確実に閉めるため、閉
め切る直前の部分では挟み込みを感
知できない領域があります。指など
を挟まれないように注意してくださ
い。

 アドバイス
● 故障などで挟み込み防止機構が作動
してしまい、サンルーフを自動で閉
めることができないときは、サン
ルーフスイッチを閉方向に繰り返し
押して閉めてください。

 知識
● 環境や走行条件により、異物を挟ん
だときと同じような衝撃や荷重がサ
ンルーフに加わると、挟み込み防止
機構が作動することがあります。
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エアコンの操作

インテリジェントエアコンシステム
吹き出し温度、吹き出し口、風量を自動で制御し、設定した温度に保ちます。
また、内気循環／外気導入を自動制御モードに設定することで自動制御に切り替えます。

各スイッチの名称と機能
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＜ ＞/＜ ＞
スイッチを押して希望の温度に調節します。左右独立モードがOFFのときは、運転席側で温度を調節すると助手席側も同時に温度
調節します。
＜ ＞
スイッチを押すごとに内気循環／外気導入が切り替わります。
＜ ＞ (デフロスタースイッチ)
フロントガラスのくもりを取るときに使います。
＜ ＞ (リヤデフォッガースイッチ)
リヤの窓ガラスのくもりを取るときに使います。
＜ON/OFF＞
スイッチを押すごとに、エアコンのON/OFFが切り替わります。
＜CLIMATE＞
スイッチを押すとエアコン画面を表示します。
設定温度表示
運転席、助手席それぞれの設定温度を表示します。
＜ ＞/［ ］
スイッチを押すか、画面を直接タッチするごとに吹き出し口が切り替わります。
＜AUTO＞
自動制御に切り替えます。吹き出し温度、吹き出し口、風量の切り替えを自動で制御して設定した温度に保ちます。
＜ ＞ / ＜ ＞、［ +］ / ［— ］
を押すか、画面を直接タッチするごとに、風量が切り替わります。

風量表示バーの□■をタッチすると、直接お好みの風量に調節できます。
［左右独立］
タッチするごとに左右独立モードのON/OFFが切り替わります。
ONにすると、ディスプレイに左右独立と表示します。
［CLEAN］
車外の排気ガスやにおいに応じて、吸い込み口を自動制御させるときに使います。
［A/C］
タッチするごとに冷房・除湿機能のON/OFFが切り替わります。
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オートエアコンの使いかた
1. ＜CLIMATE＞ を押します。

（エアコン操作画面が表示）

2. ＜AUTO＞を押します。
（スイッチの表示灯が点灯、ディスプ
レイのAUTOが表示）

3. ＜ ＞ / ＜ ＞を押して、設定温
度を調節します。
＜ ＞：設定温度を上げる
＜ ＞：設定温度を下げる

4. ［A/C］の表示灯が消灯しているとき
は、［A/C］をタッチして点灯させま
す。
点灯時：冷房除湿機能ON
消灯時：冷房除湿機能OFF

5. 以下の手順を行うことにより、内気
循環/外気導入を自動制御モードに切
り替えます。

●ディスプレイの ［CLEAN］ をタッチする
と表示灯が点灯します。

●＜ ＞ を押すごとに、内気循環/外気導
入を切り替えます。

 知識
● 内気循環のときに＜ ＞スイッチ
の表示灯が点灯します。

● デフロスタースイッチの表示灯が点
灯しているときは、左右独立モード
に切り替えることができません。

● デフロスタースイッチの表示灯が点
灯しているときは、［CLEAN］ をON
にすることができません。

● 助手席側の温度調節を行っても、自
動的に左右独立モードに切り替わり
ます。

● 各吹き出し口の使用目的

：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：主に足元に送風

：窓のくもり取りと足元に送風

 知識
● オートで使用すると、風量、吹き出
し口を自動で制御して室内温度を一
定に保ちます。

● オートで使用中に風量の調整または、
吹き出し口の切り替えを行うと
AUTOスイッチの表示灯は消灯しま
すが、操作した機能以外については
引き続き自動制御されます。
また、内気循環／外気導入が自動制
御モード中に、ディスプレイの
［CLEAN］ をタッチするとマニュア
ルモードに切り替わります。
（表示灯が消灯）

● 吹き出し口の調節は、吹き出し口
（ P.177）をお読みください。

 知識
● 電源ポジションをOFFにし、再度電
源ポジションをONにすると、エア
コンの条件によっては、内気循環／
外気導入が自動制御モードになる場
合があります。
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左右独立モードの使いかた
運転席と助手席の温度を別々に調節すると
きに使います。
●［左右独立］ をタッチする、または助手席
側の＜ ＞/＜ ＞で希望の設定温度
に調節すると左右独立モードになります。
（表示灯が点灯し、ディスプレイの左右独
立が表示）

●解除するときは、［左右独立］をタッチし
ます。
（表示灯が消灯し、ディスプレイの左右独
立が消灯）

インテリジェントエアコンシステム
の使いかた

●インテリジェントエアコンシステムには
次の機能があります。

プラズマクラスターイオンフルオートエア
コン（除菌機能付）
●濃度を高めたプラズマクラスターイオン
をエアコンの吹き出し風に含ませ、除菌
とともに内装に染みついたにおいを低減
します。さらに肌の保湿効果をプラスし
ました。
風量により、CLEANモードとQUICK 
CLEANモードが切り替わります。

におい・排出ガス検知式内外気自動切換え
機構
●排気ガスや不快なにおい（家畜臭、工場
の排気臭など）を車両前部のセンサーで
検知し、吸い込み口を切り替えるシステ
ムです。

●［CLEAN］をタッチすると作動します。
（表示灯が点灯）

●作動後約5分間は、吸い込み口が内気循
環に固定され、花粉などの侵入を防ぎな
がら車室内をすばやく除菌します。

● 5分以降は、ガスセンサーの働きにより、
内気循環⇔外気導入を自動で切り替えま
す。

 知識
● ＜ ＞（デフロスタースイッチ）
の表示灯が点灯しているときは、左
右独立モードに切り替えることがで
きません。

 知識
● プラズマクラスター、プラズマクラ
スターイオンおよびPlasmacluster
はシャープ株式会社の商標です。
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高性能フィルター
●通常のクリーンフィルターの機能に加え
アレル物質（花粉およびダニの糞・死が
いなど）を除去します。

●高性能フィルターは定期的なメンテナン
スや交換が必要です。メンテナンスや交
換についてはエアコンに関する注意事項
（ P.178）をお読みください。

 知識
● 次のような場合は［CLEAN］を
タッチしても作動しません。

― ＜ ＞（デフロスタースイッチ）
の表示灯が点灯しているとき

― 外気温が約0℃以下のとき
● 風向きによっては排気ガスやにおい
を検知できない場合がありますが異
常ではありません。
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吹き出し口
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エアコンを使うときに注意するこ
と

エアコンに関する注意事項

 警告
● 内気循環で長時間使用しないでくだ
さい。
窓ガラスがくもりやすくなり、視界
が損なわれ危険ですので、一時的に
ご使用ください。

 注意
● 吹き出し風を長時間連続して身体に
あてないでください。
特に皮膚の弱い方、乳幼児、病人、
お年寄り、身体の不自由な方などに
は、吹き出し風が長時間あたらない
ように運転者が注意してください。
低温やけどや思わぬ傷害を受けるお
それがあります。

● デフロスタースイッチをONにして
いるときに、エアコンの設定温度を
低くしないでください。
フロントガラスの外側に露が付き、
視界を妨げるおそれがあります。

 アドバイス
● 自動温度調節は、日射センサー と
温度センサー で行っています。セ
ンサーをふさいだり、クリーナーな
どを吹きかけないでください。セン
サーの感度が低下し、正常に作動し
なくなります。

● ほこり、花粉、粉じんなどを集じん
するためのクリーンフィルターを装
着しています。集じん性能を維持す
るため、クリーンフィルターは定期
的に交換してください。
交換時期：1年ごとまたは
12,000km走行ごと

● クリーンフィルターが交換時期に満
たない場合でも、吹き出し風量が極
端に減少したり、窓ガラスがくもり
やすくなった場合は交換してくださ
い。なお、取り付け、交換などにつ
いては、日産販売会社にご相談くだ
さい。

● 外気導入に固定していると、夏場な
ど外気温が高いときは、冷房の効き
が悪くなる場合があります。その場
合は、一時的に内気循環にしてくだ
さい。

● エアコン装置のオイル循環を切らさ
ないために、ときどき［A/C］を
ONにしてください。なお、外気温
が0℃近くまで下がるとエアコン装
置が作動しないことがあるため、暖
かい日に行ってください。

● エアコンガスは必ず指定のものをご
使用ください。エアコンガスの詳細
については、ボンネットの裏にある
エアコンラベルをご確認ください。

● 地球温暖化防止のためエアコンガス
を大気放出しないでください。
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 知識
● 冷房時、吹き出し口から霧が吹き出
したように見えることがありますが、
これは湿った空気が急に冷やされた
ときに発生するもので、異常ではあ
りません。

● 外気温が0℃近くまで下がると、
［A/C］の表示灯が点灯していてもエ
アコンが作動しないことがあります。

● 始動直後で吹き出し風の温度が低い
ときは、足元への吹き出し風量が少
なくなります。

エアコンのにおいについて
● エアコン装置は、空気中のいろいろ
なにおいが混ざり合うため、吹き出
し風からにおいを感じることがあり
ます。

● エアコン作動時のにおいを抑えるた
め、駐車時などは外気導入にしてお
くことをおすすめします。
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ナビゲーションシステム

各種設定画面
ナビゲーションシステムで各機能の設定をすることができます。
本書に記載されていない項目については、別冊のナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。

運転支援
ナビゲーションシステムで次の操作をすると、運転支援の各機能の設定をすることができます。
＜MENU＞⇒［運転支援］
ナビゲーションシステムの操作方法は、別冊のナビゲーションシステム取扱説明書の「ご使用前の確認と設定」の章をお読みください。

項目1 項目2 機能
前方支援 インテリジェントペダル ● インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システム）のON・OFFを設

定します。
インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システム）  (P.95)

カーブ減速支援 ● インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システム）のナビ協調機能
のON・OFFを設定します。
ナビ協調機能（インテリジェント ペダル（車間距離維持支援システ

ム））  (P.102)

後側方支援 後側方車両検知警報 ● BSW（後側方車両検知警報）のON・OFFを設定します。
BSW（後側方車両検知警報）／インテリジェント BSI（後側方衝突防

止支援システム）  (P.65)

後側方衝突防止支援 ● インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システム）のON・OFFを設
定します。

BSW（後側方車両検知警報）／インテリジェント BSI（後側方衝突防
止支援システム）  (P.65)

インジケータ輝度 ● インジケーターの明るさを、明るい、標準、暗いから選択します。
BSW（後側方車両検知警報）／インテリジェント BSI（後側方衝突防

止支援システム）  (P.65)
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ドライブモードセレクター
ナビゲーションシステムで次の操作をすると、ドライブモードセレクター（ P.54）でPERSONALを選択したときの運転特性の設定
をすることができます。
＜MENU＞⇒［ドライブモードセレクター］
ナビゲーションシステムの操作方法は、別冊のナビゲーションシステム取扱説明書の「ご使用前の確認と設定」の章をお読みください。

側方支援 車線逸脱警報 ● LDW（車線逸脱警報）のON・OFFを設定します。
LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント LI（車線逸脱防止支援シス

テム）  (P.60)

車線逸脱防止支援 ● インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）のON・OFFを設定し
ます。

LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント LI（車線逸脱防止支援シス
テム）  (P.60)

インテリジェン
トクルーズコン
トロール

ルート減速支援 ● インテリジェント クルーズコントロールのナビ協調機能のON・OFFを設
定します。
ナビ協調機能（インテリジェント クルーズコントロール）  (P.89)

緊急支援 エマージェンシーブレーキ ● インテリジェント エマージェンシーブレーキ、インテリジェント FCW
（前方衝突予測警報）、踏み間違い衝突防止アシストのON・OFFを設定し
ます。
インテリジェント エマージェンシーブレーキ  (P.105)
インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）  (P.110)
踏み間違い衝突防止アシスト  (P.113)

項目1 機能
エンジン・トランスミッショ
ン

● スポーツ、エコ、標準、スノーの中から選択します。

項目1 項目2 機能
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車両
ナビゲーションシステムで次の操作をすると、各機能の設定をすることができます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］
ナビゲーションシステムの操作方法は、別冊のナビゲーションシステム取扱説明書の「ご使用前の確認と設定」の章をお読みください。

ステアリング ● ステアリングのモードは、次の項目から選択します。
― スポーツ+★
― スポーツ
― 標準

● ステアリングの操舵応答は、次の項目から選択します。
― 速い
― やや速い
― 標準

サスペンション★ ● スポーツ、標準の中から選択します。
インテリジェントトレースコ
ントロール

● インテリジェント トレースコントロール（コーナリング安定性向上システム）の作動、非作動を切り
替えます。
インテリジェント トレースコントロール（コーナリング安定性向上システム）  (P.57)

設定を初期状態に戻す ● PERSONALモードの設定を初期化します。

項目1 項目2 機能
車両 ドアロック解除時自動ルームランプ

点灯
● キー連動室内照明システムのON・OFFを設定します。

マップランプ  (P.192)
リヤパーソナルランプ  (P.193)

オートライト感度調整 ● インテリジェント オートライト（フロントワイパー連動、薄暮れ感知
「おもいやりライト」機能付）を点灯させるセンサーの感度を、低、中、
高、最高から選択します。

AUTO（自動点灯・消灯）の使いかた  (P.185)

レインセンサー ● 雨滴感知機能のON・OFFを設定します。
雨滴感知式ワイパー  (P.189)

項目1 機能
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バッテリーセーバーモード ● 電源ポジションがACCまたはONのとき、エンジンが停止した状態で一定
時間経過すると自動的に電源ポジションがOFFになる機能のON・OFFを
設定します。
自動電源OFF表示（ P.150）

リクエストスイッチ ロック・アン
ロック

● ドアハンドルのスイッチでの施錠・解錠機能のON・OFFを設定します。
インテリジェントキー機能による施錠・解錠  (P.162)

タッチドアセンサー ● ドアハンドル裏側のタッチセンサーでドアを解錠させる機能のON・OFF
を設定します。
インテリジェントキー機能による施錠・解錠  (P.162)

車線変更（3回点滅） ● コンフォートフラッシャー機能のON・OFFを設定します。
方向指示器スイッチ  (P.188)

ワイプドリップ ● ドリップ拭き取りのON・OFFを設定します。
ワイパーの使いかた  (P.189)

デイライト ● デイライトのON・OFFを設定します。
ライトスイッチの使いかた  (P.184)

アンサーバックエクステリアライト ● アンサーバックエクステリアライト機能のON・OFFを設定します。
各部名称と機能  (P.158)

降車時ステアリング跳ね上げ ● ハンドルの退避・復帰機能のON・OFFを設定します。
パーソナルドライビングポジションメモリーシステム  (P.35)

降車時シート退避 ● シートの退避・復帰機能のON・OFFを設定します。
パーソナルドライビングポジションメモリーシステム  (P.35)

車両設定の初期化 ● 車両設定の設定を初期化します。

項目1 項目2 機能
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スイッチの操作

ライトスイッチ

ライトスイッチの使いかた
スイッチを回すと、次のように点灯、消灯します。

●車幅灯、尾灯、番号灯が点灯しているときはメーター内のテールランプ表示灯 が点
灯します。

スイッチ位置 点灯するランプ

/OFF
（ /OFFの位置に回して
も手を離すと自動でAUTO
の位置に戻ります。）

停車時に /OFFの位置に回すと、車幅灯、尾灯、番号
灯のみが点灯します。
停車時に /OFFの位置に回して1.5秒以上保持すると、
全ランプが消灯します。
走行を開始すると、周囲の明るさに応じてランプが自動点
灯・消灯します。

AUTO ヘッドランプ、車幅灯、尾灯、番号灯が自動点灯・消灯し
ます。
ヘッドランプ、車幅灯、尾灯、番号灯が点灯します。

 アドバイス
● エンジン停止時に長時間点灯させな
いでください。バッテリーがあがる
おそれがあります。

 知識
● ヘッドランプ、制動灯などは、雨天
走行や洗車などにより、レンズ内面
が一時的にくもることがありますが
異常ではありません。

● 通常時はAUTOの位置で使用してく
ださい。
バッテリーセーバー
● ランプを点灯したまま電源ポジショ
ンをOFFにし、リモコンまたはドア
ハンドルのスイッチで施錠すると、
バッテリーあがりを防止するためラ
ンプが消灯します。

● 次回、次の操作を行うとランプが再
点灯します。
― エンジンを始動する
― 電源ポジションをACCにする
― ライトスイッチを操作する

オートレベライザー
● ヘッドランプが下向き点灯時に乗車
人員や荷物量の違いにより車両姿勢
が変化すると自動的に照射方向を調
整するシステムです。

デイライト
● 周囲の車や歩行者などからの視認性
を向上させます。

● 電源ポジションがONでライトス
イッチがAUTOの位置のとき、車幅
灯、尾灯、番号灯が消灯していると
デイライトが点灯します。

● パーキングブレーキをかけていると
デイライトは点灯しませんが、パー
キングブレーキを解除すると点灯し
ます。また、デイライトが点灯して
いるときにパーキングブレーキをか
けてもデイライトは消灯しません。

● 次の場合はデイライトが消灯します。
― 車幅灯、尾灯、番号灯が点灯して
いるとき



スイッチの操作
各
部
の
操
作

185☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

 /OFFの使いかた

●ライトスイッチは  /OFFの位置に回
しても手を離すと自動でAUTOの位置に
戻ります。

●ランプの点灯状態は次のとおりです。
ライトスイッチを /OFFの位置に回した
とき 

●停車時にライトスイッチを  /OFFの
位置に回すと、車幅灯、尾灯、番号灯の
みが点灯します。

●停車時にライトスイッチを  /OFFの
位置に回しても、走行すると周囲の明る
さに応じてヘッドランプが自動点灯しま
す。

●走行中にライトスイッチを  /OFFの位
置に回すと、周囲が明るいときは車幅灯、
尾灯、番号灯のみが点灯します。周囲が

暗いときはライトスイッチを  /OFF
の位置に回しても、点灯しているヘッド
ランプを消灯できません。（停車時または
フォグランプ点灯時のみ消灯可能です。）

●フォグランプ点灯時、車両が完全に停止
する前にライトスイッチを  /OFFの
位置に回してヘッドランプを消灯した場
合、再度走行してもヘッドランプは点灯
しません。再度ヘッドランプを点灯させ
るときは、ライトスイッチを  /OFF
または  の位置に回すか、フォグラン
プをOFFにします。

ライトスイッチを /OFFの位置に回して
1.5秒以上保持したとき 

●停車時にライトスイッチを  /OFFの
位置に回して1.5秒以上保持すると、全
ランプが消灯します。

●停車時にライトスイッチを  /OFFの
位置に回して1.5秒以上保持しても、走
行すると周囲が暗いときはヘッドランプ、
車幅灯、尾灯、番号灯が点灯します。

●走行中にライトスイッチを  /OFFの
位置に回して1.5秒以上保持しても、点
灯しているランプを消灯できません。

AUTO（自動点灯・消灯）の使いか
た

●電源ポジションがOFFのときは消灯しま
す。

●電源ポジションがONのときは次のよう
に作動します。
周囲が明るいとき 
●停車中、走行中ともにヘッドランプ、車
幅灯、尾灯、番号灯が消灯します。
周囲が暗いとき 
●停車中、走行中ともにヘッドランプ、車
幅灯、尾灯、番号灯が自動点灯します。

 知識
― 停車時にライトスイッチを

/OFFの位置に回して1.5秒以
上保持したとき

● ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、デイライトのON／OFF
を切り替えることができます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［デイライト］
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

 知識
● 次の操作をすると、AUTO（自動点
灯・消灯）に戻ります。
― 再度ライトスイッチを  /OFF
の位置に回す

―  の位置にしてからAUTOの位
置にする

 アドバイス
● センサーの上に物を置いたり、ガラ
スクリーナーなどを吹きかけないで
ください。センサーの感度が低下し、
正常に作動しなくなります。
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■ フロントワイパー連動、薄暮れ感知
「おもいやりライト」機能

●歩行者事故が多く発生している夕暮れ時
や雨天でのワイパー使用時にもランプを
自動点灯します。

●周囲が明るいときにフロントワイパーに
連動してヘッドランプが点灯したときは、
ライトスイッチを  /OFFの位置に回
すと、電源ポジションをOFFにするまで
の間、ヘッドランプを消灯することがで
きます。
ヘッドランプを消灯したあとは、電源ポ
ジションをOFFにするまでフロントワイ
パーに連動してヘッドランプは点灯しま
せん。

 の使いかた

●ライトスイッチを  の位置に合わせる
とヘッドランプ、車幅灯、尾灯、番号灯
が点灯します。

自動点灯ランプの消灯のしかた
ヘッドランプの消灯方法 

●停車中、ライトスイッチを  /OFFの
位置に回すと、ヘッドランプが消灯しま
す。

●走行中、フォグランプがONの状態でラ
イトスイッチを  /OFFの位置に回す
と、ヘッドランプが消灯します。

すべてのランプの消灯方法 

●停車中、ライトスイッチを  /OFFの
位置に回して1.5秒以上保持すると、全
ランプが消灯します。

アクティブAFSについて
ヘッドランプが自動的に進行方向を照射し、
夜間走行時に曲路の視覚認識を高めるシス
テムです。
●ヘッドランプ点灯時、カーブや交差点な
どでハンドルを操作すると作動します。

ハイビームアシストについて
先行車または対向車や周囲の明るさなどに
応じ、上向きと下向きを切り替えます。
●ライトスイッチがAUTOの位置でレバー
を前方に押すとハイビームアシストが
ONになります。

 知識
● ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、インテリジェント オート
ライトシステム（フロントワイパー
連動、薄暮れ感知「おもいやりライ
ト」機能付）の感度を調整すること
ができます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［オートライト感度調整］
詳しくは、 車両  (P.182) をお読み
ください。
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

 知識
● フォグランプ点灯中を除き、自動点
灯したヘッドランプは走行中に消灯
できない仕様となっています。

 警告
● ランプの脱着や交換は、日産販売会
社にご相談ください。

 知識
● アクティブAFSはセレクトレバーが

、 以外のとき、次のように作動し
ます。
― 車速が0km/hでも左側のヘッドラ
ンプは作動します。

― 車速が約5km/h以上になると、右
側のヘッドランプも作動します。

― 減速して車速が約0km/hになる
（停車する）と、右側のヘッドラン
プは再び作動を停止します。

● エンジン始動時、ヘッドランプが細
かく動きますが、システムの作動を
チェックしているためで異常ではあ
りません。

● AFSに異常があるときは、メーター
内のディスプレイに警告( P.149)
が表示されます。
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●約30km/h以上で走行中、ヘッドランプ
が点灯すると作動します。
（メーターのハイビームアシスト表示灯が
点灯）
ハイビームアシスト表示灯（ P.131）

●約10km/h以下になると、下向きに切り
替わります。

センサーについて
ルームミラーの前方に周囲の状況を感知す
るためのセンサーがあります。
ハイビームアシストを正しく作動させるた
め、次のことをお守りください。
●フロントガラスが汚れたら清掃してくだ
さい。

●センサーの周辺にアクセサリーやステッ
カーなどを取り付けないでください。

●センサーのレンズには触れないでくださ
い。

●センサーおよびその周囲に強い衝撃を与
えないでください。

 警告
● システムを過信しないでください。
常に周囲の状況を確認し、必要に応
じて上向きと下向きを手動で切り替
えてください。

● 次のようなときは、ハイビームアシ
ストが正常に作動しないことがあり
ます。その場合、必要に応じて上向
きと下向きを手動で切り替えてくだ
さい。
― 悪天候のとき（雨、霧、雪、強風
など）

― 周囲にヘッドランプや尾灯に似た
光源があるとき

― 対向車または先行車が無灯火のと
き

― 対向車のヘッドランプが汚れてい
たり、光軸がずれているとき

― 明るさの急激な変化が連続してい
るとき

― 段差や起伏のある道路を走行して
いるとき

― カーブが多い道路を走行している
とき

― ミラーや標識など反射の強いもの
が前方にあるとき

― トレーラーやコンテナなど、先行
車の後部の反射が強いとき

― ヘッドランプが破損または汚れて
いるとき

― パンクやけん引などで車両が傾い
ているとき

● 次のような原因で、上向きと下向き
の切り替わるタイミングが変化する
ことがあります。
― 対向車または先行車のライトの明
るさ

― 対向車または先行車の向きや動き
― 対向車または先行車のライトが片
側のみ点灯している

― 対向車または先行車が二輪車
― 道路状況（カーブや勾配、路面状
況など）

― 乗車している人数や荷物の量
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ヘッドランプの上向き、下向き切り
替え

下向き： レバーを中立位置にします。
上向き：ヘッドランプ点灯時にレバーを前

方に押します。ライトスイッチが
AUTOのときは、ハイビームアシ
ストが作動します。

パッシング：スイッチ位置に関係なく、レ
バーを手前に引きます。

フォグランプの点灯・消灯
●ヘッドランプまたは車幅灯が点灯してい
るとき使用できます。

●スイッチを回して を の位置に合
わせて使用します。

●フォグランプが点灯しているときは、
フォグランプ表示灯 が点灯します。

方向指示器スイッチ
電源ポジションがONのとき使えます。
●スイッチを の位置まで上または下に動
かすと、方向指示器のランプが点滅しま
す。
（メーター内の表示灯が点滅）

●車線変更などのときには、スイッチを
の位置まで上または下に軽く押さえま
す。
スイッチを押さえている間は点滅し、手
を離すと消灯します。
また、スイッチを の位置まで上または
下に押さえたあと、すぐに手を離したと
きは3回点滅し消灯します。

 アドバイス
● ハイビームアシストが正しく作動し
なかったり、作動中にメーターにハ
イビームアシスト表示灯 が点灯
しないときは、ハイビームアシスト
が故障しているおそれがあります。
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。
ハイビームアシスト表示灯
（ P.131）

 アドバイス
● 対向車があるときや市街地走行など
では下向きにしてください。

 知識
● 濃霧時にヘッドランプを消灯して走
行したい場合は、次の操作を行うと
車幅灯とフォグランプの点灯で走行
することができます。

― フォグランプが点灯しているとき
に、ライトスイッチをAUTOから

/OFFの位置に回す、または
から /OFFの位置に回す
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ワイパー・ウォッシャースイッチ
電源ポジションがONのときに作動します。

ワイパーの使いかた
スイッチを上下に動かします。

ウォッシャーの使いかた
●スイッチを手前に引くと、ウォッシャー
液が噴射しワイパーが数回作動します。

雨滴感知式ワイパー
スイッチ位置がAUTOのとき、ルームミ
ラー部にある雨滴感知センサーによって降
雨を感知し、降雨量と車速に応じて作動
（低速および高速）の調節を自動で行いま
す。
センサー感度
●センサーの感度を調節するときは、ス
イッチを回します。
高感度：雨滴感知センサーの感度が高くな

ります。
低感度：雨滴感知センサーの感度が低くな

ります。

 アドバイス
● 方向指示器のランプとメーター内の
方向指示表示灯の点滅が速くなった
場合は、日産販売会社で点検を受け
てください。

 知識
● ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、コンフォートフラッ
シャー機能のON･OFFを切り替える
ことができます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［車線変更（3回点滅）］
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

スイッチ位置 作動
MIST 1回作動
OFF 停止

AUTO 自動制御
LO 低速連続作動
HI 高速連続作動

 知識
● MISTの位置では、スイッチを押し
上げている間ワイパーは作動し、手
を離すと自動的にOFFの位置に戻り
停止します。

● ウォッシャースイッチを操作したあ
と、ガラスに残ったウォッシャー液
をふき取るため、約3秒後に一度ワ
イパーが作動します。
また、ナビゲーションシステムで次
の操作をすると、作動・非作動を切
り替えることができます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［ワイプドリップ］

ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

● ライトスイッチがAUTOの位置のと
きにワイパーが数回作動すると、車
外の明るさに関係なくライトが点灯
します。

AUTO（自動点灯・消灯）の使い
かた  (P.185)
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ワイパーアームを起こすとき（ライ
ズアップ機能の使いかた）

1. 電源ポジションをONからOFFにし
ます。

2. OFF にしてから1分以内にスイッチ
を2回連続ですばやく（0.5秒以内）
上に上げます。

 注意
● 電源ポジションがONでスイッチ位
置をAUTOにしているとき、雨滴感
知センサー上部のフロントガラスに
手で触れたり、水分を含んだ布など
を近づけたりするとワイパーが作動
することがあります。ケガやワイ
パーの破損につながるおそれがあり
ますので、注意してください。また、
洗車時にはスイッチ位置を必ずOFF
にしてください。

 アドバイス
● 降雨時でも雨滴が雨滴感知センサー
にあたらないと、雨滴感知センサー
が降雨を検知しないためワイパーが
作動しない場合があります。

● 雨滴感知センサーに泥、指紋、油膜、
虫などが付着したり、排気ガスをあ
びたりするとワイパーが作動するこ
とがあります。また、夜間などは目
視しづらいわずかな水滴も検知し、
ワイパーが作動することがあります。
降雨時以外はなるべくスイッチ位置
をOFFにしてください。

● フロントガラスに撥水処理を施して
いる場合は、施工していないときに
比べ、雨滴が流れやすくなるため、
雨滴感知センサーが多いと感知して
ワイパーの作動回数が多くなる場合
があります。

● ワイパーブレードの長さや形状が異
なると、正常に作動しないことがあ
ります。サイズにあった日産純正品
をおすすめします。

 知識
● 電源ポジションがONのとき、ス
イッチ位置をAUTOにすると、1回
ワイパーが作動し、その後は雨滴量
に応じてワイパーが作動します。

● スイッチ位置をAUTOにしていると
き、電源ポジションをONにすると、
雨滴感知センサーが雨滴を検知した
場合のみワイパーが作動します。

● 自動制御のときは、降雨量と車速に
応じてワイパー作動の調節を自動で
行います。
ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、雨滴感知機能のON/OFF
を切り替えることができます。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［レインセンサー］
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

● 雨滴感知機能をOFFにすると、間け
つ作動ワイパーとして使用できます。
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3. ワイパーアームの作動が途中で止
まった後、ワイパーアームを起こし
ます。

4. 元に戻すときは、ワイパーアームを
倒してから、電源ポジションをON
にし、ワイパーを1回作動させます。

ワイパー・ウォッシャーを使うとき
の注意事項

 注意
● 電源ポジションがONでもライズ
アップ機能を作動させることができ
ますが、ワイパーアームを起こすと
き、思わぬ事故やケガをしないよう
に次のことを必ずお守りください。
― セレクトレバーが  にあることを
確認する。

― 同乗者が誤ってスイッチ操作しな
いように注意する。

 アドバイス
● ワイパーアームを起こした状態でワ
イパーを作動させると、破損するお
それがあります。

 知識
● ライズアップ機能
ワイパーアームを起こすために、ワ
イパーの作動を途中で止める機能で
す。
寒冷時の駐車やワイパー交換などの
ときに使用します。

 警告
● 寒冷時は、ガラスに吹きつけられた
ウォッシャー液が凍結し、視界を妨
げ、思わぬ事故につながるおそれが
あります。ウォッシャー液を噴射す
る前に、ヒーターを使ってガラスを
温めてください。また、ウォッ
シャー液は外気温に合わせた希釈割
合にしてください。

 アドバイス
● 雪が降りそうなときや降雪時にはワ
イパーアームを起こしておいてくだ
さい。ワイパーに雪が積もり、破損
するおそれがあります。

● ワイパー作動中、雪などの障害物に
よりワイパーが作動できなくなると、
モーター保護のためにワイパーの作
動が停止することがあります。その
場合は、スイッチをOFFにし障害物
を取り除いたあと、モーターが冷え
るまで（約1分）待ってから、再度
スイッチをONにしてください。ワ
イパーが作動を開始します。

● 凍結などでブレードがガラスに張り
付いているときは、作動させないで
ください。ワイパーが損傷したり、
モーターが故障するおそれがありま
す。

● 窓ガラスが乾いているときは、
ウォッシャー液を噴射してからワイ
パーを使ってください。ガラスが乾
いた状態でワイパーを使用すると、
ガラスやブレード（ゴム部）を傷つ
けるおそれがあります。

● ウォッシャー液が出ないときは、そ
のままで30秒以上作動させないでく
ださい。モーターが故障する原因と
なります。

● ウォッシャー液を補給しても液が出
ないときは、日産販売会社にご相談
ください。
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室内装置

サンバイザー／バニティミラー

サンバイザー
●前方からの日差しを防ぐときは、下に下
げて使います。

●横からの日差しを防ぐときは、下に下げ
てフックから外し、横にして使います。

●サンバイザーを横方向に引き出すと、よ
り横からの日差しを防ぐことができます。

照明付きバニティミラー
●サンバイザー裏側にバニティミラー（鏡）
が付いています。

●サンバイザーを下に下げ、ふたを開けて
使います。

カードホルダー
●領収書や通行券などを挟みます。

マップランプ／リヤパーソナルラ
ンプ

マップランプ
●次のようにマップランプの点灯・消灯の
しかたを変えられます。

 アドバイス
● 炎天下での駐車は車内が大変高温に
なるため、カードを入れたままにし
ないでください。カードが変形する
おそれがあります。
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リヤパーソナルランプ
●スイッチを押すと点灯し、もう一度押す
と消灯します。

スイッチ 点灯・消灯のしか
た

全点灯スイッチ

スイッチを押すと、
マップランプおよ
びリヤパーソナル
ランプが常時点灯
します。もう一度
押すと消灯します。

ドア連動OFFス
イッチ

スイッチを押すと、
常時消灯します。

マップランプス
イッチ

スイッチを押した
方のマップランプ
が点灯します。も
う一度押すと消灯
します。

 アドバイス
● 電源ポジションがOFFのときは、
マップランプを長時間点灯させない
でください。バッテリーがあがるお
それがあります。

 知識
● ドア連動OFFスイッチが押し込まれ
ていないときは、次の条件で点灯し
ます。
― ドアが開いているとき
― 電源ポジションをOFFにしてから
約15秒間

― 電源ポジションがOFFのとき、ド
アを解錠してから約15秒間

― 電源ポジションがOFFのとき、ド
アを閉めてから約15秒間

● ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、室内照明の設定ができま
す。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［ドアロック解除時自動ルームランプ
点灯］
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

バッテリーセーバー
● バッテリーあがりを防止するため、
室内照明は15分以上点灯し続ける
と、自動的に消灯します。

 アドバイス
● 電源ポジションがOFFのときは、リ
ヤパーソナルランプを長時間点灯さ
せないでください。バッテリーがあ
がるおそれがあります。

 知識
● マップランプのドア連動OFFスイッ
チが押し込まれていないときは、次
の条件で点灯します。
― ドアが開いているとき
― 電源ポジションをOFFにしてから
約15秒間

― 電源ポジションがOFFのとき、ド
アを解錠してから約15秒間

― 電源ポジションがOFFのとき、ド
アを閉めてから約15秒間
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オーバーヘッドコンソール

オーバーヘッドコンソールについて
サングラスなどを収納することができます。
●開けるときは、ふたを押します。
●閉めるときは、ロックするまで押し戻し
ます。

グローブボックス

開閉のしかた
●開けるときは、ノブを手前に引きます。
●閉めるときは、ロックするまでふたを押
します。

施錠・解錠のしかた
●メカニカルキー（ P.203）で施錠・解
錠します。

●メカニカルキーは半分ぐらい差し込んだ
状態で止まります。

 知識
● ナビゲーションシステムで次の操作
をすると、室内照明の設定ができま
す。
＜MENU＞⇒［設定］⇒［車両］⇒
［ドアロック解除時自動ルームランプ
点灯］
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

バッテリーセーバー
● バッテリーあがりを防止するため、
室内照明は15分以上点灯し続ける
と、自動的に消灯します。

 注意
● 開閉は停車中に行い、開けたまま走
行しないでください。また、重量の
ある物を入れないでください。落下
して思わぬケガにつながるおそれが
あります。

● 炎天下での駐車は大変高温になりま
すので、サングラス、メガネ、ライ
ターなどを入れたままにしないでく
ださい。変形するおそれがあります。

 注意
● グローブボックスを開けたまま走行
しないでください。ブレーキをかけ
たとき収納した物が飛び出したり、
ふたに当たるなどして、思わぬケガ
をするおそれがあります。

● ふたを開けるときは、ゆっくり開け
てください。ふたを全開にしたとき、
身体に当たるおそれがあります。



室内装置
各
部
の
操
作

195☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

センターコンソールボックス

センターコンソールボックスについ
て

●開けるときは、ロックノブを引き上げな
がら、ふたを開けます。

●閉めるときは、ロックするまでふたを押
します。

カップホルダー／ボトルホルダー

カップホルダー（前席）
●センターコンソールにあります。

 注意
● コンソールボックスを開けたままに
しないでください。開けたふたで思
わぬケガをするおそれがあります。

 知識
● コンソールボックス内には、電源ソ
ケット、USBソケット、外部機器の
入力端子（オーディオ）があります。
USBソケット、外部機器の入力端子
（オーディオ）については別冊のナビ
ゲーションシステム取扱説明書の
「ご使用前の確認と設定」の章をお読
みください。
電源ソケット  (P.196)

 警告
● 運転中は、信号待ちなどの停車中に
使ってください。走行中に飲物を出
し入れすると前方不注意となり、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

 注意
● 飲物の容器によっては確実に固定さ
れないことがあるため、こぼさない
よう注意してください。

● 車室内のスイッチや画面などに飲物
をこぼさないようにしてください。
故障や火災のおそれがあります。
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カップホルダー（後席）
●リヤセンターアームレストにあります。
●ふたを開けて使います。
●使わないときは、ふたを閉めます。

ボトルホルダー
●ボトルホルダーは、運転席および助手席
のドアポケットにあります。

小物入れ

小物入れについて
●インストルメントパネルにあります。
●ふたを押すと開きます。
●閉めるときは、ふたを押し戻します。

電源ソケット
カーアクセサリーの電源をとるときに使いま
す。
電源ポジションがACCまたはONのとき使え
ます。

 警告
● 運転中は、信号待ちなどの停車中に
使ってください。走行中に飲物を出
し入れすると前方不注意となり、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● ビンなどの硬いものは入れないでく
ださい。側面衝突などの事故のとき、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

 注意
● 飲物の容器によっては確実に固定さ
れないことがあるため、こぼさない
よう注意してください。

● 車室内のスイッチや画面などに飲物
をこぼさないようにしてください。
故障や火災のおそれがあります。

 知識
● 小物入れ内には電源ソケットがあり
ます。
電源ソケット  (P.196)
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電源ソケットについて
●電源ソケットは以下の場所にあります。
― インストルメントパネルの小物入れ内

小物入れ  (P.196)
― センターコンソールボックス内

センターコンソールボックス  
(P.195)

●キャップ（ふた）を外して（開けて）使
います。

●使わないときは、キャップ（ふた）をし
ます。

●容量は、12V（ボルト）、10A（アンペ
ア）、120W（ワット）です。

●プラグを挿入したり抜いたりするときは、
使用機器側の電源スイッチをOFFにする
か、電源ポジションをOFFにしてくださ
い。

アシストグリップ／コートハン
ガー

アシストグリップ／コートハンガー
について

●アシストグリップは前席および後席左右
にあります。

●後席左右にはコートハンガーが付いてい
ます。

 注意
● 2マタソケットなどでタコ足配線を
しないでください。

● 安全のため、消費電力120W以下の
ものを使ってください。

● プラグをソケットの奥まできちんと
挿入して使ってください。挿入が不
完全だと、発熱し車両のヒューズが
切れる場合があります。

● 使用中や使用直後はソケットやプラ
グが熱くなっていることがあるため、
注意してください。

● シガーライターをソケットに差し込
まないでください。

● ソケットに水をかけたり、指や金属
などを入れたりしないでください。

 アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、
エンジンを始動した状態で使用して
ください。また、長時間使ったり、
エアコン、ヘッドランプ、リヤデ
フォッガーなどを同時に使わないで
ください。
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トランクフック

トランクフックについて
●荷物の固定用としてネットなどをかける
ときに使います。

アクティブ・ノイズ・コントロー
ル／アクティブ・サウンド・コン

トロール

アクティブ・ノイズ・コントロール
●天井のマイクでエンジンのこもり音を検
知し、スピーカーから自動的にこもり音
を打ち消す音を出すことで車内の静粛性
を高めます。

 注意
● コートハンガーにハンガーなど先の
とがった物をかけないでください。
SRSエアバッグが作動したときに飛
ばされて、思わぬ傷害につながるお
それがあります。

● アシストグリップに手をかけて乗り
降りしない。
アシストグリップは、走行中など
シートに座った状態で身体を支える
ために使用してください。乗降用で
はないため、手をかけて乗り降りし
ないでください。万一、アシストグ
リップが外れた場合は、思わぬケガ
をするおそれがあります。

 アドバイス
● コートハンガーには1kg以上の物を
かけないでください。

 アドバイス
● フックには大きな力がかからないよ
うにしてください。破損するおそれ
があります。

● 3kg以上の物をかけないでください。
フックが破損するおそれがあります。

 アドバイス
● アクティブ・ノイズ・コントロール
を正常に作動させるために以下のこ
とをお守りください。
― スピーカーの周辺に物を置かない
― マイクの穴をふさがない
― スピーカー（BOSE®サウンドシ
ステム付車はウーファーも含む）、
パワーアンプなどのオーディオ機
器を交換または改造しない

― スピーカーやマイク取り付け部周
辺を改造（デッドニングなど）し
ない

 知識
● 車両前方のマイクはマップランプに
あります。

● スピーカーは全ドアにあります。
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アクティブ・サウンド・コントロー
ル

●走行時、エンジン回転数やドライブモー
ドに応じた音をスピーカーから出すこと
で、車内で聞こえるエンジンサウンドの
音質を高めます。 フロアカーペット

この車（年式）専用のフロアカーペットが設
定されています。
床の上にしっかりと固定して正しく使用して
ください。

固定のしかた
●床面には日産純正フロアカーペット用の
固定クリップが付いています。

●フロアカーペットを床の形状に合わせて
敷き、取り付け穴に固定クリップのピン
を通して確実に固定します。

●車種により、固定クリップ・ピンの形状
や、各シートごとに設定されている数量
は異なります。詳しい固定方法は、日産
販売会社にお問い合わせください。

 知識
● マイクおよびマイク周辺をたたくと、
スピーカーから音が出ることがあり
ますが、異常ではありません。

 アドバイス
● アクティブ・サウンド・コントロー
ルを正常に作動させるために次のこ
とをお守りください。
― スピーカーの周辺に物を置かない

― スピーカー（BOSE®サウンドシ
ステム付車はウーファーも含む）、
パワーアンプなどのオーディオ機
器を交換または改造しない

― スピーカー取り付け部周辺を改造
（デッドニングなど）しない

 知識
● スピーカーは全ドアにあります。

 警告
● この車（年式）専用のフロアカー
ペットを、床の上にしっかりと固定
して正しく使用してください。フロ
アカーペットがずれて各ペダルと干
渉し、思わぬスピードが出る、また
はブレーキが効きづらくなるなど、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● 運転席にフロアカーペットを敷くと
きは、次のことをお守りください。
― 日産純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアカーペッ
トは使用しない

― フロアカーペットでペダルを覆わ
ない

― フロアカーペットを重ねて敷かな
い

― フロアカーペットがずれないよう
に固定クリップで確実に固定する
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 警告
― 運転席専用のフロアカーペットを
使用する

― フロアカーペットを前後さかさま
にしたり、裏返して使用しない

● 運転する前にフロアカーペットが正
しく固定されていることを定期的に
確認し、洗車後は必ず確認してくだ
さい。

● 運転する前、電源ポジションがOFF
の状態でセレクトレバーが のとき
に各ペダルをいっぱいに踏み込み、
フロアカーペットと干渉しないで運
転に支障がないことを確認してくだ
さい。
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タイヤのパンク
ランフラットタイヤ P.202

ドア／トランクが開かない
インテリジェントキーでドアが開かない P.203

始動しないとき
インテリジェントキーで始動できない P.204
ハンドルがロックし、エンジンの始動ができない
ときは P.204
ジャンプスタートのしかた P.205

各種警告機能について
警告灯がついたときは P.208
ブザー（警報音）が鳴ったときは P.213

くもりが取れない
窓ガラスのくもりの取りかた P.215

オーバーヒートしたとき
オーバーヒートしたときの対処方法 P.216

動かないとき
セレクトレバーが動かない P.217
雪道やぬかるみからの脱出のしかた P.217
けん引について P.218

故障したとき
発炎筒の使いかた P.220

故障したときの対処方法 P.220

水没したとき
水没したときの対処方法 P.222

外装ランプが点灯しないとき
外装ランプが点灯しないときは P.223

ヒューズが切れたとき
ヒューズが切れたときは P.224
201
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タイヤのパンク

ランフラットタイヤ

ランフラットタイヤについて
この車両はランフラットタイヤを装着して
いるため、スペアタイヤを搭載していませ
ん。
ランフラットタイヤは、パンクした場合で
も一時的に走行することができます。
●パンクしたときは、タイヤ空気圧警告灯
（ P.210）の点灯およびメーター内の
ディスプレイの警告表示（ P.145）と
合わせて警報が鳴ります。

●次のことを守って走行し、すみやかに日
産販売会社で点検を受けてください。
― 急加速、急ハンドル、急ブレーキを避
ける

― 時速80km/h以下で走行する
― タイヤ交換まで150km以上走行しな
い

― 段差などの乗り越えに注意する
●タイヤの損傷が激しいときは、タイヤを
交換してください。

 注意
● パンクした状態での走行は一時的な
応急用です。すみやかに日産販売会
社で点検を受けてください。

● パンクした状態での走行中、異常な
音や振動を感じたときは、ただちに
安全な場所へ停車し、日産販売会社
へご連絡ください。

● 走行中に異常を感じる場合はトレー
ラーに車載してください。

● パンクした状態での走行可能距離は
外気温や路面状況、その他の走行条
件により変化します。

● 正常時に比べ、走行安定性が損なわ
れるため、規定の速度内においても
急加速や急ブレーキ、急旋回は避け
て注意して走行してください。

● パンク修理剤は使用しないでくださ
い。タイヤ空気圧警報システムが故
障する原因になります。
タイヤ空気圧警報システム  

(P.235)

● パンクした状態で、タイヤチェーン
は使用しないでください。

● パンクした状態で、洗車機に入れな
いでください。車が洗車機と干渉し、
損傷するおそれがあります。

 アドバイス
● タイヤまたはロードホイールの交換
をしたときは、必ずタイヤ空気圧警
報システムのリセット操作をしてく
ださい。
タイヤ空気圧警報システム  

(P.235)

 知識
● メーター内のディスプレイで4輪の
タイヤ空気圧を確認することができ
ます。
ドライブコンピューター
（ P.140）
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ドア／トランクが開かない

インテリジェントキーでドアが開
かない

メカニカルキーによる施錠・解錠
運転席ドアにある鍵穴にメカニカルキーを
差し込んで回します。
●車両前方にキーを回すと施錠されます。
●車両後方にキーを回すと解錠されます。

トランクの開けかた
バッテリーあがりなどにより、トランクを
開けられなくなったときは、緊急用オープ
ナーで開けることができます。
後席シートの調節  (P.37)

手が届かない場合は、後席シートを取り外
す必要がありますので、日産販売会社にご
相談ください。

 知識
● メカニカルキーはインテリジェント
キーに内蔵されています。
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始動しないとき

インテリジェントキーで始動でき
ない

インテリジェントキーの電池が切れたときや、
使用環境によりインテリジェントキーと車両
の通信が正常に行われていないときは、次の
手順で始動してください。

始動のしかた
1. ブレーキペダルを踏み、インテリ

ジェントキーのロゴマーク裏面をエ
ンジンスイッチに接触させます。
（ブザーが “ピピッ” と鳴ります。）

2. ブザーが鳴ってから10 秒以内に、
ブレーキペダルを踏んだままエンジ
ンスイッチを押すと、電源ポジショ
ンが切り替わります。

ハンドルがロックし、エンジンの
始動ができないときは

ハンドルがロックされているときはエンジン
スイッチを押しても電源ポジションが切り替
わらない場合があります。次の手順でハンド
ルロック（ステアリングロック）を解除して
ください。

ハンドルロック（ステアリングロッ
ク）の解除のしかた

●ハンドルを左右に回しながらエンジンス
イッチを押します。ロックが解除できな
いときは、繰り返し行ってください。
始動のしかた  (P.50)

 アドバイス
● 左記の手順で始動できない場合は、 
早めに日産販売会社に連絡してくだ
さい。

 知識
● 停止操作は通常と同じ手順です。
● ドアの施錠・解錠は、メカニカル
キー（ P.203 ）を使って行ってく
ださい。

● インテリジェントキーの電池が切れ
たときは、早めに電池を交換してく
ださい。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.161)

 アドバイス
● ハンドルがロックされていても、数

mm～数cmだけ動かすことができま
す。その範囲内でハンドルを左右に
ゆっくり回しながらエンジンスイッ
チを押してください。

● ハンドルがロックされているときは
ハンドルが重く、力を入れないと回
すことができないことがあります。

● バッテリーがあがるとハンドルロッ
ク（ステアリングロック）の解除が
行えず、電源ポジションが切り替わ
らなくなります。すみやかにバッテ
リーを充電してください。
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ジャンプスタートのしかた
バッテリーがあがり、エンジンの始動ができなくなったときは救援車を依頼し、ブースター
ケーブル（別売り）をつないで始動してください。

ジャンプスタートについて
205

処置のしかた
1. 自車と救援車の電源ポジションを

OFFにし、エンジンフードを開けま
す。
エンジンスイッチ  (P.44)

 注意
● ブースターケーブルのワニグチク
リップは、車体に触れたり、他のワ
ニグチクリップと接触しないように
注意してください。

● ブースターケーブルは、エンジン始
動時の振動で外れたりしないように、
確実につないでください。

● ブースターケーブルをつなぐときや
外すときは、冷却ファンやベルトに
巻き込まないように注意してくださ
い。

 アドバイス
● 押しがけでの始動はできません。
● 救援車には12V（ボルト）バッテ
リー仕様の車両を使用してください。

● バッテリーはお客さまの車に適合し
た日産純正部品をおすすめします。
詳しくは、日産販売会社にご相談く
ださい。

● バッテリーがあがるとハンドルロッ
ク（ステアリングロック）の解除が
行えず、電源ポジションが切り替わ
らなくなります。すみやかにバッテ
リーを充電してください。
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2. バッテリーカバーを外し、ブース
ターケーブルを自車のバッテリーの
（+）端子に接続します。

3. 手順2のケーブルの反対側を救援車
のバッテリーの（+）端子に接続し
ます。

4. もう1本のブースターケーブルを救
援車のバッテリーの（-）端子に接続
します。

5. エンジンカバーを上に引き上げて取
り外します。

6. 手順4のケーブルの反対側を自車の
車体（バッテリーから離れたステー
など）に接続します。

7. 救援車のエンジンを始動し、回転数
を少し高めにします。

8. ブレーキペダル をしっかりと踏み
ながら、エンジンスイッチ を1回
押します。

 警告
● バッテリーを充電するときは換気を
十分に行い、火気は近づけないでく
ださい。バッテリーから発生する可
燃性ガスに引火して爆発するおそれ
があります。

● バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。万一、付着したときは、すぐに 
多量の水で洗浄し、飲み込んだとき
は多量の水を飲んで応急処置をした
あと、医師の診療を受けてください。

● ブースターケーブルをつなぐときは、
以下のことを必ずお守りください。
火花が発生し、バッテリーから発生
する可燃性ガスに引火して爆発し、
やけどなど重大な傷害につながるお
それがあります。
― ブースターケーブルを正しい順番
と位置でつなぐ

― ブースターケーブルを自車バッテ
リーの（-）端子に直接つながない

― ブースターケーブルの（+）端子
と（-）端子を接触させない
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9. エンジンが始動したらブースター
ケーブルをつないだときと逆の手順
で外し、カバー類を取り付けます。
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各種警告機能について

警告灯がついたときは
運転中に警告灯・表示灯が点灯または点滅したときは、次の対処方法に従ってください。
車両故障のおそれがない表示灯の説明は、（ P.130）をお読みください。

名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
故障警告灯
（MIL）

● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、エンジン
が始動すると消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、エンジン電子制御システムに異常
があると点灯または点滅します。

● 点灯または点滅したときは、すみや
かに安全な場所に停車し、日産販売
会社に連絡してください。

充電警告灯 ● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、エンジン
が始動すると消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、バッテリーの充電系統に異常があ
ると点灯します。

● 点灯したときは、すみやかに安全な
場所に停車し、日産販売会社に連絡
してください。

ブレーキ警告灯 ● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、数秒後に
消灯します。（パーキングブレーキをかけているときは消灯しませ
ん）

● 電源ポジションがONのとき、次の場合に点灯します。
― パーキングブレーキをかけたとき
― ブレーキ液が不足しているとき
― ブレーキシステムに異常があるとき

● パーキングブレーキがかかっている
ときは、パーキングブレーキを解除
します。

● パーキングブレーキを解除しても点
灯するときは、ただちに安全な場所
に停車して、日産販売会社に連絡し
てください。ブレーキの効きが悪い
ときは、ブレーキペダルを強く踏ん
で停車してください。

● ブレーキ液が正常でABS警告灯と
同時に点灯したときは、高速走行や
急ブレーキを避け、すみやかに日産
販売会社で点検を受けてください。

ABS警告灯 ● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、数秒後に
消灯します。

● ABSのシステムに異常があると点灯します。

● 電源ポジションをONにしても点灯
しないとき、または点灯し続けると
きは、高速走行や急ブレーキを避
け、すみやかに日産販売会社で点検
を受けてください。
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シートベルト
警告灯

● 電源ポジションがONのとき、シートベルトを着用していないと
点灯します。

● 後席のシートベルト警告灯は、電源ポジションをONにしたあと
に初めて車速が約15km/h以上になったとき、後席シートベルト
を着用していない座席の警告灯が約35秒間点灯します。

● シートベルト警告灯は各座席ごとに点灯し、後席のシートベルト
警告灯は、非常点滅表示灯スイッチの右側にあります。

● シートベルトを着用してください。

燃料残量
警告灯

● 電源ポジションがONのとき、燃料の残量が少ないと点灯します。 ● すみやかに指定の燃料を補給してく
ださい。

SRSエアバッグ
警告灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、約7秒後に
消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、SRSエアバッグのシステム、プリ
テンショナー機能に異常があると、点灯または点滅を続けます。

● すみやかに日産販売会社で点検を受
けてください。

VDC警告灯 ● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、数秒後に
消灯します。

● VDC作動中に点滅します。
● 電源ポジションがONのとき、次のシステムに異常があると点灯
します。
― VDC
― 左右制動力分配機能
― ブレーキアシスト機能

● 点灯中は、左記のシステムとインテ
リジェント トレースコントロール
（コーナリング安定性向上システム）
の作動は停止しますが、それらのシ
ステムのない普通の車として走行で
きます。滑りやすい路面では注意し
て走行し、すみやかに日産販売会社
で点検を受けてください。

名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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ポップアップエンジン
フード警告灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、数秒後に
消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、ポップアップエンジンフードの電
子制御システムに異常があると点灯します。

● 電源ポジションをONにしても点灯
しないとき、または点灯し続けると
きは、すみやかに日産販売会社で点
検を受けてください。

パワーステアリング
警告灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、エンジン
が始動すると消灯します。

● パワーステアリングのシステムに異常があると点灯します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受
けてください。

● 点灯しているときは、パワーステア
リングは作動しませんが、マニュア
ルステアリングの性能は確保されて
います。この場合は、ハンドルの操
作力が重くなります。

タイヤ空気圧
警告灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、数秒後に
消灯します。

● タイヤ空気圧警報システムに異常があると、約1分間点滅したあ
と点灯します。

● タイヤ空気圧が低下すると点灯し、メーター内のディスプレイに
警告が表示されます。

● タイヤがパンクすると点灯し、メーター内のディスプレイに警告
が表示され、タイヤ空気圧警報が約10秒間鳴ります。

● バースト（破裂）や急激な空気圧低下をした場合は、メーター内
の警告表示がすぐに作動しない場合があります。

● タイヤ空気圧警報システムに異常が
あったときは、日産販売会社で点検
を受けてください。

● タイヤ空気圧が低下したときは、安
全な場所に停車し、タイヤを確認し
てください。

● パンクではなく、タイヤ空気圧が低
下しているときは、指定の空気圧に
調整してください。

● タイヤがパンクしたときは、すみや
かに日産販売店で点検を受けてくだ
さい。

● タイヤ空気圧の調整後は、必ずシス
テムのリセット操作をしてくださ
い。リセット操作後、タイヤ空気圧
警告灯とメーター内ディスプレイの
警告表示が消灯します。

名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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インテリジェント エ
マージェンシーブレー

キ警告灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにすると点灯し、エンジン
が始動すると消灯します。

● 次の場合は点灯します。
― インテリジェント エマージェンシーブレーキをOFFにしてい
るとき

― VDCをOFFにしているとき
― インテリジェント エマージェンシーブレーキ、踏み間違い衝突
防止アシストまたはインテリジェント FCW（前方衝突予測警
報）、駐車支援機能（フロントソナー、コーナーソナー、リヤ
ソナー）に異常が発生しているとき

― 周辺の電波源の影響を受けているとき
― レーダーセンサーの汚れなどで、インテリジェント エマージェ
ンシーブレーキが一時的に作動できない状態になっているとき

― フロントガラスの汚れなどにより、マルチセンシングフロント
カメラが前方を認識できなくなったとき

― 前方からの強い光により、カメラが前方を認識できなくなった
とき

― 炎天下に駐車したときなど、カメラが高温になったとき
― フロントガラスの結露やくもりなどにより、マルチセンシング
フロントカメラが前方を認識できなくなったとき

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹雪など）で視界が悪いと
き

― 道路形状や周辺の建造物により、レーダーセンサーが先行車を
正確に検知できないとき（例：長い橋、雪原、長い壁の横な
ど）

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプを点灯せず、真っ暗な状
態が継続したとき

― インテリジェント エマージェンシーブレーキのシステムチェッ
クが正常に終了しなかったとき

● 次の場合は点滅します。
― 踏み間違い衝突防止アシストが作動したとき

● ナビゲーションシステムでインテリ
ジェント エマージェンシーブレー
キをOFFにしているときは、ONに
すると消灯します。
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書の「ご使用前の確認と設
定」の章をお読みください。

● 一時的に作動できない状態になって
いないか確認してください。

● VDCをOFFにしているときは、
VDCをONにしてください。

● 上記のことを確認しても点灯してい
るときは、日産販売会社で点検を受
けてください。

名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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マスター
ウォーニング

● メーターのディスプレイに警告メッセージが表示されたときに同
時に点灯します。

● 警告メッセージを確認し、それぞれ
の対処方法に従ってください。

● 警告が表示されたときは、すみやか
に適切な処置をしてください。放置
すると故障や思わぬ事故につながる
おそれがあります。

名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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ブザー（警報音）が鳴ったときは
車両盗難などを防ぐため、車内外でブザー（警報音）が鳴ることがあります。

どこで音が鳴り
ましたか？

どんな音が鳴りまし
たか？ 何をしたときに鳴りましたか？ 確認すること

車外

ピピピピ…

ドアハンドルのリクエストスイッチを押した
とき

● 電源ポジションはOFFになっているか
● インテリジェントキーを車室内またはト
ランク内に置き忘れていないか

● いずれかのドアが半ドアになっていない
か

● ドアを閉める前にリクエストスイッチを
押していないか

インテリジェントキーのドア施錠スイッチを
押したとき

● いずれかのドアが半ドアになっていない
か

● ドアを閉める前に施錠スイッチを押して
はいないか

ドアを閉めたとき ● 無意識にリクエストスイッチを押してい
ないか

ピッピッピッ
ドアを閉めたとき ● 電源ポジションがACCまたはONのまま、

インテリジェントキーが車外に持ち出さ
れていないか

車外

ピー
ドアを閉めたとき ● セレクトレバーが になっているか
トランクを閉めたとき ● インテリジェントキーをトランク内また

は車内に置き忘れていないか

キー（金属音）

走行中にブレーキペダルを踏んだとき ● ディスクブレーキのパッド（摩擦材）が
摩耗していないか
― 金属音が発生したときは、すみやかに
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。そのまま走行を続けると、ブレー
キが効かなくなり、事故につながるお
それがあります。
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車室内

ポーン、ポーン、
ポーン…

エンジンスイッチを押したとき ● 運転席ドアが開いていないか

ピピッピピッピピッ

ドアを閉めたとき ● 電源ポジションがACCまたはONのまま、
インテリジェントキーが車外に持ち出さ
れていないか

エンジンスイッチを押したとき ● インテリジェントキーを携帯しているか
― インテリジェントキーを携帯してもブ
ザーが鳴るときは、インテリジェント
キーの電池を交換してください。

ピピッピピッ…
運転席ドアを開けたとき ● 電源ポジションがONのままになってい

ないか
● セレクトレバーが になっているか

車室内
ピー

発進または停車させようとしたとき ● ソナー周辺に雨、雪、泥などが付着して
いないか
― 付着しているときは、取り除いてくだ
さい。

● ソナー機能が作動していないか
― インテリジェント アラウンドビューモ
ニター画面の［ ］を押すと、一
時的に機能を停止することができま
す。

― ソナー機能の取り扱いについては、別
冊のナビゲーションシステム取扱説明
書の「カメラシステム、ETC」の章を
お読みください。

ピピピピピ… 運転席ドアを開けたとき ● ETCカードを抜き忘れていないか

どこで音が鳴り
ましたか？

どんな音が鳴りまし
たか？ 何をしたときに鳴りましたか？ 確認すること
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くもりが取れない

窓ガラスのくもりの取りかた
フロントの窓ガラスがくもるときは、デフロ
スタースイッチを押します。
電源ポジションがONのとき使えます。

デフロスタースイッチ
●スイッチを押すとデフロスターから風が
吹き出し、吸い込み口が外気導入になり
ます。
（表示灯が点灯）

●止めるときは、もう一度スイッチを押し
ます。
（表示灯が消灯）

リヤデフォッガースイッチ
リヤの窓ガラスがくもるときは、リヤデ
フォッガースイッチを押します。
電源ポジションがONのときに使えます。
●スイッチを押すと約15分間作動します。
（表示灯が点灯）

●止めるときは、もう一度スイッチを押し
ます。
（表示灯が消灯）

 注意
● デフロスタースイッチをONにして
いるときにエアコンの設定温度を低
くすると、フロントガラスの外側に
露が付き、視界を妨げるおそれがあ
ります。

 アドバイス
● デフロスタースイッチをONにして
いるときは、内気循環にしないでく
ださい。くもりが取れにくくなりま
す。

 知識
● エアコンがOFFのとき、デフロス
タースイッチを押すとエアコンも自
動的に作動します。

● 早くくもりを取りたいときは、風量
を強くしてください。
インテリジェントエアコンシステ

ム  (P.172)
 アドバイス

● 連続して長時間使用しないでくださ
い。消費電力が大きいためバッテ
リーあがりの原因になります。

 知識
● リヤデフォッガースイッチを押すと、
ドアミラーヒーターも同時に作動し
ます。
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オーバーヒートしたとき

オーバーヒートしたときの対処方
法

次のようなときは、オーバーヒートです。
・水温計がオーバーヒートの範囲（ P.126）
を示したとき
・エンジンルームのすき間から蒸気が出ている
とき

処置のしかた
1. ただちに安全な場所に停車します。

2. エンジンをかけたままエンジンフー
ドを開け、風通しをよくしてエンジ
ンを冷やします。
万一、冷却ファンが回っていないと
きは、ただちにエンジンを停止し、
自然冷却してください。

3. 水温計がオーバーヒートの範囲
（ P.126）より下がったら、エン
ジンを止めしばらく待ちます。
エンジンが十分冷えてから冷却水の
量、ホースなどからの水漏れを点検
してください。

4. 冷却水が不足しているときは、加圧
式ラジエーターリザーバータンクに
冷却水を補充してください。
補充後は、しっかりキャップを閉め
てください。

5. 走行中、再度水温計がオーバーヒー
トの範囲を示したときは、手順1～
手順4の作業を繰り返し行ってくだ
さい。

6. 早めに日産販売会社で点検を受けて
ください。

 警告
● エンジンルーム内は高温になってい
るため、エンジンフードを開けると
きは十分に注意してください。
やけどなど重大な傷害につながるお
それがあります。

● 蒸気が出ているときは、エンジン
フードを開けないでください。やけ
どなど重大な傷害につながるおそれ
があります。
エンジンを止め、蒸気が出なくなる
まで待ち、エンジンフードを開けて
ください。

● エンジンが十分に冷えていないとき
は、ラジエーターやリザーバータン
クのキャップを外さないでください。
蒸気や熱湯が噴き出し、やけどなど
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

 アドバイス
● 応急的に水だけを補充したときは、
できるだけ早くエンジン冷却水を交
換してください。
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動かないとき

セレクトレバーが動かない

シフトロックの解除のしかた
万一セレクトレバーを から動かせないと
きに使います。
1. 安全のためパーキングブレーキをか

け、ブレーキペダルを踏み続けます。
2. お手持ちのマイナスドライバーなど

でふたを外します。
傷つきを防ぐため、ドライバーに布
などを当てて外してください。

3. メカニカルキーでシフトロック解除
ボタンを押しながらセレクトレバー
のボタンを押して、セレクトレバー
を動かします。
メカニカルキーによる施錠・解錠  

(P.203)

雪道やぬかるみからの脱出のしか
た

砂地、雪道、ぬかるみなどから抜け出せなく
なったときは、次の方法で脱出してください。
1. VDC OFFスイッチを操作して、

VDCをOFFにします。

2. 車両の前後に障害物がないことを確
認し、ハンドルを左右に回し、前輪
の周囲をならします。
後輪周辺の雪や土を取り除き、必要
に応じてタイヤの下に木材などをそ
えてください。

3. ゆっくりとアクセルペダルを踏み、
前進または後退します。
周囲の安全を確認したうえで、前進
と後退を繰り返してください。

 アドバイス
● セレクトレバーを から動かせない
ときは、シフトロックシステムなど
の故障が考えられます。すみやかに
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

 警告
● 周囲の人や物との衝突を避けるため、
前進と後退を繰り返すときは、周囲
に何もないことを確認してください。
特に脱出の瞬間は、車両が前方また
は後方に飛び出すおそれがあります。

● 必要以上にアクセルペダルを踏み込
まないでください。急発進して思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

 注意
● ぬかるみ、砂地、積雪路、側溝など
から脱出するとき、過度にタイヤを
空転させると、タイヤがバースト
（破裂）したり駆動部品の異常過熱に
より思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

 アドバイス
● 数回試しても脱出できないときは、
日産販売会社またはJAFなどのロー
ドサービスに連絡してください。
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けん引について
けん引が必要なときは、日産販売会社または
JAFなどのロードサービスに依頼してくださ
い。

他車にけん引してもらうとき
1. 先の細いお手持ちの工具を布などで

覆い、フロントバンパーのカバーの
溝に差し込んでカバーを外します。

2. ホイールナットレンチを使って、け
ん引フックを取り付けます。
工具の格納場所  (P.228)

3. 自車および他車のけん引フックに
ロープを掛け、ロープ中央に
30cm×30cm以上の白い布を取り
付けます。
ロープを掛けるときは、できるだけ
同じ側で水平になるように掛けてく
ださい。

4. エンジンを始動させ、セレクトレ
バーを にし、パーキングブレーキ
を解除します。
エンジンが始動できないときは、電
源ポジションをACCまたはONにし
てください。

 警告
● 電源ポジションがLOCKでバッテ
リーがあがると、ハンドルロック
（ステアリングロック）の解除ができ
なくなるため、このままの状態でけ
ん引しないでください。けん引する
ときは救援車のバッテリーとつなぎ、
電源ポジションをACCまたはONに
してハンドル操作ができる状態で
行ってください。また、けん引中は
電源ポジションをLOCKにしないで
ください。ハンドル操作ができなく
なり危険です。

 注意
● エンジンが停止していると、ブレー
キやパワーステアリングの倍力装置
が働かなくなるため、極度にブレー
キの効きが悪くなったり、ハンドル
操作力が重くなりますので注意して
ください。

● 長い下り坂では、ブレーキが過熱し
て効かなくなり、事故につながるお
それがあります。このような場所で
けん引するときは、レッカー車で引
いてもらってください。

● けん引フックに指定以外のフックは
絶対に使わないでください。フック
部が破損するおそれがあります。

● 前輪を上げてけん引するときは、電
源ポジションをONにしないでくだ
さい。VDCが作動しブレーキがかか
ることがあります。

 アドバイス
● けん引してもらうときは、速度

30km/h以下、距離30km以内にし
てください。高速走行や長距離走行
をすると、トランスミッションが破
損するおそれがあります。できるだ
けレッカー車、またはトレーラーを
依頼してください。

● けん引中はロープをたるませないよ
うに、前の車の制動灯に注意してく
ださい。

● けん引フックは他車をけん引するた
めに使用しないでください。
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■ けん引するときは

●けん引が必要なときは、日産販売会社ま
たはJAFなどのロードサービスに依頼し
てください。やむをえずけん引するとき
は、できる限り短距離の移動のみとして
ください。

●車両が動かなかったり、異常な音がする
ときは、けん引せずに日産販売会社へご
連絡ください。

●車両を運搬するときは、後輪または4輪
を持ち上げてください。

■ リヤフックについて

●後ろ側のフック（リヤフック）は船舶輸
送時の固定専用です。けん引やトレー
ラー輸送時などの固定には絶対に使わな
いでください。この車で他車をけん引す
ることはできません。

 知識
● けん引が終わったら、けん引フック
を取り付けたときと逆の手順で取り
外します。

 アドバイス
● けん引用として使うと、車両を損傷
するおそれがあります。
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故障したとき

発炎筒の使いかた
故障や事故などで緊急停車したとき、周囲に
危険を知らせるために使います。
1. 助手席足元部のホルダーから発炎筒

を外します。

2. 本体を回しながらケースから引き抜
きます。

3. ケースのすり薬で先端をこすって点
火します。

故障したときの対処方法
車両が故障したときは、次の手順を実施して
ください。
1. 非常点滅表示灯で後続車に危険を知

らせながら、できるだけ路肩に寄せ
て停車します。
路肩がない場所では、可能な限り広
いところまで自走します。

2. 同乗者をガードレールの外側などに
避難させ、発炎筒（ P.220）や停
止表示板（停止表示灯）を車両の後
方に置きます。
高速道路や自動車専用道路では、
50ｍ以上後方に置いてください。

3. 運転者もガードレールの外側などに
避難します。
ガードレールの外側に避難ができな
い場所では、車両から離れてガード
レールに身を寄せます。

 警告
● お子さまには触らせないでください。
いたずらなどで発火するおそれがあ
り危険です。

● 可燃物の近くで使わないでください。
引火する危険があります。

● 点火は必ず車外で行い、点火後は顔
や身体に近づけないでください。や
けどをする危険があります。

● トンネル内では使わないでください。
煙で視界が悪くなり、他車の走行の
妨げとなり事故を招くおそれがあり
ます。このときは非常点滅表示灯を
使ってください。

 アドバイス
● 点火後は約5分間燃え続けます。
● 発炎筒に記載されている使用方法、
注意をあらかじめ確認しておいてく
ださい。

● 発炎筒には有効期限があります。期
限が切れる前に日産販売会社でお買
い求めください。
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4. 非常電話や携帯電話などで救援依頼
をします。

 注意
● エンジンが停止していると、ブレー
キやパワーステアリングの倍力装置
が働かなくなるため、極度にブレー
キの効きが悪くなったり、ハンドル
の操作力が重くなりますので注意し
てください。

 アドバイス
● 高速道路や自動車専用道路では、停
止表示板（停止表示灯）の表示が法
律で義務づけられています。

● ガードレールの外側などに退避する
ときは、停止車両への追突事故が発
生したときに巻き込まれないように、
車両の後方に避難してください。

● 非常電話は、高速道路上に1kmごと
に設置されています。
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水没したとき

水没したときの対処方法

水没したときの対処のしかた
水没したときは、次のような対処方法で車
外に脱出してください。
●シートベルトを外して車外に脱出してく
ださい。

●ドアが開く水位が低いうちにドアを開け
て、車外に脱出してください。

●ドアが開かなかった場合、パワーウイン
ドーのスイッチを押し窓ガラスを開け、
窓から車外に脱出してください。

●パワーウインドースイッチを押しても窓
ガラスが開かない場合、以下の方法で脱
出してください。
― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）がある場合、窓ガラスを割り
窓から車外に脱出してください。

― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）がない場合、または緊急脱出
用ハンマーで窓ガラスが割れない場合
には、車内外の水位が同じ高さくらい
まで浸水するのを待ち、ドアを強く押
し開けて車外に脱出してください。
（車内外の水圧差がなくなると、ドア
を開けることができます。）

●浸水・冠水被害に遭われた場合は、車両
故障につながるおそれがあるため、すみ
やかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

 警告
● 水位が窓ガラスよりも高いとき、緊
急脱出用ハンマーを使用した場合、
割れたガラスが車内に入り、ケガを
するおそれがあります。

緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）について 

● フロントウインドーガラスは合わせ
ガラスのため、緊急脱出用ハンマー
で割ることはできません。リヤドア
ガラス、リヤウインドーガラスを
割って脱出してください。

● ※ドアガラスについては、車両の仕
様変更により、合わせガラス、また
は強化ガラスの位置が異なる場合が
あります。
見分け方法については、ガラスの断
面、もしくは刻印（マーク）を確認
することで見分けることができます。

ガラスの断面で合わせガラスを見分ける
方法 

● ドアガラスを半分ほど開け、断面を
上から確認し、2枚のガラスが貼り
合わせられている場合は合わせガラ
スとなります。

ガラスにある刻印（マーク）で合わせガ
ラスを見分ける方法 

● ドアガラスには次のような刻印
（マーク）が表示されています。この
表示によって、合わせガラスかどう
かを見分けることができます。

※車両によっては、刻印（マーク）
が表示されていない、またはガラス
の種類を示す表示の位置が異なる場
合があります。
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外装ランプが点灯しないとき

外装ランプが点灯しないときは
外装ランプはすべてLEDです。LEDが一部で
も点灯しない場合は日産販売会社で点検を受
けてください。
●ヘッドランプ、制動灯などは、雨天走行
や洗車などにより、レンズ内面が一時的
にくもることがあります。またヘッドラ
ンプ内と外気との温度差により、レンズ
内面が結露することもあります。これは
雨天時などに窓ガラスがくもるのと同様
の現象で、機能上の問題ではありません。
またレンズの構造上、レンズのふちに水
滴が付着することがありますが、機能上
の問題ではありません。ただし、ランプ
内に水がたまっている場合やレンズ内面
に大粒の水滴が付着している場合は、日
産販売会社にご相談ください。



ヒューズが切れたとき

ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

224

ヒューズが切れたとき

ヒューズが切れたときは
ランプがつかないときや電気系統の装置が作
動しないときは、ヒューズ切れが考えられま
す。
故障の状況から、関係するヒューズを確認し
てください。

ヒューズを確認する前に
●ヒューズが切れているときは、同じ容量
のヒューズと交換します。

■ ヒューズボックスの位置

●ヒューズボックスはエンジンルームと運
転席足元にあります。

●各ヒューズの位置は、ヒューズボックス
のふたの裏側に表示してあります。

ヒューズ抜きについて
●運転席足元のヒューズボックス内に
ヒューズ抜きがあります。

●電源ポジションをOFFにしてから、
ヒューズ抜きをヒューズに差し込んで引
き抜き、ヒューズが切れていないか確認
します。

ヒューズの交換のしかた（エンジン
ルーム）

エンジンルームのヒューズを点検・交換す
るときは、次の手順に従ってください。
1. 電源ポジションをOFFにし、エンジ

ンフードを開けます。
エンジンフードの開閉  (P.229)

2. ツメを押しながら持ち上げ、ふたを
外します。

3. 運転席足元のヒューズボックスにあ
るヒューズ抜きを使ってヒューズを
取り外します。
ヒューズの交換のしかた（車室

内）  (P.225)

 警告
● 規定容量以外のヒューズや、ヒュー
ズの代わりに針金、銀紙などは絶対
に使わないでください。電装システ
ムの故障や、配線などが過熱して火
災につながるおそれがあります。

 アドバイス
● 交換してもヒューズが切れるときは、
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

● ヒューズを交換したときは、確実に
差し込まれていることを確認してく
ださい。



ヒューズが切れたとき
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

225☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

4. 新しいヒューズと交換します。
交換したときは、確実に差し込まれ
ていることを確認してください。

ヒューズの交換のしかた（車室内）
車室内のヒューズを点検・交換するときは、
次の手順に従ってください。
1. 電源ポジションをOFFにします。

2. 運転席足元にあるふたのツメを押し
ながら手前に引いて外します。

3. ヒューズ抜きでヒューズを取り外し
ます。

4. 新しいヒューズと交換します。交換
したあとは、確実に差し込まれてい
ることを確認してください。

 アドバイス
● 次のイラストのような部品が付いて
いる場合は、その部品の中にも
ヒューズがあります。中のヒューズ
を点検・交換するときは、 を上下に
つまみながら矢印の方向に引き抜い
てください。
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点検・整備
点検・整備について P.228
ジャッキアップ P.228
エンジンルーム P.229
寒冷時のメンテナンス P.232
タイヤ P.233
冬用タイヤ・タイヤチェーンについて P.237
ワイパー P.238
その他の点検整備について P.239

清掃・お手入れ
洗車のしかた P.241
内装のお手入れ P.242

サービスデータ
点検値 P.244
交換油脂類 P.244
車両仕様 P.247
イベントデータレコーダ P.248
車両状態記録機能 P.248
TCU（Telematics Control Unit） P.249
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点検・整備

点検・整備について
道路運送車両法により、定期点検と日常点検
が義務づけられています。正しい点検整備を
行い、お車を安全にお使いください。
点検整備の詳細については、別冊のメンテナ
ンスノートをお読みください。

点検・整備の種類
●日常点検
走行距離や使用時の状態から判断し、適
切な時期にお客さまご自身で行う点検で
す。
いつもと違うことに気がついたら日産販
売会社で点検を受けてください。（音、振
動、におい、水漏れ、油漏れなど）

●定期点検
1年ごとに実施する点検です。12か月点
検および24か月点検があります。

●その他の点検
日産自動車が指定している、新車時の点
検や厳しい使われかたをした場合に必要
な点検があります。

車検、点検整備のとき
●車検、点検整備については、日産販売会
社にご相談ください。

工具の格納場所
●工具は、トランクルーム下部に格納され
ています。

ジャッキアップ

ジャッキハンドルのセットのしかた
●ジャッキにジャッキハンドルバーと
ジャッキハンドルをセットします。

 知識
● 点検・整備および保証の内容は、別
冊のメンテナンスノートに詳しく記
載されていますので、必ずお読みく
ださい。

 知識
● ジャッキとジャッキハンドルバーは
標準で搭載されていませんので、必
要に応じて準備してください。
ジャッキ、ジャッキハンドルバーの
ご購入については、日産販売会社に
ご相談ください。

● 車両の仕様変更または装備変更によ
り、本書の内容が実車と一致しない
場合がありますのであらかじめご了
承ください。

 注意
● ジャッキハンドルを回すときは、
ジャッキハンドルバーをしっかり
握って回してください。ジャッキハ
ンドルバーが回転中に外れると、思
わぬケガをするおそれがあります。

 アドバイス
● ジャッキハンドルバーは、確実に
ジャッキハンドルの穴に差し込んで
ください。
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ジャッキアップポイント
●ジャッキアップポイント以外のところに
はジャッキをかけないでください。車体
が変形するおそれがあります。

ジャッキアップのしかた
1. 交通の妨げにならず、安全に作業が

できる地面(平坦な硬い場所)に停車
し、人や荷物を車から降ろします。
停車・駐車のしかた  (P.52)

2. ジャッキをかける位置と対角線の位
置にあるタイヤに輪止めをします。
輪止めは、前輪をジャッキアップす
るときは後輪の後ろ側、後輪を
ジャッキアップするときは前輪の前
側に置きます。

3. ジャッキを手で回し、ジャッキの溝
がジャッキアップポイントの中央に
入るまで上げます。

4. ジャッキハンドルを回して、タイヤ
と地面が少し離れるまで、ジャッキ
アップします。 エンジンルーム

エンジンルームを点検するときは安全な場所
に駐車し、パーキングブレーキをかけた状態
でエンジンフードを開けます。

エンジンフードの開閉
1. 運転席右下にあるフードオープナー

を引きます。
エンジンフードの先端が少し浮き上
がります。

 注意
● 柔らかい地面の上では行わないでく
ださい。ジャッキが倒れ、事故につ
ながるおそれがあります。

● やむをえず傾斜地で作業する場合は、
ジャッキをかける位置と対角線の位
置にあるタイヤの下り側に輪止めを
し、車が動き出さないようにしてく
ださい。

 アドバイス
● ジャッキアップポイント以外のとこ
ろにはジャッキをかけないでくださ
い。車体が変形するおそれがありま
す。

 知識
● 輪止めは標準で搭載されていません
ので必要に応じて準備してください。
なお、輪止めはタイヤを固定できる
大きさの石、木片などで代用できま
す。
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2. エンジンフード先端のすき間に手を
入れ、レバーを引き上げながらエン
ジンフードを持ち上げます。

3. 閉めるときは、エンジンフードを
ゆっくり降ろし、左右の先端を押し
付け、確実にロックします。

 警告
● 走行前に、エンジンフードが確実に
閉まっていることを、必ず確認して
ください。ロックされていないと、
走行中エンジンフードが開いて、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● ポップアップエンジンフードが作動
したときは、フードオープナーを引
かないでください。
フードオープナーを引くと、さらに
フードが上がり視界の妨げとなるた
め危険です。また、フードを無理に
押し戻さないでください。手動では
下げることができないため、フード
が変形したり、思わぬケガをするお
それがあります。
ポップアップエンジンフードが作動
したときは、必ず日産販売会社にご
相談ください。

 注意
● 風が強いときに開けると、風にあお
られますので、しっかり持ってゆっ
くり開けてください。

● エンジンフードを開けたときは、エ
ンジンフードに頭などをぶつけない
ように注意してください。

● ラジエーターなどの高温部に触れな
いでください。やけどをするおそれ
があります。

● エンジンフードを閉めるときは、手
などを挟まないように注意して降ろ
してください。

 アドバイス
● ワイパーアームを起こしたままフー
ドを開けないでください。エンジン
フードやワイパーを損傷します。



点検・整備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

エンジンルーム内の配置図
231

ウォッシャー液の補給
ウォッシャー液が不足しているときは、
ウォッシャー液を補給してください。
●ウォッシャータンクのキャップを外し、
ウォッシャー液を補給してください。
ウォッシャー液容器に記載してある凍結
温度を参考に、外気温に応じた希釈割合
（濃度）にして補給します。

●ふたの穴を押さえ、引き抜くと、スポイ
ト式にウォッシャー液の残量が点検でき
ます。

●引き抜いたときにウォッシャー液が
チューブ下端にしか入らないと、ウォッ
シャータンクはほぼ空の状態です。

●日産純正ウインドウォッシャー液をおす
すめします。
ウォッシャー液  (P.246)

 警告
● エンジンルーム内の作業をするとき
は、電源ポジションをOFFにしてく
ださい。エンジン回転中にエンジン
ルーム内に手、衣服、工具などを入
れると思わぬケガをするおそれがあ
ります。

 注意
● 点検や清掃に使用した工具、布、紙
類などを、エンジンルーム内に置き
忘れないようにしてください。故障
や車両火災につながるおそれがあり
ます。
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寒冷時のメンテナンス

冷却水の濃度点検
●冷却水の凍結を防ぐため、冷却水の濃度
を点検してください。

●冷却水を補充・交換するときは、日産純
正スーパーロングライフクーラント
（50%希釈品）をお使いください。
エンジン冷却水  (P.246)

車が凍結したら
●凍った部分にお湯をかけて氷を溶かして
ください。溶けたらすぐにふき取ってく
ださい。

●寒冷時にドアミラーが正常に作動しない
場合は、ドアミラー内部が凍結している
可能性があります。無理に動かしたりせ
ず、ドアミラー本体にぬるま湯をかけて
凍結を溶かしてください。溶けたらすぐ
に水分をふき取ってください。

靴の雪を落とす
●乗車時、靴に付いた雪はよく落としてく
ださい。ペダル類の操作時に滑ったり、
窓ガラスのくもりの原因となります。

窓ガラスの雪や霜を落とす
●プラスチックの板などを使って、ガラス
を傷つけないように落としてください。

足回りの着氷を落とす
●足回り（ブレーキホース、フェンダー裏
側など）に付着した氷塊を、部品を破損
しないように注意して取り除いてくださ
い。

滑りやすい路面の走りかた
●滑りやすい路面での急発進、急加速、急
ブレーキ、急ハンドルなど無理な運転は
危険ですのでしないでください。雪道や
凍結路では速度を落とし、車間距離を取
り、ゆとりある運転をしてください。

●雪道、凍結路では早めに冬用タイヤ、タ
イヤチェーンなどを装着して走行してく
ださい。
冬用タイヤ・タイヤチェーンについて  

(P.237)
タイヤ空気圧警報システム  (P.235)

 注意
● ウォッシャー液を補給するときは、
液を高温部にかけないようにしてく
ださい。出火するおそれがあります。

 アドバイス
● ウォッシャー液の代わりに石けん水
などを入れないでください。塗装面
がしみになるおそれがあります。

冷却水の濃度 凍結温度
50% 約−35°C

 アドバイス
● 工場出荷時は、50％にしてありま
す。

● 冷却水の点検・補充・交換は日産販
売会社にご相談ください。

 アドバイス
● ドアなどの開閉部分を無理に開けな
いでください。ゴムがはがれたり損
傷するおそれがあります。

● ワイパー、ドアミラー、パワーウイ
ンドーなどを無理に動かさないでく
ださい。装置が損傷するおそれがあ
ります。

● ドアのキー穴部には、お湯をかけな
いでください。凍結するおそれがあ
ります。

 警告
● ルーフに積もった雪は落としてくだ
さい。窓ガラスに雪が滑り落ちると
視界の妨げとなり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。
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走行中の雪の付着に注意
●ブレーキに付着した雪が凍結し、ブレー
キの効きが悪くなることがあります。と
きどきブレーキの効き具合を確認してく
ださい。効きが悪いときは、前後の車と
の距離を十分とり、低速走行で効きが回
復するまでブレーキペダルを軽く踏んで
ください。

●フェンダーの裏側に付いた雪が積もり、
ハンドルの切れが悪くなることがありま
す。ときどき確認して雪を取り除いてく
ださい。

長時間駐車するとき
●セレクトレバーを に入れ、パーキング
ブレーキをかけずに輪止めをしてくださ
い。パーキングブレーキをかけると、ブ
レーキが凍結して解除できなくなるおそ
れがあります。

●軒下や樹木の下には駐車しないでくださ
い。落雪で車が損傷するおそれがありま
す。

●雪が降りそうなときや降雪時にはワイ
パーアームを起こしておいてください。
ブレードと窓ガラスが凍結し、破損する
おそれがあります。

タイヤ
タイヤが摩耗・損傷していたり、適正な空気
圧でないと、安全な走行ができず乗り心地も
損なわれます。
日常的に点検を行ってください。

タイヤの点検項目

■ タイヤ空気圧の点検

●タイヤの空気圧は、走行前のタイヤが冷
えているときに点検・調整してください。
タイヤ接地部のたわみが大きいときは、
空気圧が不足しています。すみやかに調
整するか、日産販売会社にご相談くださ
い。偏平タイヤの空気圧はたわみ状態で
はわかりにくいため、タイヤエアゲージ
を使用し点検してください。

●タイヤ空気圧は自然に少しずつ低下しま
す。月に一度はタイヤエアゲージを使用
してタイヤ空気圧が適正であるか点検し
てください。

●走行するとタイヤ内温度が上昇し、タイ
ヤ空気圧が約1割上がることがあります。

●タイヤの指定空気圧は運転席ドア開口部
に表示してあります。

●タイヤ空気圧の調整後は、必ずタイヤ空
気圧警報システムのリセット操作をして
ください。リセット操作後、タイヤ空気
圧警告灯とメーター内ディスプレイの警
告表示が消灯します。
タイヤ空気圧警報システム  (P.235)

■ タイヤ摩耗の点検

●摩耗限界表示（ウェアインジケーター）
が表れたら、タイヤを交換してください。

タイヤ・ロードホイールを交換する
とき

●タイヤサイズは運転席ドア開口部のタイ
ヤの指定空気圧表示を参照してください。

●ロードホイールを交換するときは、この
車両専用のタイヤおよびロードホイール
に必ず交換してください。タイヤ空気圧
警報システムが正常に作動しなくなるお
それがあります。ロードホイールのサイ
ズは巻末のサービスデータに記載してあ
ります。

 注意
● タイヤ空気圧警報システムのリセッ
ト操作後も警告灯が点灯する場合は、
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

 注意
● 気温や高度の変化により、タイヤの
空気圧は変化します。タイヤの空気
圧が不足したまま走行すると、バー
スト（破裂）するなど、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

● タイヤはゴム製品のため、徐々に劣
化します。5～7年を目安に必ず点検
してください。
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●タイヤまたはロードホイールを交換した
ときは、必ずタイヤ空気圧警報システム
のリセット操作をしてください。
タイヤ空気圧警報システム  (P.235)

タイヤの位置交換（ローテーション）
●左右それぞれで、前後タイヤの交換を
行ってください。タイヤの偏摩耗を防ぎ、
寿命を延ばすために、約5,000kmごと
にタイヤのローテーション（位置交換）
を行うことをおすすめします。

 注意
● 指定サイズ以外のタイヤ・ロードホ
イールは絶対に取り付けないでくだ
さい。不適合なタイヤ・ロードホ
イールを取り付けると、安全性が損
なわれ、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● タイヤを交換するときは、4輪とも
同時期に行い、必ず指定サイズで同
一の銘柄、パターン（溝模様）のタ
イヤを取り付けてください。
径が異なるタイヤを装着すると、車
の機構に無理がかかり、重大な故障
につながります。また、VDCシステ
ムが正常に作動しないことがありま
す。次のようなタイヤの装着はしな
いでください。回転差を吸収する機
構に無理がかかり、過熱し火災につ
ながるおそれがあります。
― 摩耗差の大きいタイヤの装着
― 前輪または後輪だけに冬用タイヤ
を装着

― サイズや種類の異なるタイヤを
個々に装着

● 著しく摩耗差のあるタイヤや空気圧
が規定値と著しく異なるタイヤを装
着しないでください。車の性能が十
分に発揮できなくなり、安全性を損
なったり故障の原因になります。

● タイヤの交換をするときは、日産販
売会社にご相談ください。

 アドバイス
● ロードホイールは、リムサイズやイ
ンセットが同じでも、他の車の物は
使えない場合があります。お手持ち
の物をご使用になるときは、日産販
売会社にご相談ください。

● アルミロードホイールには荷重制限
がありますので、交換するときは日
産販売会社にご相談ください。

● タイヤやロードホイールを交換した
ときは、ホイールバランスを確実に
取ってください。

● バルブキャップは日産純正品を使用
してください。日産純正品以外のバ
ルブキャップを使用すると腐食して
固着し、外れなくなる場合がありま
す。

● バルブキャップは工具などを使用し
て締め付けると、破損するおそれが
あります。

● ホイールナットの締め付けトルクは、
108N・m（11kg・m）です。

タイヤ空気圧警報システムについて
● タイヤ空気圧センサーが付いていな
いロードホイールを装着すると、タ
イヤ空気圧警告灯が約1分間点滅後、
点灯します。

元のタイヤ空気圧センサーが付いて
いるロードホイールを取り付けたあ
とは、必ずタイヤ空気圧警報システ
ムのリセット操作をしてください。
リセット操作後、タイヤ空気圧警告
灯は消灯します。

● 新しいタイヤ空気圧センサーを取り
付けた場合は、専用のIDコードを登
録する必要があります。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。

● タイヤ空気圧センサーのシールゴム、
コア、キャップはセンサーの付け替
えと一緒に交換してください。シー
ルゴムが摩擦などで劣化すると、タ
イヤのエア漏れの原因となります。

● タイヤ空気圧の確認や調整をすると
きは、バルブを曲げないでください。
バルブや空気圧センサーを破損する
おそれがあります。

● バルブキャップを正しく取り付けて
ください。バルブキャップがないと、
バルブや空気圧センサーを破損する
おそれがあります。

● ホイールを保管するときや、ホイー
ルに別のタイヤを取り付けるときは、
バルブや空気圧センサーを傷つけな
いように注意してください。
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タイヤ空気圧警報システム

■ タイヤ空気圧警報システム

タイヤ空気圧警報システムは、タイヤ空気
圧が不足していることを知らせるシステム
です。
● 25km/h以上で走行したときに、作動し
ます。

●タイヤ空気圧が低下すると、メーター内
のタイヤ空気圧警告灯が点灯し、メー
ター内のディスプレイに警告を表示しま
す。

●空気圧を正しく調整したあと、必ずタイ
ヤ空気圧警報システムのリセット操作を
してください。リセット操作後、タイヤ
空気圧警告灯とメーター内のディスプレ
イの警告表示（ P.145）が消灯しま
す。

●気温や高度の変化により、タイヤの空気
圧が減少し、タイヤ空気圧警報システム
が作動する場合があります。

●バーストや急激な空気圧低下をした場合
は、メーター内の警告表示がすぐに作動
しないことがあります。

●システムに異常があるときは、タイヤ空
気圧警告灯（ P.210）が約1分間点滅
したあとに点灯を続けます。なお適正な
空気圧に設定しない限り、その後エンジ
ンを始動するたびにこの動作が繰り返さ
れます。

●走行中にタイヤ空気圧警告灯が点灯した
場合は、急ハンドル・急ブレーキを避け、
車速を下げて安全な場所に退避し、でき
るだけすみやかに停車してタイヤを確認
してください。

 注意
● タイヤ間に著しい摩耗差があったり、
空気圧が規定値より著しく異なると、
車の性能が十分に発揮できなくなり、
安全性を損なったり故障の原因にな
ります。

 アドバイス
● タイヤの位置交換と同時に空気圧も
点検してください。

● タイヤの位置交換をしたときは、タ
イヤ空気圧警報システムのリセット
操作をしてください。
タイヤ空気圧警報システム  

(P.235)

● タイヤの位置交換については、日産
販売会社にご相談ください。

 警告
● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）を使用し
ている方は、アンテナから約22cm
以内の範囲に装着部位が近づかない
ようにしてください。タイヤ空気圧
警報システムの電波が植込み型心臓
ペースメーカーおよび植込み型除細
動器（ICD）の作動に影響を与える
おそれがあります。



点検・整備

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

236

 警告
● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）以外の医
療電気機器を使用している方は、イ
ンテリジェントキーの電波が医療電
気機器の動作に影響を与える場合が
あるため、医療電気機器製造業者な
どへ影響を確認してからご使用くだ
さい。

 注意
● タイヤ空気圧警告灯が点灯し、警告
が表示されたときは、安全な場所に
停車し、タイヤを確認してください。
放置して走行し続けると、タイヤが
バースト（破裂）したり思わぬ事故
につながるおそれがあります。

● タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅
したあとに点灯を続けたときは、日
産販売会社で点検を受けてください。

 アドバイス
● タイヤ空気圧警報システムは、日常
点検を補助するものです。必ず日常
点検でタイヤの空気圧を点検してく
ださい。

● タイヤ空気圧が不足すると、燃費悪
化やタイヤ寿命の低下、ハンドル・
ブレーキ性能に悪影響を与えること
があります。

● タイヤ空気圧センサーは、日本の電
波法の認証に適合しています。次の
ことを必ずお守りください。

― 日本国内のみで使用する。
― 正しい使用方法以外では使用しな
い。

― 分解や改造はしない。（分解や改造
したものを使用することは法律で
禁止されています。）

● タイヤ空気圧センサーにはお客さま
の車に適合する固有のIDコードが登
録されています。他の車のタイヤ空
気圧センサーを使用すると、システ
ムが作動しません。

● タイヤを修理・交換するときはタイ
ヤ空気圧センサーの取り付けやID
コードの登録をする必要があるため、
日産販売会社へご相談ください。

● 以下の場合は、タイヤ空気圧警報シ
ステムが正常に作動しない場合があ
ります。
― タイヤ交換後や空気圧調整後に、
タイヤ空気圧警報システムのリ
セットを行っていないとき

― タイヤチェーンを装着していると
き

― 日産純正品以外のロードホイール
を使用したとき

― 日産純正品もしくは日産販売会社
で購入したタイヤ以外を使用した
とき

― 近くに同じような無線周波数を
使っている施設や器具があるとき

― 車両、特にロードホイールハウス
の周りに多くの雪や氷などが付い
たとき

― タイヤ空気圧センサーのIDコード
がシステムに登録されていないと
き

― この車両の指定の空気圧センサー
が取り付けられていないとき

― タイヤ空気圧センサーが装着され
ていないホイールを装着したとき

― タイヤ空気圧センサーの電池が消
耗したとき

― 窓ガラスに金属性の部品を装着し
ているとき

● タイヤ空気圧センサーには、車両と
通信するための電池が内蔵されてい
ます。走行中は、常時車両と通信し
ているため電池を消耗しており、電
池が切れると、タイヤ空気圧警告灯
が約1分間点滅後、点灯します。電
池が消耗したときは、日産販売会社
にご相談ください。電池単品での交
換はできません。

● 凹凸のある道路を走行するときは注
意して走行してください。タイヤ空
気圧センサーを破損させるおそれが
あります。

● 以下の場合は、電波の障害を受ける
ため正しく作動しない場合がありま
す。
― 近くにテレビ塔や発電所、放送局
など強い電波を発生する設備があ
るとき

― 無線機や携帯電話などの無線通信
機器を一緒に携帯しているとき
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■ タイヤ空気圧警報システムのリセット

以下の場合はタイヤ空気圧警報システムの
リセット操作が必要となります。
●タイヤ空気圧を調整したとき
●タイヤまたはホイールを交換したとき
●タイヤの位置交換（ローテーション）を
したとき

以下の手順に従って、タイヤ空気圧警報シ
ステムのリセット操作を行ってください。
1. 安全な場所に停車します。

2. パーキングブレーキをかけ、セレク
トレバーを にします。

3. 4輪すべてのタイヤを指定の空気圧
に調整し、タイヤエアゲージを使用
して確認します。

4. ブレーキペダルを踏まずにエンジン
スイッチを押して、電源ポジション
をONにします。エンジンは始動さ
せないでください。

5. ナビゲーションシステムで次の操作
をして、タイヤ空気圧警報システム
をリセットします。
＜MENU＞ ⇒ ［設定］ ⇒ ［メーター
設定］ ⇒ ［タイヤ空気圧警報システ
ム設定］ ⇒ ［システムリセット］ ⇒ 
［はい］ ⇒ ［OK］
詳しくは、別冊のナビゲーションシ
ステム取扱説明書の「車両情報」の
章をお読みください。

6. リセット操作後、タイヤ空気圧警告
灯とメーター内のディスプレイの警
告表示が消灯します。その後、しば
らく走行することデータが更新され
ます。

リセット操作後も警告灯が点灯する場合は、
日産販売会社で点検を受けてください。
タイヤ空気圧警告灯（ P.210）

冬用タイヤ・タイヤチェーンにつ
いて

雪道や凍結した道路を走行するときは、冬用
タイヤやタイヤチェーンを装着してください。

 アドバイス
― 近くで電波式リモートコントロー
ルエントリーを使用しているとき

― 電子機器（パソコンやドライブレ
コーダーなど）、DC/ACコンバー
ター、スマートフォン、タブレッ
ト、その他の電子機器の充電器が
車室内、または車両の近くで使用
しているとき

― 近くに本システムと同じような周
波数を使っている施設、器具があ
る場合、または地域にいるとき

― 同じような周波数を使った無線機
や器具を使用しているとき

― 電子情報機器を車内で使用してい
るとき

 知識
● 温度による空気圧の変化や自然に空
気圧が減少したときにもタイヤ空気
圧警告灯が点灯しますが、適切な空
気圧に調整して消灯すれば故障では
ありません。
タイヤ空気圧の点検  (P.233)

● 高速走行時はタイヤ空気圧警告灯が
約1分間点滅したあと点灯すること
がありますが、減速して消灯すれば
故障ではありません。

● 走行するとタイヤ空気圧は指定空気
圧よりも上昇しますが、運転後にタ
イヤ空気圧を下げないでください。

● 外気温が低いとタイヤ内部の空気温
度が低下することで、タイヤの空気
圧が指定空気圧よりも低下する可能
性があります。
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タイヤチェーンは必ず後2輪に装着してくださ
い。

タイヤチェーン装着の前に
安全に作業できる平坦な場所に停車してく
ださい。
パーキングブレーキをかけエンジンを停止
します。さらに、非常点滅表示灯を点滅さ
せ、必要に応じて停止表示板（または停止
表示灯）を置きます。
お客さまのタイヤサイズに合ったタイヤ
チェーンでも使用できない場合があります。
タイヤチェーンはお客さまの車に適合した
日産純正品をおすすめします。適合するタ
イヤチェーンについては日産販売会社にご
相談ください。

タイヤチェーン装着のしかた
●タイヤチェーンは付属の取扱説明書に
従って正しく装着してください。

冬用タイヤ装着のしかた
●冬用タイヤを装着するときは、4輪とも
指定サイズで同一の銘柄、パターン（溝
模様）のものに交換してください。

ワイパー
ワイパーブレードを交換するときは、次の手
順に従ってください。

ワイパーブレードの交換のしかた
1. ワイパーアームを起こし、ブレード

を少し傾けます。
ワイパーアームを起こすとき（ラ

イズアップ機能の使いかた）  
(P.190)

2. ワイパーブレードのツメを押したま
まにします。

3. ワイパーブレードを矢印の方向に動
かして取り外します。

4. 新しいワイパーブレードを取り付け
ます。取り付けは取り外したときと
逆の手順で行い、ワイパーブレード

 注意
● 不適正に装着したり、タイヤサイズ
に合わないものなどを使用すると、
ブレーキ配管やフェンダーなどを破
損するおそれがあります。

 アドバイス
● タイヤチェーンを装着すると、アル
ミホイールを傷つけるおそれがあり
ます。

● タイヤチェーンを装着したときはタ
イヤチェーンに付属の取扱説明書で
指示された速度で走行してください。
安全が損なわれたりタイヤチェーン
が切れやすくなります。

● 雪のない舗装路ではチェーンを装着
したまま走行しないでください。路
面を損傷したり、チェーンの摩耗を
早め、寿命が短くなります。

● タイヤチェーンを装着しているとき
は、突起しているところや穴の上を
走行したり、急ハンドルやタイヤが
ロックするようなブレーキ操作をし
ないでください。

 注意
● タイヤチェーンを不適正に装着した
り、タイヤサイズに合わないものを
使用しないでください。ブレーキ配
管やフェンダーなどを破損するおそ
れがあります。
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が確実に固定されていることを確認
します。

ワイパーゴムの交換のしかた
1. ワイパーアームからワイパーブレー

ドを取り外します。

2. ワイパーゴムを矢印方向にスライド
し、取り外します。

3. 取り付けるときは、取り外したとき
と逆の手順で行います。

●ワイパーゴムのストッパーがない方から
ブレードに沿って差し込みます。

●ワイパーゴムの 部をワイパーブレード
の「SET」の位置で確実に押し込み、固
定します。

その他の点検整備について

エンジンオイルについて
●交換時期についてはメンテナンスノート
をお読みください。また、指定のエンジ
ンオイルについては、巻末のサービス
データをお読みください。
エンジンオイル  (P.244)

詳しくは日産販売会社にご相談ください。

バッテリーについて
●バッテリーのメンテナンスについては、
メンテナンスノートをお読みください。
詳しくは日産販売会社にご相談ください。

 注意
● 交換するときは、ワイパーアームお
よびワイパーブレードがガラスに当
たらないよう気をつけてください。
ガラスに当たるとガラスが破損する
おそれがあります。

 アドバイス
● ワイパーブレードに大きな力を加え
て変形させないでください。ふき取
りにくくなったり、破損するおそれ
があります。  知識

● ワイパーゴムに石けん水を塗ると脱
着しやすくなります。

 注意
● 適切なオイル交換が行われないと、
エンジンの破損や火災など、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

● オイルの点検をしたあとは、オイル
レベルゲージを確実に差し込んでく
ださい。 オイルレベルゲージが根元
まで差し込まれていないと、オイル
が噴き出し火災の原因になるおそれ
があります。

● エンジンオイルフィラーキャップは
確実に閉めてください。走行時に
キャップが外れエンジンオイルが噴
き出すと、火災の原因になるおそれ
があります。

 警告
● バッテリーを充電するときは換気を
十分に行い、火気は近づけないでく
ださい。バッテリーから発生する可
燃性ガスに引火して爆発するおそれ
があります。

● バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。万一、付着したときは、すぐに 
多量の水で洗浄し、飲み込んだとき
は多量の水を飲んで応急処置をした
あと、医師の診療を受けてください。
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 注意
● バッテリーの(+)側端子が周辺の金属
と接触しないようにしてください。
接触するとショートして火災の原因
となるおそれがあります。また、
バッテリーの端子の締め付けが緩い
と、配線などが過熱、焼損し、火災
につながるおそれがあります。

● バッテリーを交換するときは、必ず
同じサイズ（型式）に交換し、動か
ないようにしっかりと固定してくだ
さい。しっかり固定できていないと、
ショートなどの原因となり火災につ
ながるおそれがあります。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。
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清掃・お手入れ

洗車のしかた
塗装面の変色やサビなどを防止するために、
適切なお手入れが大切です。

洗車のしかた
●塗装面に付着した汚れをそのままにする
と、変色やサビの原因となります。次の
ような場合は、すぐに洗車してください。
― ばい煙、虫の死がいや鳥の糞、樹液、
鉄粉、コールタールなどが付着したと
き

― 海岸地区、凍結防止剤を散布した道路
を走行したあと

― ほこり、汚れがひどいとき
■ 水洗いするとき

1. 水をかけながら下回りの汚れを洗い
流します。

2. 水をかけながら塗装面の高い位置か
ら低い位置の順にセーム皮や柔らか
いスポンジなどで汚れを落とします。
汚れがひどいときは、ボディーシャ
ンプーなどを使い、その後十分に水
で洗い流します。

3. はん点が残らないように水をふき取
ります。

■ 洗車機を使うとき

●自動洗車機を使用するときは、ドアミ
ラー（ P.41）を格納してください。

●燃料補給口（ P.168）を完全に閉めて
ください。

●高圧洗浄機を使用するときは、洗車ノズ
ルと車体の距離を十分離して洗車してく
ださい。洗車ノズルを近づけすぎると、
モールなど樹脂部分やシール材などが変
形、損傷したり、塗装の劣化を早めたり
することがあります。

ワックスをかけるとき
塗装面の変色やサビなどを防止するために、
適切なお手入れが大切です。
●ワックスがけは1か月に1回程度、または
水はじきが悪くなったときに行ってくだ
さい。かけかたは普通塗装車、メタリッ
クおよびパール塗装車とも同じです。

■ ワックスのかけかた

1. 塗装面の汚れを洗車などで取り除き
ます。

2. 塗装面が冷えているとき（体温以下
が目安）にワックスをかけます。か
けかたはワックス容器に記載してあ
る説明に従ってください。

 注意
● 下回りを洗うときはケガをしないよ
うに注意してください。

● エンジンルームを水で洗ったり、洗
剤やワックスなどを直接スプレーし
たりしないでください。エンジンの
始動不良やエンジンの不調、電気部
品の故障などの原因になるおそれが
あります。水や洗剤、ワックスなど
の製品、もしくはその他シリコンを
含む製品を使用する場合は、布に塗
布してからエンジンルームをふいて
ください。

 アドバイス
● ケミカル用品などは用途により使い
分けが必要です。用途にあった物を
お使いください。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤
や酸、アルカリ性の溶液を使わない
でください。変色やしみの原因とな
ります。

● 硬いブラシや、たわしなどは使わな
いでください。塗装面を傷つけるお
それがあります。

● 寒冷時に洗車をするときは、ブレー
キに直接水がかからないように注意
してください。ブレーキ装置に水が
入ると凍結し、走行できなくなるお
それがあります。

 アドバイス
● 洗車をするときに、車体に体重をか
けるなどして、強い力で押したとき
に、場所によっては車体がへこむお
それがあります。

 アドバイス
● 自動洗車機で洗車すると、ブラシの
傷がつき、塗装の光沢が失われたり
劣化を早めることがあります。

● ドアガラスのまわりに高圧ノズルを
近づけないでください。車内に水が
漏れるおそれがあります。
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■ ワックスの選びかた

●コンパウンド（研磨剤）の入っていない、
塗装に適したワックスを使ってください。
日産純正カーワックスをおすすめします。
詳しくは、日産販売会社にご相談くださ
い。

アルミロードホイールのお手入れ
●中性洗剤を含ませたスポンジなどを使い、
汚れを落としてください。日産純正ク
リーナーをおすすめします。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。

軽い補修のしかた
●塗装面の小さい傷はタッチアップペイン
トを使い、早めに傷部を補修してくださ
い。サビの発生を防ぎ、塗装面を長持ち
させます。

内装のお手入れ

内装のお手入れについて

 アドバイス
● 塗装されていないバンパー、スポイ
ラーなどの樹脂部品には、ワックス
を使用しないでください。ムラにな
ることがあります。

● コンパウンド（研磨剤）の入った
ワックスを使うと、塗装面の光沢や
水をはじく特性が失われることがあ
ります。

● カメラのレンズ部にワックスを付け
ないでください。ワックスが付いた
場合は、中性洗剤を薄めて柔らかい
布に含ませ、ふき取ってください。

 アドバイス
● 変色やしみの原因になったり、傷を
つけるおそれがあるため、次のこと
をお守りください。
― 強酸性、強アルカリ性の洗剤は使
わない

― 洗剤はホイールの表面が冷えてい
るときに使用する（体温以下が目
安）

― 洗剤を使用したあとは、早めに十
分洗い流す

― 硬いブラシやコンパウンド（研磨
剤）の入った洗剤などは使わない

 アドバイス
● 車室内に水をかけないでください。
オーディオやスイッチ類、フロア下
の配線や電気部品などに水がかかる
と故障するおそれがあります。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤
や酸、アルカリ性の溶剤を使用しな
いでください。変色やしみ、ひび割
れ、塗装はがれなどの原因となるお
それがあります。また、各種クリー
ナー類には、これらの成分が含まれ
ているおそれがあるため、確認して
からご使用ください。

● オーディオやスイッチ類などの電装
品、ブレーキペダル周りにシリコー
ン（シリコン）を含むケミカル用品
（スプレー、グリース、オイルなど）
を使用しないでください。電装品の
故障につながるおそれがあります。

● 消臭剤・芳香剤、化粧品・日焼け止
めなどは、容器からこぼしたりしな
いでください。また、吊り下げタイ
プの消臭剤・芳香剤などは、内装部
品に接触しないようにしてください。
含まれる成分によっては、内装部品
に付着すると変色やしみ、ひび割れ、
塗装はがれなどの原因となるおそれ
があるため、付着した場合は、すみ
やかに柔らかい布でふき取ってくだ
さい。

● 塩素系（二酸化塩素や次亜塩素酸）
の洗浄液を使用しないでください。
塗装はがれやサビなどの原因となる
おそれがあります。やむをえず洗浄
（除菌）する場合は、エタノール
75%以下をご使用ください。エタ
ノールを乾いた布に含ませ、内装部
品をふいてください。エタノールが
なくなるまでふき取ってください。
ふき残しがあると塗装はがれや色落
ちなどの原因となるおそれがありま
す。エタノールは、引火性ですので、
火気に注意してください。

● 内装部品を固いもので擦ったり引っ
かいたりしないでください。傷がつ
き、破損するおそれがあります。
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カーペットの汚れ取り
●電気掃除機でほこりを取り除き、日産純
正ルームクリーナーなどで汚れを落とし
てください。フロアカーペットを取り外
したときは、敷き直すときにフロアカー
ペットがずれないように固定クリップで
正しく確実に固定してください。
フロアカーペット  (P.199)

布、合成皮革の汚れ取り
●中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませ、
軽くふき取ります。さらに水に浸した布
を固くしぼってふき取ります。汚れがひ
どいときは、日産純正ルームクリーナー
などで汚れを落としてください。

本革シートのお手入れ
通常のお手入れ
●ガーゼなど柔らかい布でふきます。
水溶性の汚れを取るとき
●柔らかい布をぬるま湯に浸し、固くし
ぼってからふき取ります。次に乾いた柔
らかい布でふきます。

油性の汚れを取るとき
1. ぬるま湯に中性洗剤を溶かし（濃度

2～3％）、柔らかい布に含ませ汚れ
を取ります。

2. 真水に浸した布を固くしぼってふき
取ります。

3. 乾いた柔らかい布でふき、風通しの
よい日陰で乾燥させます。

リヤウインドーの清掃
●ガラスの内側を清掃するときは、熱線や
アンテナ線を切らないように水を含ませ
た柔らかい布で熱線やアンテナ線にそっ
て軽くふいてください。

●ガラスクリーナー、洗剤などは使わない
でください。

メーター表面やその他光沢のあるプ
ラスチック部品の汚れ取り

●塵、ほこりを取り除き、柔らかい布を真
水に浸して、固くしぼってから軽くふき
取ります。
硬いブラシや布、ティッシュでこすると、
傷がつくことがあります。

 アドバイス
● 本革シートは、直射日光により変色、
変質することがあるため、日よけに
心がけてください。

● 本革シートが水などで濡れたときは
早めにふき取ってください。皮革が
硬化、収縮する原因となります。

 知識
● 本革シートのお手入れ用品（クリー
ナーなど）のご購入については、日
産販売会社にご相談ください。

 アドバイス
● 乾いた布やウエットティッシュなど
を使用しないでください。傷がつい
たり、変色の原因になります。

● ワックスやコーティング剤、油など
が付着した布ではふかないでくださ
い。変色の原因になります。
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点検値

※1:補機ベルトは、ベルトオートテンショナー（自動張力調整機構）を採用しており、ベルト張力調整は不要です。また、パワーステア
リングおよび冷却ファンは、ベルト駆動ではないためベルトの張力調整は不要です。詳しくは、日産販売会社にご相談ください。

※2:ブレーキが正常に作動しないときは、必ず日産販売会社で点検を受けてください。また、ブレーキペダルの床板とのすき間の調節が
必要なときも、日産販売会社にご相談ください。

交換油脂類
お車の性能を適正に保つため、弊社指定銘柄のご使用をおすすめします。指定銘柄以外をお使いになる場合、指定銘柄に相当する品質のものをお
使いください。記載の規定量は目安です。実際の量とは異なることがあります。交換時期については別冊のメンテナンスノートをお読みくださ
い。

エンジンオイル

■ 指定銘柄以外のエンジンオイルについて

指定銘柄以外をお使いになる場合は、下記に適合したエンジンオイルをお使いください。
グレード：API規格SPをお使いください。ILSACマークのついたものをおすすめします。

項目 点検値
補機ベルト 調整不要※1

ブレーキペダル※2 遊び 2～10mm

床板とのすき間
約196N（20kg）で踏んだとき

132mm以上

パーキングブレーキ 踏みしろ
約196N（20kg）で踏んだとき

2～3ノッチ

適用
規定量（ ℓ ）

指定銘柄
オイルのみ交換 オイルとオイルフィルター交換

VR30DDTT 5.1 5.3 日産純正SPストロングセーブ・X 0W-20
（API：SP、SAE： 0W-20）
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粘度： 0W-20（SAE規格）のものをご使用ください。

オートマチックトランスミッションフルード

※：必ず日産純正マチックフルードSを使用してください。日産純正マチックフルードS以外のフルードを使用するとオートマチックト
ランスミッションが破損するおそれがあります。

リヤディファレンシャルオイル

ブレーキフルード

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄

全車 10.6 日産純正マチックフルードS ※

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄

全車 1.05 日産純正ハイポイドフルードS1
（API： GL-5、SAE： 75W-80）

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄

全車 — 日産純正ブレーキフルードNo.2500（DOT3）
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エンジン冷却水

※1：リザーバータンクの容量を含みます。
※2：市販されている水漏れ防止剤などの添加剤は冷却水に添加しないでください。冷却水は、日産純正スーパーロングライフクーラン

トを必ずご使用ください。

インタークーラー冷却水

※1：リザーバータンクの容量を含みます。
※2：市販されている水漏れ防止剤などの添加剤は冷却水に添加しないでください。冷却水は、日産純正スーパーロングライフクーラン

トを必ずご使用ください。

ウォッシャー液

※：外気温に応じて濃度を調節してください。

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄

水冷式オイルクーラー仕様車 9.3※1

日産純正スーパーロングライフクーラント※2空冷式オイルクーラー仕様車
（400馬力仕様） 8.9※1

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄

300馬力仕様 3.17※1

日産純正スーパーロングライフクーラント※2
400馬力仕様 3.2※1

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄

全車 4.2 日産純正ウインドウォッシャー液※
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車両仕様

外装ランプ
●次の外装ランプはすべてLEDです。
― 前照灯（ヘッドランプ）
― 前部霧灯（フォグランプ）
― 車幅灯／デイライト
― 番号灯
― 制動灯／尾灯
― ハイマウントストップランプ
― 後退灯
― 方向指示器 兼 非常点滅表示灯

タイヤ・ロードホイールサイズ

タイヤサイズ
ロードホイールサイズ

リムサイズ P.C.D. インセット
245/40RF19 94W 前輪／後輪 19×8.5J 114.3mm

（5穴）
50mm

225/50RF18 95W 前輪／後輪 18×7.5J 45mm
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※タイヤの指定空気圧は運転席ドアの開口
部に表示してありますので、確認してく
ださい。
イベントデータレコーダ

車両データの記録・蓄積について
この車両に装備されている以下システムの
各コンピューターはイベントデータレコー
ダ機能を備えています。
以下システムの各コンピューターは正常に
作動しているかどうかを常に診断し、イベ
ントデータレコーダで車両が衝突したとき
の車両データを記録・蓄積しています。

■ SRSエアバッグシステム

SRSエアバッグシステムが作動したとき、
もしくは一定以上の衝突が発生した場合に
下記車両データを記録・蓄積します。
●エアバッグシステムの作動に関する情報
●エアバッグシステムの故障診断情報
●アクセルペダル、ブレーキペダル、ハン
ドルなどの操作状況

●車速、エンジン回転数などの車両情報

■ ポップアップエンジンフード

ポップアップエンジンフードが作動したと
きに下記車両データを記録・蓄積します。
●ポップアップエンジンフードの作動に関
する情報

●ポップアップエンジンフードの故障診断
情報

●アクセルペダル、ブレーキペダル、ハン
ドルなどの操作状況

●車速、エンジン回転数などの車両情報

データの扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、イベントデータレコーダに記録さ
れたデータを日産自動車の車両衝突安全性
能の向上を目的として、取得・利用するこ
とがあります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを以下の場
合を除き、第三者へ開示・提供することは
ありません。
●車両の使用者の同意がある場合
●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合

●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合

車両状態記録機能

車両状態の記録・蓄積について
車両状態記録機能は、下記車両データを記
録・蓄積します。
●車輪速などの車両走行情報

車両状態記録機能
車両状態記録機能は品質維持を目的として、
車両の運行状態を記録・蓄積します。
車両状態記録機能から得られたデータを元
に的確なサービスを提供することができま
す。

データの取り扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、車両状態記録機能に記録された
データを日産自動車の車両衝突安全性能の
向上を目的として、取得・利用することが
あります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを次の場合
を除き、第三者へ開示・提供することはあ
りません。
●車両の使用者の同意がある場合

 知識
● イベントデータレコーダは一般的な
データレコーダとは異なり、会話な
どの音声は記録しません。

● 氏名、性別、年齢などの個人情報は
記録しません。

 知識
● 車両状態記録機能は一般的なデータ
レコーダとは異なり、会話などの音
声や映像は記録しません。
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●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合

●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合

TCU（Telematics Control 
Unit）

●本システムは、オープンソースを使用し
たソフトウェアを実装しています。ライ
センスについて、次のWebサイトを参照
してください。
http://opensourceautomotive.com/
IC/tZ7T3eE6AiV4/
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ABS
ABS..............................................................................P.123
ABS警告灯...............................................................P.129

BSW（後側方車両検知警報）
BSW（後側方車両検知警報）..........................P.65
BSW（後側方車両検知警報）表示............P.135

ECOペダルインジケーター.......................................P.56
ELR（緊急固定）付3点式シートベルト ............P.38

ISO FIX対応チャイルドシート用アンカー .......P.25

LDW（車線逸脱警報）
LDW（車線逸脱警報）.........................................P.60
LDW（車線逸脱警報）表示...........................P.135

ODOメーター................................................................P.134

PERSONALモード ..........................................................P.54

SRSエアバッグ ................................................................P.16
SRSエアバッグ警告灯 ..............................................P.129

TRIP（トリップメーター）...................................P.134

VDC
VDC ................................................................................P.56
VDC OFFスイッチ .................................................P.57
VDC OFF表示灯 ...................................................P.130
VDC警告灯 ..............................................................P.129

アームレスト ....................................................................P.37
アウターミラー（ドアミラー） ............................P.41
アクティブ・サウンド・コントロール ..........P.199
アクティブ・ノイズ・コントロール ...............P.198
アクティブAFS .............................................................P.186
アシストグリップ .......................................................P.197
アドバンスドドライブアシストディス
プレイ ................................................................................P.133
アラーム
インテリジェントキー ......................................P.213
メーター（ドライブインジケーター） ...P.141

アルミロードホイールのお手入れ ....................P.242
アンサーバックエクステリアライト機能 .....P.158
アンサーバック機能 ..................................................P.158

イベントデータレコーダ ........................................P.248
イモビライザー
イモビライザー ........................................................P.44
表示灯（セキュリティーインジ
ケーター） ..............................................................P.130

イルミネーションコントロール .........................P.127
イルミネーションコントロールスイッチ .....P.127
インタークーラー冷却水（規定量） ...............P.246
インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）
インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム） ..............................................P.65
インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）表示 ................................P.135

インテリジェント BUI（後退時衝突防止
支援システム） ................................................................P.74
インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）
インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報） ........................................................................P.110
インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）表示 ..............................................................P.135

インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）
インテリジェント LI（車線逸脱防止
支援システム）表示 ..........................................P.135

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ
インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ ...................................................................P.105
251
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インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ警告灯 .....................................................P.129
インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ表示 ..........................................................P.135

インテリジェント オートライトシステム
（フロントワイパー連動、薄暮れ感知
「おもいやりライト」機能付）..........................P.185
インテリジェント クルーズコントロール
インテリジェント クルーズコント
ロール ............................................................................P.78
ステアリングスイッチ .........................................P.82
ナビ協調機能 .............................................................P.89

インテリジェント トレースコントロール
（コーナリング安定性向上システム）..............P.57
インテリジェント ペダル（車間距離維持
支援システム）
インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム） ..............................................P.95
インテリジェント ペダル（車間距離
維持支援システム）表示 .................................P.135
ステアリングスイッチ .........................................P.97
ナビ協調機能 ..........................................................P.102

インテリジェントエアコン
システム ...........................................................P.172, P.174
インテリジェントエアコンシステムの
使いかた ............................................................................P.172
インテリジェントキー
イモビライザー（盗難防止装置） ................P.44
キー ..............................................................................P.158
作動範囲（エンジン始動） ...............................P.50
作動範囲（施錠、解錠） .................................P.165
始動しないとき .....................................................P.204
電池交換のしかた ................................................P.161
ドアの施錠・解錠 ................................................P.162
トランクの解錠 .....................................................P.166
メカニカルキー機能 ...........................................P.203
リモコンによる施錠・解錠 ............................P.163

インテリジェントキー［警報が鳴った
とき］ ................................................................................P.213
インナーミラー（ルームミラー） ........................P.41

ウインカー（方向指示器） ...................................P.188
ウインドーガラス（パワーウインドー） .....P.169
ウォーニング（警告灯） ........................................P.129
ウォッシャー
ウォッシャー液（規定量）............................P.246
ウォッシャー液の補給......................................P.231
スイッチ....................................................................P.189

動かないとき .................................................................P.217
動けなくなったときは .............................................P.220
運転
運転するときに注意すること...........................P.30
正しい運転姿勢について.....................................P.32

運転支援（車両情報） .............................................P.137

エアコン ...........................................................................P.174
エアコンの使いかた
エアコンの使いかた...........................................P.172
エアコンを使うときの注意事項..................P.178

エアバッグ
SRSエアバッグ .........................................................P.16
SRSエアバッグ警告灯 ......................................P.129
SRSカーテンエアバッグシステム .................P.20
運転席･助手席SRSエアバッグシステム .....P.17
運転席・助手席SRSサイドエアバッグ
システム........................................................................P.19

エマージェンシーストップシグナル ...............P.123
エンジン
エンジンオイル.....................................................P.244
エンジンが始動しないときは.......................P.204
エンジンスイッチ....................................................P.44

エンジンのかけかた ..............................................P.50
エンジンフード .....................................................P.229
エンジンルームから蒸気が出ている
とき ..............................................................................P.216
エンジンルーム内配置図 .................................P.231

エンジンオイル.............................................................P.244
エンジンの始動のしかた............................................P.50
エンジン冷却水（規定量）....................................P.246
エンストして始動できなくなったとき...........P.220

オートエアコン............................................P.172, P.174
オートマチック車の運転のしかた........................P.51
オートマチックトランスミッション
フルード............................................................................P.245
オートレベライザー...................................................P.184
オートロック機能........................................................P.158
オーバーヒートしたときは....................................P.216
オーバーヘッドコンソール....................................P.194
お子さまを乗せるときは............................................P.24
オドメーター（積算距離計）...............................P.134

外気温表示.......................................................................P.135
外装のお手入れ.............................................................P.241
カギ......................................................................................P.158
各種警告灯について...................................................P.208
ガソリン（使用燃料、燃料補給口、
タンク容量）..................................................................P.167
カップホルダー.............................................................P.195
カメラ（マルチセンシングフロント
カメラ）...............................................................................P.64
ガラスのお手入れ（リヤウインドー）...........P.243
ガラスルーフ..................................................................P.170
寒冷時のメンテナンス..............................................P.232
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キー
インテリジェントキー .....................................P.158
メカニカルキー ....................................................P.203
リモートコントロールエントリー
機能 .............................................................................P.163

キー連動室内照明システム ...................................P.192
キックダウン .....................................................................P.51
緊急ブレーキ感応型プリクラッシュ
シートベルト .....................................................................P.39

空気圧（タイヤ） .......................................................P.233
くもりが取れないときは ........................................P.215
クラクション（ホーン） ............................................P.41
クリアランスランプ（車幅灯）
点灯しないとき ....................................................P.223

クリープ現象 .....................................................................P.51
車のお手入れ .................................................................P.241
グローブボックス .......................................................P.194

警告（アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ） ............................................................P.141
警告灯 ................................................................................P.129
警告表示 ...........................................................................P.141
警報ブザー音別一覧表 .............................................P.213
けん引について ............................................................P.218

交換油脂類 ......................................................................P.244
工具（格納場所） .......................................................P.228

高水温警告 ......................................................................P.141
高水温警告が表示されたとき ..............................P.216
後席シート .........................................................................P.37
後席用パーソナルランプ ........................................P.193
航続可能距離
航続可能距離警告 ................................................P.141
航続可能距離表示 ................................................P.137

後側方車両検知警報（BSW）.................................P.65
後側方衝突防止支援システム
（インテリジェント BSI）........................................P.65
後退時衝突防止支援システム
（インテリジェント BUI） .......................................P.74
後退灯
点灯しないとき .....................................................P.223

コートハンガー ............................................................P.197
故障警告灯（MIL） ....................................................P.129
故障したときの対処方法 ........................................P.220
小物入れ ...........................................................................P.196
コンソールボックス ..................................................P.195

サービスデータ（車両仕様） ..............................P.247
サイドミラー（ドアミラー） .................................P.41
サイドレーダー ...............................................................P.73
サンシェード .................................................................P.170
サンバイザー .................................................................P.192
サンルーフ ......................................................................P.170

シート
お手入れ ....................................................................P.243
後席シートの調節 ...................................................P.37
前席シートの調節 ...................................................P.33
チャイルドシート ...................................................P.24

パーソナルドライビングポジション
メモリーシステム ...................................................P.35
ヒーターシート ........................................................P.34
本革シートのお手入れ ..................................... P.243

シートベルト
シートベルト警告灯 ..........................................P.129
シートベルトのつけかた ....................................P.38
前席緊急ブレーキ感応型プリクラッシュ
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